
帰
国
子
女
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
語
る

私
の
仕
事

日
本
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
物
語

海
外
子
女
教
育
　
1
　
2
0
2
2

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

海
外
子
女
教
育

令
和
4
年
1
月
1
日
発
行　

第
49
巻
1
号
通
巻
５
８
７
号
（
毎
月
１
回
１
日
発
行
）

昭
和
50
年
10
月
27
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

発
行
　
公
益
財
団
法
人
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

ISSN
 0287-7058

本
体
価
格
７
0
0
円
＋
税

令和4年1月1日発行　第49巻1号通巻５８７号（毎月1回1日発行）  

N
o.587

海外校シリーズ
グアム日本人学校
マルセイユ補習授業校

受け入れ校紹介
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年頭のご挨拶
海外子女教育振興財団会長　小林栄三

『帰国子女のための学校便覧2022』『地球に学ぶ』
発刊しました。（海外子女教育振興財団）
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History
1990年に開校し2021年に創立31周年を迎えた慶應義
塾ニューヨーク学院は、慶應義塾創設者である福澤
諭吉の精神を受け継ぎ、バイリンガルでバイカルチ
ュラルなカリキュラムを通じて、21世紀を担う国際
的なリーダーを育てる努力をしている個性的な私立
学校です。

Academic Life
卒業時に英語と日本語の両言語で話す高い語学力を持て
るよう、授業の9割以上が英語で行われています。学院教
員のほとんどが米国人で、授業は少人数制、多くは習熟度
別クラスで行われます。学院内外のイベントを通し、生徒
がコミュニティの一員として貢献、活動することを促し、
英語力をいかしながらの社会勉強を実施しています。

Mission Statement
本学院は、東京の慶應義塾大学や世界の大学への入学
を志す生徒を対象に、寮を備えた学校として、バイリ
ンガル・バイカルチュラル教育を提供しています。革
新的で規律ある教育を通して、学問への意欲や知的追
求、強い倫理観のある考え方に基づくコミュニティの
構築を目指します。

慶應義塾ニューヨーク学院慶應義塾唯一の
在外一貫教育校

2022年度春季アドミッションズIの出願期間は2022年1月5日（水）~1月26日（水）必着です。

Keio Academy of New York
3 College Road, 
Purchase, NY 10577, USA

お問い合わせは admissions@keio.edu まで。

学院ウェブサイト： www.keio.edu

https://www.keio.edu/japanese


お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

早稲田アカデミー オンライン校

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスを新年度は4月より開講します。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

■小6対象 NN志望校別コース
開成クラス 麻布クラス 武蔵クラス 桜蔭クラス

■中3対象 必勝志望校別コース

女子学院クラス 雙葉クラス 早実クラス 早稲田クラス

早大学院クラス 慶應義塾普通部クラス 駒場東邦クラス 渋谷幕張クラス

詳細・お申込はこちら

最高レベルの
志望校別対策 双方向Web授業

20 2 1年　帰国生合格実績　Webで公開中！

海外生・帰国生教育 法人向けサービス開始
早稲田アカデミーは、海外在住で帰国後に日本の中学校・高校へ
進学予定のお子様を積極的にサポートしています。
海外への赴任前・赴任中・帰国後のお子様の教育に関して、
人事ご担当者様に代わってバックアップ致します。
※入会費・年会費は一切かかりません。
詳しくはホームページをご確認ください。

詳細はこちら

講座受講生 滞在国（例）
シンガポール・タイ・上海・
ドイツ・ロシア・アメリカ

早慶必勝クラス 難関必勝クラス

筑駒必勝クラス 開成必勝クラス 国立必勝クラス

ロンドン校【イギリス】　
ニューヨーク校【アメリカ】
シンガポール校【シンガポール】
インター校【シンガポール】
７区校【ベトナム】
ビンタン校【ベトナム】
台北校【台湾】

その他世界各地に海外提携塾が
あります。

詳細はこちら10か国23都市において早稲田アカデミーの教育ネットワークを広げています。

帰国生入試をお考えの保護者の方を対象に、最新の入試動向や対策
について、早稲田アカデミー国際部よりお伝えします。
※1月下旬よりホームページにて告知いたします。

Web帰国生対象入試報告会
小学生・中学生　対象

順次今年度の入試結果を更新いた
します。

帰国生合格実績2022
詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

早稲田アカデミー　海外校（７校舎）　

詳
細
は
こ
ち
ら

海外校

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


■帰国生説明会
来校・スカイプ・ZOOMによる学校説明会を随時実施しております。下記までご連絡ください。

■2022年スクールイベント
２月オルカ・フェスタ（学習成果発表会）、４月春入学卒業式、他多数 ※詳しくはHPへ 

当校では、生徒一人ひとりが担当コーチのサポートを受けなが
ら、自ら設定した目標にむかって日々自分らしく、多彩なPBL
型学習を実践しています。
そんな生徒たちの自由な学びをご覧いただけるよう、このたび
2月27日（日）に学習成果発表会「オルカ・フェスタ」を開催い
たします。同日午後には入学検討者の皆様を対象にオンライン
学校説明会を開催予定です。多くの皆様のご参加をお待ち申し
上げております。
詳細は当校HPまたは学生部までお問合せください。

卒業生：原谷郷音さん
アメリカの高校を卒業まで数か月のとこ
ろで帰国し、自分で探して見つけた東京
インターハイスクールに入学。自分の関
心や興味を追求してユニークな学習を楽
しみ、半年で卒業し、最難関といわれるミ
ネルバ大学への進学を決める。  

登校義務なし（登校日0日）
世界中からいつでも入学・卒業
赴任先々で継続して学習可
学習はインターネットでOK

0120-327-181,TEL:03-6427-3450

2022年2月27日（日）オンライン学校イベントを開催します！

アメリカ・ワシントン州認可校

東京慈恵医大、山梨大（医）、東京外大（独）、千葉大
（工）、名古屋大（理）、長崎県立大、東京理科大、早大、慶
大、上智大、ICU、国際教養大（秋田）、同志社大、成蹊大、
APU、法政大、青山学院大、中央大、立教大、獨協大、明学
大、聖心女大、東洋英和女大、多摩美大、武蔵美大、iCLA、
京都造形芸術大、東海大、関西学院大、Minerva U、Harvard 
U、Singapore NU、New York U、London U、The Open U、
Seattle U、Berklee Music C、Hawaii Tokai International C、
Temple U、Penn State U、Arizona State U、他多数

自由に科目設定して単位履修
自分の興味と関心が学校科目
受験勉強や留学準備が卒業単位
テストなし、提出物で評価決定

生徒に専属の担任学習コーチ
コーチングアプローチで目標達成
日本語でも英語でも対応可能
卒業と進学を全面サポート

マンツーマンのサポート

学習サポート
自分流に学習して単位履修

単位制
インターネットで自由に学習

通信制

https://www.inter-highschool.ne.jp/
Skype ID：interhighschool
info@inter-highschool.ne.jp

東京インターハイスクール
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-23-18　ワールドイーストビル4F

受付時間：平日 9：00～17：00
お問合せ
「東京インターハイスクール」は米国ワシントン州のアルジャー・インディペンダンス・ハイスクールの日本校です



C O N T E N T S

海外子女教育
節分豆まき
（マルセイユ補習授業校）

2 連載　ＡＧ５だより　　　明治大学AG5研究チーム  岸 磨貴子・関 温理・黒木 歩
アグアスカリエンテス日本人学校  九鬼 武／サンホセ日本人学校  川上 隆
リオデジャネイロ日本人学校  渡辺 稔／サンパウロ日本人学校  曽川 和則

　　　　　  遠隔合同授業に関する実践研究の成果

6　年頭のご挨拶　　海外子女教育振興財団会長　小林 栄三

8　特集１　帰国子女ＯＢ・ＯＧが語る私の仕事
13　特集２　日本のパッケージ物語
22　聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育相談員  平 彰夫
　　 ― インターナショナルスクールに通っていますが、英語も日本語も中途半端なままでの帰国になりそう

です。どうしたらいいのでしょうか。

25　連載　家族／クロスカルチャー
  四人五脚のアメリカ生活（後編）

28　オススメの一冊

29　海外子女教育振興財団　維持会員一覧

33　連載　「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！　 Ｈａｐｐｙ　Ｎｅｗ　Ｙｅａｒ！

34　海外校シリーズ グアム日本人学校
  マルセイユ補習授業校

38　 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯226 ◆　弘学館中学校・高等学校
40　連載　ことばキャンプ　 質問上手はコミュニケーション上手！

41　連載　１都１道２府４３県めぐり　滋賀県

42　ニュース お知らせ

44　ただいま何人！？―在外教育施設在籍者数

50　連載　挑戦！にほごんの日本語検定

和
や
か
な
ビ
ー
チ
サ
イ
ド
（
ア
メ
リ
カ
・
グ
ア
ム
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業（https://ag-5.jp）

遠隔合同授業に関する実践研究の成果
明治大学AG５研究チーム　岸磨貴子・関温理・黒木歩／アグアスカリエンテス日本人学校長　九鬼 武

サンホセ日本人学校長　川上 隆／リオデジャネイロ日本人学校長　渡辺 稔／サンパウロ日本人学校長　曽川 和則
　2021年度はAG５（在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業）の遠隔合同授業に関する実践研究を始めて３年目、研
究成果のまとめの年です。何を成し遂げたのか、何を伝えたいのか、考え始めると、あれもこれもとたくさんのアイデアが出て
きて止まりません。その中でも特に、この３年間の実践研究で明治大学AG５研究グループ、AG５研究提携校４校の現場の教師、
AG５事務局が共に積み上げてきた３つの研究成果を報告したいと思います。

明
治
大
学　

Ａ
Ｇ
５
研
究
チ
ー
ム

岸
磨
貴
子
・
関
温
理
・
黒
木
歩

　

成
果
の
一
つ
目
は
、

遠
隔
合
同
授
業
の
実

践
事
例
を
通
し
た
授

業
設
計
や
学
習
環
境

デ
ザ
イ
ン
の
ノ
ウ
ハ

ウ
で
す
。
た
と
え
ば
、

遠
隔
合
同
授
業
で
は
授
業
の
導
入
部
分
が

重
要
で
、
子
ど
も
が
「
面
白
そ
う
」「
や
れ

そ
う
」「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
え
る
仕
掛

け
が
必
要
で
す
。「
メ
キ
シ
コ
の
学
校
と

つ
な
が
ろ
う
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
共
に

学
び
た
い
、
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う
意
識

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。「
相
手
の
こ
と
を
知

り
た
い
」「
相
手
に
伝
え
た
い
」「
一
緒
に

学
び
た
い
」
と
思
え
る
仕
掛
け
と
場
の
デ

ザ
イ
ン
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
目
的
や
学

習
状
況
に
合
わ
せ
た
授
業
設
計
が
必
要
で

す
。
本
研
究
で
は
複
数
の
実
践
事
例
を
一

斉
授
業
型
・
発
表
型
・
発
問
型
・
対
話
型

に
整
理
し
、
各
形
態
の
特
徴
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
教
師
の
役
割
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、

実
践
に
必
要
な
機
材
や
ツ
ー
ル
、
授
業
の

流
れ
や
工
夫
の
観
点
か
ら
、
そ
の
知
見
を

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
遠
隔
合
同
授
業
の
問
題
把

握
と
多
様
な
解
決
方
法
で
す
。
遠
隔
合
同

授
業
で
教
師
が
直
面
し
た
課
題
へ
の
対
応

策
で
成
功
し
た
事
例
の
う
ち
、
繰
り
返
し

見
ら
れ
る
「
パ
タ
ー
ン
」
が
い
く
つ
か
出

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を「
問
題
の
現
状
・

解
決
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
そ
の
結
果
」
の
三

観
点
か
ら
簡
潔
に
言
語
化
、
イ
ラ
ス
ト
化

し
て
、
パ
タ
ー
ン
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
制
作
し

ま
し
た
。
こ
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、

問
題
解
決
に
対
す
る
多
様
な
対
応
に
つ
い

て
の
共
通
認
識
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
多

様
な
解
決
策
が
共
有
さ
れ
た
こ
と
で
、
教

師
は
状
況
に
合
わ
せ
て
自
分
に
合
っ
た
方

法
を
選
択
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
研
究
で
は
二
十
八
種
類
の
パ
タ
ー

ン
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
生
成
、
Ａ
Ｇ
５
遠
隔
合

同
授
業
の
「
知
恵
の
蔵
」
と
し
て
要
望
の

あ
る
学
校
へ
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
研
究
成
果
は
、
本
研
究
を
通

し
て
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い
挑
戦
で
す
。

本
研
究
で
は
、
毎
月
一
度
、
遠
隔
合
同
研

修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
教
師
の
困
り
ご
と
や
「
や
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
興
味
関
心
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
に
対
応
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
。
遠
隔
合
同
授
業
で
、
子
ど
も
の
対

話
的
な
学
び
を
支
え
る
も
の
と
し
て
始
め

た
活
動
で
す
。
他
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

の
子
ど
も
の
顔
出
し
（
肖
像
権
）
の
問
題

解
決
と
し
てV

Tuber

の
技
術
を
使
っ
た

活
動
も
計
画
中
で
す
。
教
師
の
問
題
意
識

や
関
心
か
ら
様
々
な
活
動
が
次
々
と
生
ま

れ
て
き
た
の
は
教
師
の
授
業
や
子
ど
も
に

対
す
る
見
方
、
関
わ
り
方
の
広
が
り
で
あ

り
、
新
し
い
実
践
が
で
き
る
環
境
が
学
校

に
整
備
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

研
究
開
始
当
初
、「
合
同
遠
隔
授
業
っ

て
？
」「
ど
う
や
る
の
？
」「
意
義
は
？
」、

そ
ん
な
会
話
か
ら
実
践
が
始
ま
り
ま
し
た
。

遠
隔
合
同
授
業
の
環
境
整
備
か
ら
授
業
設

計
へ
、
そ
し
て
子
ど
も
や
学
校
組
織
の
変

化
（
遠
隔
合
同
授
業
実
施
の
た
め
の
支
援

体
制
な
ど
）
へ
と
問
題
意
識
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
教
師
も
子
ど
も
も
学
校
も
、

そ
し
て
私
た
ち
も
共
に
変
化
し
、
成
長
し

た
三
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

ア
グ
ア
ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
日
本
人
学
校

（
メ
キ
シ
コ
）　　
　　

校
長
　
九
鬼
　
武

　

二
〇
一
九
年
度
よ
り

Ａ
Ｇ
５
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
私
が
赴
任

し
た
二
〇
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校
で

始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
素
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠

隔
授
業
を
開
始
し
、
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
い
ち
早
く
授
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
Ａ
Ｇ
５
の
取
り
組
み
が
あ

っ
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
今
年
度
は
全
学
年
、

全
教
員
が
サ
ン
ホ
セ
日
本
人
学
校
（
以
下
、

サ
ン
ホ
セ
校
）
と
の
遠
隔
合
同
授
業
を
行

う
こ
と
で
、
一
層
の
教
育
の
質
向
上
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
進
め
ら
れ
ま
し

曽川 和則先生渡辺 稔先生川上 隆先生九鬼 武先生
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た
。
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
三
点
述
べ
ま
す
。

一
直
接
授
業
、
間
接
授
業
を
取
り
入
れ

て
の
多
様
な
授
業
形
態
の
実
施

サ
ン
ホ
セ
校
と
の
合
同
授
業
を
実
施
す

る
際
の
ネ
ッ
ク
は
、
時
差
や
授
業
時
間
の

調
整
で
し
た
。
し
か
し
今
年
度
よ
り
ラ
イ

ブ
で
交
流
し
な
く
て
も
、
事
前
に
授
業
動

画
な
ど
を
送
信
し
合
い
、
そ
れ
を
授
業
で

活
用
す
る
こ
と
で
間
接
交
流
の
授
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
双
方
の
都

合
の
良
い
時
間
に
授
業
が
で
き
る
の
で
無

理
が
な
く
、
直
接
授
業
に
向
け
て
の
動
機

付
け
や
深
ま
り
に
も
つ
な
が
り
、
授
業
を

柔
軟
か
つ
多
様
性
を
持
っ
て
構
想
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
点
は
大
き
な
進
歩
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
三
年
目
と
な
る

今
年
度
は
全
学
年
、
全
教
員
が
サ
ン
ホ
セ

校
と
の
交
流
授
業
を
行
い
、
成
果
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
児
童
生
徒
の
相
手
（
サ
ン
ホ
セ
校
の
児

童
生
徒
）
を
意
識
し
た
発
言
や
発
信

本
校
は
一
学
級
が
二
人
か
ら
十
二
人
で

す
。
人
数
が
少
な
い
学
級
で
は
授
業
中
の

話
合
い
は
い
つ
も
同
じ
相
手
と
な
る
の
で
、

互
い
の
考
え
て
い
る
こ
と
は
良
く
分
か
る

が
、
新
た
な
視
点
や
よ
り
考
え
を
深
め
る

と
い
う
点
に
お
い
て
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
サ
ン
ホ
セ
校
と
の
合
同
授
業
で
他

の
同
学
年
の
児
童
生
徒
の
意
見
を
聞
く
こ

と
で
、
自
分
の
考
え
を
一
層
深
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
動
画
を
撮
影

す
る
場
面
で
は
、
本
校
の
こ
と
を
知
ら
な

い
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
ど
う
し
た
ら

分
か
り
や
す
く
紹
介
で
き
る
か
を
考
え
た

り
、
ク
イ
ズ
形
式
に
す
る
な
ど
工
夫
を
し

た
り
し
て
、
普
段
以
上
に
思
考
し
な
が
ら

表
現
し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

三
教
員
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た

交
流
に
よ
る
新
鮮
な
刺
激

「
次
の
交
流
授
業
が
楽
し
み
で
す
」
は

多
く
の
児
童
生
徒
の
感
想
で
す
。
交
流
授

業
を
重
ね
る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち
の
表
情

が
明
る
く
な
り
、
相
手
の
発
言
に
頷

う
な
ず
い
た

り
、
自
分
の
意
見
を
積
極
的
に
述
べ
た
り

す
る
場
面
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
他
校
と

交
流
す
る
中
で
良
い
刺
激
を
受
け
て
一
層

頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

今
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
主
体

的
、
対
話
的
で
、
深
い
学
び
」
に
も
つ
な

が
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
本
校
の
教

員
た
ち
も
児
童
生
徒
の
変
容
を
感
じ
る
こ

と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
の

工
夫
を
日
々
行
い
な
が
ら
、
よ
り
質
の
高

い
授
業
を
構
想
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
十
月
現
在
ま
だ

本
校
は
分
散
登
校
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
に
よ
り
多

く
の
教
育
の
可
能
性
を
発
見
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
Ａ
Ｇ
５
の
取
り
組
み
が
で
き
た
の

も
サ
ン
ホ
セ
校
を
始
め
、
海
外
子
女
教
育

振
興
財
団
及
び
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

サ
ン
ホ
セ
日
本
人
学
校（
コ
ス
タ
リ
カ
）

校
長
　
川
上
　
隆

本
校
は
二
〇
一
九
年

度
よ
り
Ａ
Ｇ
５
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

研
究
テ
ー
マ
は
、「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
で

の
教
員
研
修
及
び
授
業

実
践
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」。
初
年
度
は

準
備
段
階
と
し
て
共
同
研
究
校
の
ア
グ
ア

ス
カ
リ
エ
ン
テ
ス
日
本
人
学
校
（
以
下
、

ア
グ
ア
ス
校
）
と
交
流
中
心
の
遠
隔
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
様
々
な

意
見
交
流
を
す
る
こ
と
で
、
学
び
を
深
め

て
い
く
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
二
年
目

の
二
〇
年
度
は
、
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
日
々
の
遠
隔
授
業
に
追
わ
れ
ま
し
た

が
、
前
年
度
か
ら
研
究
準
備
を
進
め
て
い

た
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
よ

う
に
学
校
全
体
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
取
り
組

み
、
教
員
も
子
ど
も
た
ち
も
ス
キ
ル
が
格

段
に
向
上
し
ま
し
た
。
毎
日
の
遠
隔
授
業

が
研
究
や
研
修
と
な
り
、
ア
グ
ア
ス
校
と

の
合
同
研
究
授
業
に
生
か
す
こ
と
で
学
校

や
国
の
枠
を
超
え
た
実
践
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
年
の
今
年
度
は
取

り
組
み
が
広
く
参
考
と
な
る
よ
う
に
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
（
詳
細
は
Ａ
Ｇ
５
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
参
照
）。

一
遠
隔
授
業
の
長
所
と
短
所

私
は
二
〇
年
度
に
赴
任
し
ま
し
た
。
以

下
、
そ
の
感
想
を
述
べ
ま
す
。
ま
ず
、
教

員
全
員
（
七
名
）
で
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
一
番
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

二
〇
年
度
は
コ
ス
タ
リ
カ
政
府
の
政
令
で
、

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
遠
隔
授
業
が
続
き

ま
し
た
。
当
初
は
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、

問
題
点
や
解
決
策
を
各
自
が
校
内
共
有
ド

ラ
イ
ブ
に
入
れ
、
打
合
せ
等
で
確
認
す
る

こ
と
で
全
員
の
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
学

習
意
欲
や
成
果
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

遠
隔
授
業
の
長
所
は
、①
間
接
交
流（
時

差
や
進
度
の
違
い
を
考
慮
し
た
録
画
共
有
）

や
直
接
交
流
が
自
在
に
組
め
る
、
②
少
人

数
学
級
が
、
他
校
の
同
学
年
多
数
と
学
習

で
き
る
、
③
他
校
異
学
年
と
の
学
習
も
で

き
て
様
々
な
考
え
に
触
れ
ら
れ
る
、
④
国

境
を
越
え
て
様
々
な
分
野
の
専
門
家
（
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
等
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

資
源
の
有
効
活
用
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

の
学
び
が
よ
り
広
が
り
深
ま
る
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
新
た
な
価
値
や
不
足
し
て

い
る
情
報
に
気
付
く
こ
と
や
、
自
分
の
考

え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
手
に
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
効
果
的
な
表
現

法
を
考
え
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
等
で
す
。
実
際
、
本
校
で
は
一
学
年
一

学
級
（
一
〜
三
名
）
で
、
教
師
と
の
や
り

と
り
が
中
心
の
授
業
で
す
が
、
遠
隔
合
同

授
業
で
は
ア
グ
ア
ス
校
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
学
習
で
き
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
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様
子
が
印
象
的
で
す
。
中
学
部
で
は
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
職

業
の
方
々
に
日
本
か
ら
遠
隔
授
業
を
し
て

い
た
だ
き
、
生
徒
の
専
門
的
な
知
識
が
増

え
、
自
分
た
ち
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
通
常
と
は
違
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
知
識･

技
能
を

活
用
し
、
思
考･

判
断･
表
現
を
繰
り
返
す

こ
と
で
学
び
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。
今
ま
で
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
取

り
組
み
が
、
離
れ
て
い
て
も
時
差
が
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
手
軽
に
実
現
で
き
る
の
が
遠

隔
授
業
の
最
大
の
魅
力
だ
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
、
①
画
面
越
し
で
子
ど
も
と
直
接

向
き
合
え
な
い
（
関
係
づ
く
り
や
指
導
の

難
し
さ
が
あ
る
）、
②
実
技
教
科
（
理
科
の

実
験
や
音
楽･

体
育･

技
家･

美
術
の
実
技

作
業
等
）
に
向
か
な
い
な
ど
の
短
所
も
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
コ
ス
タ

リ
カ
政
府
の
政
令
で
、
一
学
期
に
七
週
間

（
三
十
五
日
間
）の
遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
中
学
部
の
理
科

は
実
験
動
画
で
遠
隔
授
業
を
進
め
、
対
面

授
業
に
戻
っ
て
か
ら
は
実
験
を
体
験
さ
せ

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
技

術
科
の
実
技
や
作
業
は
遠
隔
で
は
で
き
な

い
の
で
、
対
面
授
業
に
戻
っ
て
か
ら
授
業

時
数
を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

二 

対
面
授
業
を
補
完
す
る
遠
隔
授
業

　

我
々
教
員
は
対
面
授
業
を
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
児
童
生
徒
と
直
接

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
た
だ
、

対
面
授
業
で
は
で
き
に
く
い
こ
と
が
、
遠

隔
授
業
で
は
可
能
に
な
る
場
合
が
多
々
あ

り
ま
す
。
日
本
人
会
の
会
長
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

支
所
長
に
よ
るS

D
G
s

授
業
、
東
京
の
離

島
の
小
学
校
と
の
間
接
録
画
交
流
、
世
界

の
日
本
人
学
校
と
の
合
同
授
業
（
蘇
州
日

本
人
学
校
主
催
）、
隣
国
の
パ
ナ
マ
日
本

人
学
校
と
の
定
期
的
な
交
流
授
業
も
そ
の

例
で
す
。
こ
の
よ
う
に
本
校
は
対
面
授
業

の
中
に
遠
隔
授
業
の
長
所
を
う
ま
く
取
り

入
れ
た
併
用
型
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
）

の
活
用
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向

け
て
こ
れ
か
ら
も
研
究･

実
践
を
続
け
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
日
本
人
学
校

（
ブ
ラ
ジ
ル
）　　
　
校
長
　
渡
辺
　
稔

　

二
〇
二
〇
年
三
月
、

突
然
日
本
国
内
全
て
の

学
校
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
明
る
く
元
気
な
声
が

消
え
ま
し
た
。
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
日
本
人
学

校
も
政
府
か
ら
の
指
示
で
休
校
と
な
り
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
一
九
年
度
か
ら
Ａ
Ｇ

５
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
で
の
教
育

の
質
向
上
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」

の
研
究
指
定
を
受
け
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本

人
学
校
（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
校
）
と
遠
隔
で
の

研
修
や
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
も

あ
り
、
四
月
当
初
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

授
業
を
い
ち
早
く
開
始
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
研
究
二
年
目
は
い
き
な
り

遠
隔
授
業
の
実
践
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

本
校
が
目
指
し
た
の
は
遠
隔
会
議
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
た
対
話
型
授
業
で
す
。
児
童
生

徒
と
教
師
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
教
室
で

行
う
の
と
で
き
る
だ
け
遜
色
の
な
い
授
業

提
供
を
心
が
け
ま
し
た
。
最
初
は
不
慣
れ

で
し
た
が
、
様
々
な
ア
プ
リ
を
使
い
、
情

報
交
換
し
な
が
ら
指
導
法
を
日
々
改
善
す

る
こ
と
で
、
遠
隔
授
業
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
徐
々
に
教
科
数
や
授
業
コ
マ

数
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
本
校

が
対
面
授
業
を
再
開
し
て
か
ら
は
様
々
な

授
業
形
態
で
研
究
を
進
め
ま
し
た
。
外
部

講
師
を
招

し
ょ
う
へ
い聘
し
て
の
講
演
会
や
学
校
行
事

な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
校
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
校
と
は
、

遠
隔
会
議
で
研
究
に
つ
い
て
の
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を
育

成
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」、

両
校
の
考
え
を
持
ち
寄
り
見
え
て
き
た
の

が
「
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
」「
柔
軟
で
豊

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
協
働

で
き
る
子
ど
も
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
小
規
模
校
で

あ
る
本
校
と
中
規
模
校
で
あ
る
Ｓ
Ｐ
校
の

特
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
三
つ
の
部
会
に

分
か
れ
て
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　

三
年
目
は
二
年
目
の
反
省
を
生
か
し
、

日
常
的
に
Ｓ
Ｐ
校
の
児
童
生
徒
と
の
交
流

を
重
ね
る
こ
と
で
互
い
を
知
り
、
話
し
合

い
も
自
然
な
形
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
少
人
数
の
本
校
児
童
生
徒
に
と
っ

て
は
同
世
代
の
友
達
の
多
様
な
考
え
を
知

る
こ
と
や
、
目
的
に
向
か
っ
て
話
し
合
い

を
重
ね
な
が
ら
一
つ
の
も
の
を
つ
く
り
上

げ
る
活
動
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
交
流
は
、
他
の
Ａ
Ｇ
５
研
究

校
児
童
生
徒
と
の
交
流
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

あ
る
マ
ナ
ウ
ス
日
本
人
学
校
と
の
合
同
授

業
へ
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
学
校

と
自
宅
、
リ
オ
と
日
本
を
つ
な
い
だ
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
ま
た

日
本
在
住
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

連
邦
大
学
学
生
や
日
本
語
モ
デ
ル
校
生
徒

と
の
交
流
も
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能

性
を
広
げ
る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
取
り
組
み
は
、
新
た
な
課
題
を
生

み
ま
し
た
が
、「
で
き
な
い
で
は
な
く
、
ど

う
し
た
ら
で
き
る
の
か
」
を
常
に
考
え
な

が
ら
解
決
策
を
探
る
こ
と
で
、
着
実
に
ス

キ
ル
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

反
面
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
課
題
も
見
え
て

き
ま
し
た
。
不
安
定
な
ネ
ッ
ト
環
境
へ
の

対
応
。
子
ど
も
の
集
中
力
が
続
か
な
い
。

画
面
に
映
ら
な
い
児
童
生
徒
の
様
子
が
把

握
で
き
な
い
。
教
材
研
究
（
授
業
準
備
）

に
多
く
の
時
間
が
必
要
と
な
る
。
技
能
教

科
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
適
さ
な
い
科
目

へ
の
対
応
。
児
童
生
徒
の
健
康
面
の
懸
念

（
特
に
目
、
運
動
不
足
）。
ブ
ラ
ジ
ル
と
の

時
差
。
学
習
以
外
の
学
校
が
担
う
べ
き
役
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割
の
欠
如
（
人
間
関
係
・
集
団
活
動
）
な
ど
、

課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、
社
会
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可
能
性

と
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
対
面
授
業

に
効
果
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、

新
た
な
教
育
の
進
む
べ
き
道
と
考
え
ま
す
。

研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
多
く

の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
校

の
研
究
成
果
が
、
今
後
の
新
た
な
教
育
の

礎
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
ま
す
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校（
ブ
ラ
ジ
ル
）

 

校
長
　
曽
川 

和
則

　

二
〇
一
九
年
、「
遠
隔
教

育
」
と
い
う
研
究
テ
ー
マ

に
出
会
っ
た
当
初
、
第
一

回
校
内
研
究
会
で
は
ま
さ

に
戸
惑
い
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。「
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
」。
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
書
き
出
し
た
、

た
く
さ
ん
の
「
？
」
と
不
安
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
Ａ
Ｇ
５
「
遠
隔
教
育
」
研
究
チ

ー
ム
と
し
て
組
織
さ
れ
た
中
南
米
四
つ
の

日
本
人
学
校
合
同
の
研
修
会
を
重
ね
る
中

で
、
確
か
な
光
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
先
駆
的
な
日
本
の
学
校
の
取
り

組
み
事
例
を
ベ
ー
ス
に
、「
遠
隔
授
業
」
の

目
的
や
内
容
、
そ
れ
に
基
づ
く
四
つ
の
ラ

イ
ブ
授
業
パ
タ
ー
ン
に
出
会
え
ま
し
た
。

児
童
生
徒
の
学
び
方
と
教
師
の
か
か
わ
り

方
か
ら
目
指
す
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
自
己
と
授
業

の
達
成
状
況
を
は
か
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
の
手
法
を
獲
得
し
、
明
確
な
指
標
を
設

定
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
指
標
を
通
し
て
授
業
を
振
り
返
り
、

子
ど
も
の
確
か
な
成
長
と
よ
り
良
い
授
業

づ
く
り
と
い
う
視
点
か
ら
、
次
に
目
指
す

も
の
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

機
器
の
扱
い
方
や
活
用
方
法
に
も
磨
き

が
か
か
り
ま
し
た
。
定
期
開
催
さ
れ
た
合

同
研
修
会
は
、
互
い
の
成
果
や
課
題
を
共

有
し
、
悩
み
や
疑
問
を
分
か
ち
合
い
、
解

決
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
に
抱
い

て
い
た
不
安
や
戸
惑
い
が
楽
し
み
や
希
望

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
と
ペ
ア
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
日
本
人
学
校
（
以
下
、

Ｒ
Ｊ
校
）
と
は
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、

合
同
で
「
遠
隔
授
業
」
を
構
成
し
、
実
践

し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
研
究
一

年
目
は
、
Ｒ
Ｊ
校
の
校
長
先
生
、
研
究
主

任
の
先
生
を
本
校
に
迎
え
、
顔
を
つ
き
合

わ
せ
て
協
議
し
、
研
究
の
柱
立
て
を
行
い

ま
し
た
。
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

研
究
テ
ー
マ
の
設
定
。
本
研
究
を
通
し
て
、

両
校
の
目
指
す
も
の
を
言
葉
に
し
ま
し
た
。

夜
は
懇
親
会
。
ペ
ア
研
究
の
重
要
ポ
イ
ン

ト
は
、
お
互
い
に
語
り
合
い
、
分
か
り
合

い
、
仲
良
く
な
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
「
遠
隔
合
同
授
業
」
を
始
め
る
ポ
イ

ン
ト
も
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

本
校
と
Ｒ
Ｊ
校
が
終
着
し
た
「
遠
隔
教

育
」
の
テ
ー
マ
（
研
究
主
題
）
は
、「
多
様

性
を
受
け
入
れ
、
柔
軟
で
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持
ち
、
協
働
で
き
る

子
ど
も
の
育
成
」
で
す
。
研
究
一
年
目
は
、

両
校
を
遠
隔
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
ぐ
こ
と
。

自
己
紹
介
か
ら
始
め
て
、
学
校
を
紹
介
し

合
っ
た
り
、
街
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
合
っ

た
り
し
て
、
仲
良
く
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
「
や
っ
て
み
る
」
に
重

点
を
置
き
、
道
徳
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

合
同
授
業
を
仕
組
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

研
究
テ
ー
マ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
多

様
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
協

働
」
を
具
現
化
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
た
。
研
究
の
土
台
づ
く
り
と
チ
ー

ム
の
結
び
付
き
に
力
を
注
い
だ
一
年
で
す
。

　

突
然
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
学
校
閉
鎖
命

令
で
幕
を
開
け
た
研
究
二
年
目
。「
子
ど

も
た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
」
た
め
に
、

本
校
は
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、そ
の
背
景
に
は
「
遠

隔
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
自
信
と
研

究
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
が
開
け
な

い
中
、
日
々
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
重
ね
な

が
ら
、「
遠
隔
授
業
」
の
可
能
性
を
切
り
拓ひ

ら

き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
か
で
き
な
い
「
遠

隔
合
同
授
業
」
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
主
題
に
迫
り
、
達
成
す
る
た
め
に

次
の
「
三
つ
の
子
ど
も
像
」
を
打
ち
立
て

「
聞
く
力
」「
話
す
力
」「
発
信
す
る
力
」
を

授
業
の
中
で
育
成
す
る
具
体
的
な
力
と
し

ま
し
た
。

〇
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
子
ど
も

〇
柔
軟
で
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
持
つ
子
ど
も

〇
協
働
で
き
る
子
ど
も

　

ま
た
、
こ
の
三
つ
の
力
を
つ
な
ぐ
も
の

と
し
て
、
私
た
ち
が
追
究
し
た
の
が
『
人

間
関
係
力
』
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

遠
隔
教
育
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
力
の
育
成

を
基
盤
と
す
る
新
た
な
形
の
授
業
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

研
究
三
年
目
。
取
り
組
み
は
、「
子
ど

も
が
主
体
的
に
学
び
、
他
者
と
の
協
働
を

通
し
て
、
新
た
な
世
界
を
開
く
授
業
」（
目

指
す
授
業
像
）
へ
と
結
実
し
ま
し
た
。
こ

の
三
年
間
の
軌
跡
に
よ
り
、
私
た
ち
は
、

次
の
二
点
を
柱
と
す
る「
遠
隔
合
同
授
業
」

づ
く
り
を
進
め
、
授
業
を
検
証
し
合
い
、

新
た
な
形
の
授
業
『
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
プ
ラ

ン
』
の
構
想
を
抱
い
て
い
ま
す
。

①　

 

子
ど
も
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
教

材
化

②　

 

子
ど
も
が
協
働
し
、
学
び
を
深
め
る

学
習
展
開

　
「
遠
隔
教
育
」
研
究
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
輝
か
し
い
未
来

に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
が
、
新
た
な
自
分

と
世
界
に
出
会
う
道
標
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
紛
れ
も
な
く
私
た
ち
教
師
が
変
わ

り
成
長
し
た
三
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
も
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
こ
れ
を
、
生
活
パ
タ

ー
ン
か
ら
価
値
観
ま
で
を
根
底
か
ら
問
い
直
す
機
会
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
大
き
な
混
乱
の
あ
と
に
は
新
し
い
秩
序

が
生
ま
れ
る
と
い
う
の
が
過
去
の
教
訓
で
す
が
、
私
た
ち
は
ま
さ
に
い
ま
、
こ
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
航
空
業
界
で
は
乗
客
数
が
大
幅
に
減
る
反
面
で
貨
物
の
輸
送
が
伸
び
て
い
ま
す
。
卑
近
な
と
こ
ろ
で
は

私
の
娘
夫
婦
が
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、
勤
務
先
は
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ま
ま
で
す
。
も
は
や

リ
モ
ー
ト
勤
務
で
仕
事
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
私
自
身
も
か
つ
て
は
週
末
ご
と
に
中
東
ま
で
出

張
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
で
は
そ
の
よ
う
な
仕
事
も
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
様
相
が
大
き
く
変
わ
る
兆
し
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
私
は
福
井
県
の
出
身
で
す
が
、
地
元
に
帰
る
と
地
方
の
勢
い
が
衰
え
て
い
る
こ
と
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か

で
す
。
日
本
全
体
で
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
世
界
全

体
の
人
口
ト
レ
ン
ド
も
一
〇
〇
億
人
の
大
台
に
届
く
こ
と
な
く
停
滞
す
る
と
い
う
予
測
が
出
は
じ
め
て
い
る
よ
う
で

年
頭
の
ご
挨
拶
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す
。
こ
れ
に
は
気
候
変
動
も
大
い
に
影
響
が
あ
り
、
世
界
は
過
去
の
延
長
線
上
に
未
来
を
想
定
す
るforecast

で
は

な
く
、
将
来
像
を
描
い
た
う
え
で
こ
れ
か
ら
を
プ
ラ
ン
す
るbackcast

の
発
想
を
必
要
と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
中
で
、
個
人
も
家
族
も
重
い
荷
物
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
が
、
こ
う
し
た
な
か
で
は
一
人
ひ
と
り

が
原
点
に
帰
り
、
心
身
の
健
康
と
頭
の
健
康
を
心
が
け
て
人
間
性
を
培
う
こ
と
が
何
よ
り
で
し
ょ
う
。
体
の
健
康
は

す
な
わ
ち
食
の
健
康
。
頭
の
健
康
に
は
読
書
や
向
上
心
。
そ
し
て
心
の
健
康
の
た
め
に
は
人
と
直
接
か
か
わ
る
集
団

の
な
か
で
衝
突
し
た
り
感
動
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
思
い
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
。
学
校
教
育
に
即
し
て

申
し
上
げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
子
ど
も
た
ち
が
教
科
内
容
の
面
白
さ
よ
り
も
先
生
の
魅
力
に
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

人
間
が
目
の
前
に
い
る
こ
と
の
意
義
を
新
た
な
環
境
の
な
か
で
ど
れ
だ
け
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

人
と
人
と
が
最
初
に
出
会
う
と
き
に
は
、
で
き
れ
ば
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
よ
り
濃
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
社
会
の

難
題
に
チ
ー
ム
で
立
ち
向
か
う
基
盤
が
育
つ
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
人
で
も
、
自
分
の
身
の
周
り
の
課
題
や
問
題
点
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。「
よ
り
早
く
駅
に
行
く
に

は
？
」「
よ
り
安
全
で
、
よ
り
便
利
な
町
に
す
る
に
は
？
」そ
う
し
た
問
を
見
つ
け
、「
こ
う
し
た
ら
い
い
の
に
ね
」と

分
析
し
、
提
案
す
る
力
は
誰
で
も
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。「
二
十
年
後
、
三
十
年
後
に
、
こ
の
町
は
、
こ
の
国
は
、
こ

の
世
界
は
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
生
活
は
、
仕
事
は
、
こ
う
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
」と
考
え
る
こ
と
。
そ
の
実
現
の
た

め
に「
こ
う
や
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
意
思
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
。
私
は「
成
功
の
反
対
は
無
為
だ
」と
繰
り
返

し
お
伝
え
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
課
題
を
見
つ
け
、
希
望
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
ば
、
新
た

な
世
界
が
見
え
て
く
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
も
、
私
を
含
め
た
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
組
織
の
未
来
と
個
人
の
将
来
を
構
想
し
、
新

た
な
時
代
を
切
り
ひ
ら
い
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
ご
自
身
の
暮
ら
し
を
見
つ
め

直
す
と
と
も
に
、
身
近
な
か
た
が
た
と
の
触
れ
合
い
や
か
か
わ
り
合
い
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

私
た
ち
は
人
間
で
す
。
人
と
人
、
人
と
組
織
が
協
働
し
合
う
こ
と
で
、
新
た
な
社
会
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
厚
い
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

月刊　海外子女教育 2022.17
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私
の
仕
事

帰国子女
ＯＢ・ＯＧが語る

特集 1
　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
働
い
て
い
る
か
つ
て
の
帰
国
子
女
の
皆
さ
ん
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
仕
事
に
対
す
る
思
い
を
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
企
画
で
、今
回
で
十
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
ど
ん
な
仕
事
に
携
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
働
く
な
か
で
、
ど
ん
な
喜
び
や
課
題
を
感
じ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、子
ど
も
の
こ
ろ
に
海
外
で
暮
ら
し
た
経
験
は
、

い
ま
の
仕
事
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
と
り
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
の
仕
事
カ
タ
ロ
グ
、「
私
の
仕
事
」。
四
人
の
帰

国
子
女
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
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に
な
っ
た
。
そ
こ
で
選
ん
だ
地
が
ず
っ

と
憧
れ
て
い
た
京
都
だ
っ
た
。

研
究
結
果
が
出
る
の
が

楽
し
い

　

現
在
、
香
蘭
さ
ん
は
京
都
大
学
の
生

命
科
学
研
究
科
で
大
人
の
脳
の
神
経
幹

細
胞
の
研
究
を
し
て
い
る
。

　
「
脳
の
中
の
神
経
幹
細
胞
は
昔
は
大

人
に
な
る
と
働
か
な
く
な
る
と
思
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
じ
つ
は
大
人
に
な
っ

て
も
活
性
化
さ
れ
る
と
働
く
こ
と
が
で

き
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
新
し
く
ニ※

ュ
ー

ロ
ン
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
私
は
脳
の
中

の
神
経
幹
細
胞
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
活
性
化
さ
れ
る
の
か
を
調
べ
る

研
究
を
し
て
い
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
遺
伝
子
を

組
み
か
え
た
マ
ウ
ス
の
脳
を
取
り
出
し

て
組
織
切
片
を
つ
く
り
、
特
殊
な
方
法

で
染
色
し
て
可
視
化
し
て
か
ら
顕
微
鏡

で
写
真
を
撮
り
、
さ
ら
に
画
像
解
析
で

デ
ー
タ
を
得
る
。
先
生
の
論
文
の
英
文

校
閲
も
し
て
い
る
。
研
究
室
の
皆
か
ら

頼
り
に
さ
れ
る
強
力
な
助
っ
人
だ
。

　

先
生
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
で
考
え
出
し
た
テ
ー
マ

の
研
究
も
し
て
い
る
。

　
「
そ
の
テ
ー
マ
は
世
界
の
誰
の
も
の

で
も
な
く
自
分
の
も
の
な
の
で
す
」

　

基
礎
研
究
は
そ
の
成
果
が
す
ぐ
に
何

か
に
使
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
「
研
究

の
結
果
が
出
る
」
の
が
面
白
い
。

　
「
外
か
ら
見
る
と
『
そ
れ
で
？
』
と

思
い
ま
す
が
、
小
さ
な
研
究
が
積
み
重

な
っ
て
大
き
な
結
果
が
出
る
の
で
す
」

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

　

香
蘭
さ
ん
は
い
ま
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
気
に
入
っ
て
い
る
。

　
「
実
験
や
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
っ
て
は
土

曜
も
夜
も
関
係
な
く
研
究
に
集
中
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
場
所
で

好
き
な
仕
事
を
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で
き
る

の
が
と
て
も
自
分
に
合
っ
て
い
ま
す
」

　

海
外
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
聞
く
と
、

「
絶
対
に
補
習
校
に
行
っ
た
方
が
い
い

で
す
。
い
ま
こ
う
し
て
日
本
に
住
み
大

好
き
な
京
都
で
研
究
生
活
が
で
き
る
の

は
補
習
校
に
行
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
海
外
で
身
に
つ
け
た
言
語
は
ぜ

ひ
保
持
し
て
ほ
し
い
。理
系
に
関
し
て
い

う
と
英
語
力
は
必
須
で
す
」
と
の
こ
と
。

　

香
蘭
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
い

ま
は
日
本
で
研
究
し
て
い
る
。

　
「
自
分
の
興
味
を
大
事
に
す
る
こ
と

で
、
い
つ
ど
う
な
っ
て
も
ど
こ
で
も
や

っ
て
い
け
る
、
な
ん
と
か
な
る
と
思
い

ま
す
。海
外
生
に
も
そ
れ
を
伝
え
た
い
」

（
取
材
・
文
＝
髙
田 

和
子
）

研
究
者
の
道
へ

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
ま
れ
、
四
歳
で

ア
メ
リ
カ
に
移
住
、
現
地
校
に
通
っ
た
。

　

中
学
生
の
こ
ろ
ま
で
は
「
ア
メ
リ
カ

ひ
と
筋
」
で
日
本
は
あ
ま
り
好
き
で
は

な
か
っ
た
。
土
曜
日
に
行
く
補
習
校
も

嫌
い
だ
っ
た
。
高
校
に
進
む
に
つ
れ

て
「
ア
メ
リ
カ
に
も
ダ
メ
な
と
こ
ろ
が

あ
る
」
と
気
づ
き
、
優
し
い
目
で
日
本

を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

十
六
歳
の
と
き
父
親
の
転
勤
に
伴
い

ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
に
転
校
。
大
学
は
ア
メ
リ
カ
に

戻
り
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
生
物
学
を
専
攻
し
た
。

　
「
中
学
高
校
時
代
に
は
医
者
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
を

卒
業
す
る
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
末

研
究
者
に
な
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」

　

香
蘭
さ
ん
に
は
鮮
烈
に
記
憶
に
残
る

思
い
出
が
あ
る
。
十
歳
の
こ
ろ
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ー
ル
ド
ス
プ
リ
ン
グ
ハ

ー
バ
ー
研
究
所
で
行
わ
れ
た
生
物
学
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
と
き
の

こ
と
だ
。
そ
の
研
究
所
は
生
物
学
、
医

学
の
最
先
端
の
研
究
で
世
界
的
に
知
ら

れ
て
い
る
。
二
週
間
に
わ
た
り
実
験
用

具
の
使
い
方
を
教
わ
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
経
験
し
た
。

　
「
自
分
の
頬
か
ら
取
っ
た
細
胞
を
試

験
管
に
入
れ
て
溶
か
し
、
最
後
に
長
い

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
っ
張
り
出
し
た
と
き
は
み

ん
な
ワ
ー
っ
と
沸
き
ま
し
た
」

　

そ
の
感
動
が
根
っ
こ
に
あ
っ
て
研
究

者
の
道
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
学
卒
業
後
、
一
時
帰
国
の
つ
も
り

が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
再
渡
米
が
困
難

※神経系を構成する細胞

シンガポールで生まれ、4歳から16歳まで
ニューヨークで現地の幼稚園と学校に通う。16
歳からロンドンで2年間インターナショナルス
クールに通い、 大学はアメリカのカリフォルニ
ア大学ロサンゼルス校（UCLA）で生物学を専攻。 
卒業後日本で生活して２年目。 現在、京都大学大
学院生命科学研究科生体制御学研究室に勤務。

石
い し い

井 香
か ら ん

蘭さん



自分の「興味」を信じて

京都大学大学院生命科学研究科
技術補佐員




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は
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
授
業
が
普
通
に
あ
っ
た
。

　
「
現
地
校
の
授
業
が
き
っ
か
け
で
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
世
界
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
独
学
で
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン

の
仕
方
を
調
べ
な
が
ら
サ
イ
ト
を
つ
く

っ
た
り
、
友
人
と
積
極
的
に
メ
ー
ル
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
を
取
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。『
Ｐ
Ｃ
が
お
友
達
』
と
い
う
く

ら
い
つ
ね
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
て
い
る

小
学
生
で
し
た
」

　

帰
国
後
、
日
本
の
高
校
・
大
学
の
授

業
に
な
じ
め
な
く
て
、
つ
ら
い
思
い
も

し
た
と
い
う
。

　
「
海
外
の
学
校
は
主
体
的
に
授
業
に

参
加
す
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
な
の
で

緊
張
感
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
日
本
で
は

受
け
身
な
授
業
の
方
が
多
く
、
あ
ま
り

な
じ
め
な
か
っ
た
の
で
、
専
門
学
校
に

入
り
直
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
〝
好
き

者
同
士
〞
の
世
界
だ
か
ら
、
楽
し
く
勉

強
で
き
ま
し
た
（
笑
）」

　

就
職
先
は
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

選
ん
だ
。

　
「
自
社
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

仕
事
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
使
っ

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
幅
広
く
経
験
で

き
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
。
二
年
後
、

デ
ザ
イ
ン
を
メ
イ
ン
に
し
た
く
て
転
職

し
ま
し
た
が
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
で
き
た
の
は
幸
せ
で
す
」

自
分
の
人
生
を

豊
か
に
し
て
い
く
こ
と

　

結
婚
を
機
に
、
働
き
方
を
変
え
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
も
う
少
し
人
間
ら
し
い
生
活
を
し

た
い
と
思
っ
て
（
笑
）、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
に
な
り
ま
し
た
。
派
遣
会
社
か
ら
い

た
だ
く
仕
事
が
多
い
で
す
け
ど
、
ア
パ

レ
ル
系
の
会
社
に
派
遣
さ
れ
て
二
年
、

飲
食
関
係
の
会
社
に
も
二
年
…
…
」

　

そ
の
会
社
と
は
現
在
「
直
接
雇
用
」

の
関
係
に
あ
る
が
、
つ
ね
に
ほ
か
の
会

社
の
仕
事
も
請
け
負
っ
て
い
る
。

　
「
フ
リ
ー
に
な
っ
て
、
自
分
の
時
間

の
管
理
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
仕
事

を
取
っ
て
こ
な
い
と
、
収
入
は
ゼ
ロ
で

す
け
ど
ね
。
会
社
や
組
織
と
い
う
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
今
後
も
自
分
に
合
っ
た

働
き
方
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
世
に
流
行
り
廃

り
は
あ
る
し
、
次
々
と
新
し
い
技
術
も

登
場
す
る
の
で
、
勉
強
は
続
く
。

　
「
仕
事
も
も
ち
ろ
ん
生
き
て
い
く
う

え
で
必
要
で
す
が
、
仕
事
の
関
係
以
外

で
も
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
、
素
敵

な
も
の
を
見
た
り
経
験
し
た
り
し
た
い

で
す
。
心
の
豊
か
さ
は
デ
ザ
イ
ン
に
も

反
映
さ
れ
る
の
で
、
仕
事
の
質
も
よ
く

し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
取
材
・
文
＝
小
山 

和
智
）

 　
「
現
在
は
フ
リ
ー
で
ウ
ェ
ブ
制
作
を

し
て
い
ま
す
が
、
新
卒
の
こ
ろ
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
い
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
ャ

ー
で
す
と
、
人
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら

デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
な
く
企
画
全
体
か
ら

か
か
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
」

　

あ
る
英
語
学
校
の
立
ち
上
げ
か
ら
軌

道
に
乗
せ
る
ま
で
の
企
画
運
営
を
担
当

し
た
経
験
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
を
誰
で
も

つ
く
れ
る
時
代
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
は
無
数
の
〝
素
人
作
品
〞
も

あ
ふ
れ
て
い
る
が
…
…
。

　
「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
は
『
こ
れ
を
売

り
た
い
』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
そ
れ
を
ど
う

見
せ
る
か
が
大
事
で
す
。
ま
た
私
の
仕

事
の
場
合
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン（
購
買
）

に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
し

て
商
品
の
魅
力
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い

う
こ
と
や
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
い

う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
デ
ザ
イ
ン
し

て
い
ま
す
」

幼
い
こ
ろ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に

触
れ
て
い
た

　

父
親
が
熱
心
なapple 
ユ
ー
ザ
ー
だ

っ
た
の
で
、
も
の
心
つ
い
た
と
き
か
ら

パ
ソ
コ
ン
が
身
近
に
あ
っ
た
。

　
「
私
が
小
学
四
年
生
の
こ
ろ
、
日
本

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
だ
身
近
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が

私
は
両
親
の
影
響
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
ひ

た
す
ら
ゲ
ー
ム
や
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン

を
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）」

　

二
十
年
前
の
日
本
で
パ
ソ
コ
ン
は
嗜し

好こ
う

品
同
然
だ
っ
た
が
、
海
外
の
学
校
で

1988年生まれ。10歳からイギリス・ロンドン
に滞在し、2年間現地校に通う。13歳からはシ
ンガポールのインターナショナルスクールで3
年間学んだ。デザイン専門学校でウェブデザイ
ンを基礎から学び直し、卒業後は大企業のウェ
ブ制作にかかわってきた。現在はフリーランス
で活躍中。

鈴
す ず き

木 亜
あ り さ

梨沙さん



フリーランスの
ウェブデザイナー



美しさとわかりやすさ、
そして使いやすさを目指して
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い
」
と
い
う
人
ま
で
、
ま
た
英
語
に
限

ら
ず
ロ
シ
ア
語
や
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
な
ど
の
案
件
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は

医
薬
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
専
門
職
の
求
人

を
扱
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
求
人
側
と
求

職
側
の
情
報
を
総
合
し
、
人
と
し
て
の

信
頼
を
ベ
ー
ス
に
、
双
方
が
納
得
す
る

組
み
合
わ
せ
を
仲
介
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
社
内
公
募
を
見
て
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
指
し
た
い
ま
は
、
会
社
と
会

社
の
間
に
立
っ
て
業
務
や
資
本
の
出
会

い
を
取
り
結
び
、
組
織
レ
ベ
ル
で
の
意

思
決
定
を
支
援
す
る
仕
事
だ
。

　

考
え
て
み
れ
ば
旅
行
代
理
店
の
と
き

か
ら
、
個
人
あ
る
い
は
組
織
が
求
め
る

こ
と
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
旅
路
に
向
け
て
背
中
を
押
す
仕
事
を

続
け
て
い
る
み
た
い
」
だ
と
微ほ

ほ
え笑
む
。

異
文
化
体
験
で
身
に
つ
け
た

楽
観
性

　

十
歳
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
に
降
り
立

っ
た
と
き
、
英
語
力
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
ぐ
ら
い
で

ゼ
ロ
に
近
か
っ
た
。
家
庭
教
師
に
つ
い

て
学
び
、
お
よ
そ
二
年
で
現
地
校
の
Ｅ

Ｓ
Ｌ
を
通
過
。「
自
分
も
た
い
へ
ん
で

し
た
け
ど
、
親
も
苦
労
し
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
」
と
ふ
り
返
る
。
し
か
し
自

分
が
少
数
派
あ
る
い
は
弱
者
の
立
場
に

置
か
れ
た
こ
と
も
含
め
て
、「
努
力
と

い
う
よ
う
な
こ
と
ば
は
あ
て
は
ま
ら
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
言
う
。

　
「
い
き
な
り
異
国
に
ほ
う
り
込
ま
れ

て
あ
が
い
て
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
は

あ
た
り
ま
え
に
し
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
こ
と
だ
っ
た
の
で
」

　

そ
う
い
う
体
験
は
ど
こ
か
で
生
き
る
。

し
か
も
千
絢
さ
ん
は
長
女
だ
っ
た
か
ら
、

模
範
と
な
る
前
例
が
目
の
前
に
な
い
。

そ
こ
で
「
あ
る
程
度
石
橋
も
叩た

た

く
し
、過

度
な
リ
ス
ク
は
取
り
ま
せ
ん
け
ど
、チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
」
ク
セ
を
つ
け
た
そ
う
だ
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
き
に
は
、
た
と

え
根
拠
が
な
く
て
も
楽
観
的
に
「
ど
う

に
か
な
る
」
と
考
え
る
ク
セ
も
身
に
つ

い
た
。
結
果
は
い
つ
で
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
受
け
取
れ
る
し
、だ
か
ら
過
去
の
転
職

も「
後
悔
し
て
い
な
い
」と
断
言
で
き
る
。

　

自
身
の
人
生
の
旅
路
に
、
最
初
は
目

的
地
が
見
え
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が

「
進
路
は
い
つ
も
自
分
で
決
め
て
き
た
」

と
言
う
通
り
、
道
の
歩
き
方
は
つ
ね
に

わ
か
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
後
輩
た
ち
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
彼
女
は
こ
う
語

る
。

　
「
直
感
で
も
い
い
か
ら
、興
味
の
あ
る

こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
み
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
親
御
さ
ん
に

は
、
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
を
ぜ
ひ
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
取
材
・
文
＝
古
家 

淳
）

 

仲
介
者
と
し
て

意
思
決
定
を
支
援

　

大
学
の
卒
業
を
前
に
し
た
就
職
活
動

で
、
絹
川
さ
ん
に
は
一
つ
の
悩
み
が
あ

っ
た
。
海
外
生
活
で
身
に
つ
け
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
価
値
観
を
バ
イ
ア

ス
な
く
見
渡
せ
る
姿
勢
が
、
か
え
っ
て

自
分
が
何
を
や
り
た
い
か
を
見
失
わ
せ

て
い
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
入
社
し
た
旅

行
代
理
店
の
窓
口
業
務
で
興
味
を
持
っ

た
の
は
「
人
は
ど
の
よ
う
に
物
事
を
決

め
て
い
く
の
か
」。
た
と
え
ば
ハ
ワ
イ

に
新
婚
旅
行
に
行
く
と
し
て
、
現
地
で

ど
の
よ
う
な
体
験
を
求
め
る
の
か
を
聞

き
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客
が

ツ
ア
ー
の
中
身
を
決
め
る
ま
で
背
中
を

押
し
続
け
る
。
同
時
に
、上
司
か
ら
「
あ

あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
」
と
指
示
を
も
ら

い
な
が
ら
日
本
的
な
仕
事
の
仕
方
を
学

べ
た
。

　
「
社
会
人
と
し
て
の
成
長
に
漠
然
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
て
て
い
な
か
っ

た
私
に
と
っ
て
、
指
示
を
い
た
だ
け
る

こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
」

　

三
年
後
、
旅
行
に
限
ら
ず
「
も
っ
と

幅
広
く
人
が
岐
路
に
立
っ
た
と
き
の
選

択
に
か
か
わ
り
た
い
」
と
、
人
材
サ
ー

ビ
ス
業
に
転
職
。
最
初
に
担
当
し
た
の

は
「
自
分
の
よ
う
な
人
が
自
分
と
同
様

に
転
職
す
る
た
め
の
手
伝
い
」、
す
な

わ
ち
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
人
材
の
紹
介
と
い

う
新
事
業
だ
っ
た
。

　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
い
っ
て
も
職
種
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
語
学
力
は
さ
ま
ざ

ま
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
並
み
に

外
国
語
を
使
え
る
人
か
ら
、「
ち
ょ
っ

と
英
語
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
み
た

1992年生まれ。10歳から15歳までアメリカ
の東海岸に住み、現地校と補習授業校に通った。
高校１年で帰国して国際基督教大学高校へ。上
智大学外国語学部英語学科卒業。新卒で旅行代
理店に入社し、３年後に人材サービス業大手の
パーソルグループに転職、バイリンガル人材の
紹介業務を経て、昨年秋から現職。

絹
きぬ か わ

川 千
ち ひ ろ

絢さん



旅路に向けて背中を押す

PERSOL INNOVATION FUND合同会社
投資運用部


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オ
が
と
に
か
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た
ん
で

す（
笑
）。
結
局
十
年
間
、
ラ
グ
ビ
ー
に

没
頭
し
ま
し
た
。
い
い
仲
間
に
恵
ま
れ

た
の
と
、
何
か
を
や
り
続
け
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

中
学
時
代
は
ず
っ
と
補
欠
で
し
た
け
ど
、

高
校
に
上
が
る
こ
ろ
か
ら
、
や
っ
と
使

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

ラ
グ
ビ
ー
は
他
の
団
体
ス
ポ
ー
ツ
と

違
い
、
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
監
督
は
観

客
席
に
座
っ
て
黙
っ
て
見
て
い
る
。

　
「
チ
ー
ム
の
な
か
の
自
分
の
タ
ス
ク
、

各
自
が
『
組
織
の
な
か
で
自
分
は
ど
う

い
う
動
き
を
す
べ
き
か
』
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
競
技
で
す
。
そ
の
考
え

方
は
い
ま
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　

い
ま
の
職
場
と
の
出
会
い
は
、
大
学

で
開
か
れ
た
合
同
就
職
説
明
会
だ
っ
た
。

　
「
途
上
国
支
援
を
最
初
か
ら
希
望
し

て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就

職
活
動
を
通
し
て
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
私
は
ほ
ん
と
う
に
幸

せ
に
暮
ら
せ
た
一
方
で
、
路
上
で
は
自

分
と
同
い
年
く
ら
い
の
子
が
も
の
売
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
幸
せ
を
育

ん
で
く
れ
た
国
に
恩
返
し
を
し
た
い
、

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

心
が
け
る
こ
と

　

就
職
し
て
三
年
半
が
た
っ
た
。
最
近

は
〝
現
場
力
〞
が
足
り
な
い
こ
と
を
痛

感
す
る
と
い
う
。

　
「
そ
の
国
に
か
か
わ
る
仕
事
を
す
る

な
ら
、
そ
の
国
の
現
実
を
知
り
、
そ
こ

の
人
々
に
思
い
を
馳は

せ
な
が
ら
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ん
で

す
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
で
、
直
接
対
面
で

話
せ
る
機
会
が
ず
い
ぶ
ん
と
減
っ
て
も

い
る
。

　
「
出
張
や
一
時
帰
国
が
困
難
な
の
で
、

会
っ
て
話
せ
ば
簡
単
に
済
む
こ
と
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
と
い
つ
ま
で
も
く
す
ぶ

っ
た
り
し
ま
す
。
五
感
を
フ
ル
に
使
っ

た
や
り
取
り
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
ね
。

　

私
は
体
当
た
り
で
取
り
組
む
こ
と
に

は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
お
な
か
も
丈
夫

な
ん
で
す（
笑
）。こ
の
仕
事
は
、体
力
も

大
事
で
す
か
ら
ね
」

　

価
値
観
や
習
慣
の
違
い
に
面
食
ら
う

こ
と
は
あ
る
。
で
き
れ
ば
現
地
の
こ
と

ば
も
勉
強
し
た
い
と
い
う
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
れ

だ
け
共
通
の
体
験
を
し
て
い
る
か
で
左

右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
点
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
そ
の
国
に
住
め
る
機

会
は
貴
重
で
す
。
い
ま
海
外
に
い
る
皆

さ
ん
に
は
、
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
楽

し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

（
取
材
・
文
＝
小
山 

和
智
）

 　

相
手
の
国
の
事
情
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
の
形
が
あ
る
が
、イ
ン
フ
ラ（
社

会
基
盤
）
を
整
備
し
た
り
人
材
を
育
成

し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
を
手
伝
う
専
門

機
関
で
働
い
て
い
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
道
路
や
ダ
ム
を
つ
く

る
と
い
っ
た
事
業
を
行
う
過
程
で
、
日

本
の
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
現
地
に
移
転

で
き
ま
す
し
、
現
地
の
雇
用
創
出
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
国
が
発
展
す
る

に
は
何
が
必
要
か
を
い
っ
し
ょ
に
考
え
、

そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
醍だ

い
ご醐
味み

で

す
ね
」

　

就
職
し
て
配
属
さ
れ
た
の
は
「
南
ア

ジ
ア
部
」
で
、
新
人
研
修
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
三
カ
月
受
け
た
。

　
「
環
境
が
厳
し
く
な
か
っ
た
と
は
言

え
ま
せ
ん（
笑
）。
で
も
若
干
の
リ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

現
地
で
『
こ
の
道
路
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
す
ご
く
よ
く
な
っ
た
』

と
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
な
ど
か
ら
言
わ

れ
た
り
す
る
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
ね
。
そ
の
事
業
を
通
じ
て
現
地
の
生

活
が
豊
か
に
な
り
、
働
く
機
会
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
ゆ
く
ゆ
く
は
人
材
の
育
成

に
も
つ
な
が
っ
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
国

の
次
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ

と
実
感
で
き
ま
す
か
ら
」

ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て

得
た
経
験

　

中
学
生
に
な
っ
て
、
部
活
は
他
の
人

が
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
特
に
運
動
神
経
が
い
い
わ
け
で
は

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の

新
入
生
勧
誘
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

1996年生まれ。３歳から５年間フィリピンの
マニラで暮らし、イギリス系のナーサリー(保育
園)と日本人学校に通った。帰国後は公立小学校
から桐蔭学園中等教育学校に進み、ラグビーの
虜
とりこ

になる。一橋大学社会学部を卒業後、ラガー精
神で発展途上国の支援に邁

まい

進
しん

している。

宮
みや が わ

川 遼
り ょ う た

太さん



独立行政法人 国際協力機構
（JICA）職員



その国に恩返しする気持ちで
インフラ整備や人材育成を
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折
り
紙
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
活
用
す
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
会
社
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

そ
う
思
い
な
が
ら
株
式
会
社
シ
ン
メ
イ

を
訪
ね
る
と
、「
お
り
が
み
カ
ッ
プ
」
を

手
に
し
た
社
長
の
湯
川
惣
一
郎
さ
ん
が
笑

顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。

　
「
こ
れ
、
一
枚
の
紙
な
ん
で
す
。
接
着

剤
も
ま
っ
た
く
使
っ
て
な
く
て
、
紙
に
罫け

い

線せ
ん

を
つ
け
て
折
っ
た
だ
け
。
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
し
て
い
る
の
で
水
モ
ノ
も
大
丈
夫
。

電
子
レ
ン
ジ
も
オ
ー
ブ
ン
も
使
え
ま
す
」

　

そ
う
言
い
な
が
ら
、
カ
ッ
プ
を
開
い
て
、

ま
た
閉
じ
る
湯
川
さ
ん
。
開
い
て
伸
ば
す

と
、
ほ
ん
と
う
に
一
枚
の
紙
に
な
る
。

　
「
食
品
の
容
器
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
が
、
小
物
な
ん
か
も
入
れ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
し
、

い
ま
は
用
途
の
提
案
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
」

　

広
げ
れ
ば
そ
の
ま
ま
皿
に
な
る
。
サ
イ

ズ
は
三
種
類
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
「
ケ
ー
キ
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
サ
ラ
ダ

な
ど
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
く
使
わ
れ
て

折
り
紙
を
生
か
す

「
食
品
包
装
メ
ー
カ
ー
」
の
こ
だ
わ
り

株
式
会
社
シ
ン
メ
イ

パッケージ
特集
2

日本のパッケージ物語
　
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、た
く
さ
ん
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
あ
る
。

　
壊
れ
や
す
い
陶
器
を
、
緩
衝
材
を
詰
め
て
収

め
る
し
っ
か
り
し
た
箱
。

　

中
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
一
目
瞭
然
の
お
菓

子
の
袋
。

　
品
質
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
特
別
な
袋
。

　
透
明
な
セ
ロ
ハ
ン
は
保
護
の
機
能
は
あ
ま
り

な
さ
そ
う
だ
け
れ
ど
、リ
ボ
ン
や
カ
ー
ド
が
添
え

ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ら
う
れ
し
さ
は
格
別
だ
。

　
中
身
の
保
護
の
た
め
に
、
中
身
を
引
き
立
て

る
た
め
に
、そ
し
て
相
乗
効
果
を
生
む
た
め
に
。

　
持
ち
つ
持
た
れ
つ
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
仲
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
中
身
。そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
テ
ー

マ
に
、三
つ
の
会
社
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
め
ぐ
る
三
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
に
よ
う
こ
そ
。

取
材
・
文　

只
木 

良
枝

お
り
が
み
カ
ッ
プ
を
開
い
て
は
ま
た
閉
じ
て
み
せ
る
湯
川
惣
一
郎
さ
ん

折
り
紙
の
造
形
が

容
器
に
？
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い
ま
す
。
買
っ
て
き
た
惣そ
う
ざ
い菜
を
家
で
お
皿

に
移
し
か
え
て
っ
て
い
う
の
も
手
間
で
し

ょ
う
。
食
器
も
洗
わ
な
い
と
い
け
な
い
し
。

そ
れ
に
買
っ
て
き
た
容
器
の
ま
ま
だ
と
味

気
な
い
も
の
で
す
が
、
こ
れ
な
ら
ち
ょ
っ

と
心
が
豊
か
な
感
じ
が
し
ま
せ
ん
か
」

　

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
持
っ
て
い
き
、

「
お
皿
出
さ
な
く
て
も
い
い
よ
」
と
言
い

な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
お
も
む
ろ
に

広
げ
る
。「
わ
ぁ
」
と
歓
声
が
上
が
り
そ

う
だ
。

　
「
最
初
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
注
目
さ
れ
た
の
は
サ

ラ
ダ
で
し
た
。『
映
え
る
』
ん
で
す
。
色

も
生
成
り
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
す
し
、
こ
こ

に
い
ろ
ん
な
色
の
野
菜
が
入
る
と
と
て
も

き
れ
い
で
す
。
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ズ
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
ね
」

　

健
康
に
こ
だ
わ
っ
た
フ
ー
ズ
だ
か
ら
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
商
品
の
思
想
ま
で
伝
え
ら
れ
る
。
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
差
別
化
だ
。

　
「
目
新
し
く
、
見
栄
え
が
よ
く
、
さ
ら

に
紙
な
の
で
環
境
へ
の
配
慮
も
あ
る
。
店

の
思
想
や
方
針
が
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
り

ま
す
」

　

消
費
者
は
、
お
店
の
こ
だ
わ
り
を
買
う
。

そ
れ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
場
合
は
、
お
店

と
購
入
者
の
こ
だ
わ
り
ま
で
い
っ
し
ょ
に

贈
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
、
日
々
、
万
の
単
位
の
お
り
が
み

カ
ッ
プ
が
国
内
の
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
出
会
い
は
、
展
示
会
だ
っ
た
。

　
「
あ
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
、
こ
の
形
の

容
器
を
出
展
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
こ
れ

は
面
白
い
と
思
っ
て
細
か
く
話
を
聞
く
と
、

い
ま
は
手
づ
く
り
で
、
量
産
化
の
段
階
で

開
発
が
止
ま
っ
て
い
る
ん
だ
と
。
も
と
も

と
そ
の
会
社
は
異
業
種
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
う
ち
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
専
業
で
や
っ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
素
材
の
こ
と
も

プ
レ
ス
加
工
も
得
意
分
野
で
す
。
そ
こ
で

専
属
使
用
の
許
諾
契
約
を
結
び
、
量
産
化

に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
い
ま
で
は
こ
こ

の
開
発
部
長
は
う
ち
の
会
社
の
顧
問
に
な

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

埋
も
れ
か
け
て
い
た
技
術
を
掘
り
起
こ

し
た
と
い
う
わ
け
だ
。
量
産
化
に
あ
た
っ

て
迷
い
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な

い
い
も
の
を
埋
も
れ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
。
紙
を
折
っ
た
だ
け
の
シ
ン
プ

ル
な
技
術
、
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
で
し
ょ

う
？
」

　

し
か
し
、
コ
ス
ト
と
い
う
大
き
な
問
題

が
立
ち
は
だ
か
る
。
当
初
は
一
つ
、
一
〇

〇
〇
円
弱
。
中
に
入
れ
る
も
の
よ
り
も
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
高
い
な
ん
て
あ
り
得
な
い
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
ま
で
三

年
か
か
っ
た
。
い
ま
は
、
一
個
数
十
円
。

　

そ
れ
で
も
安
く
は
な
い
。
一
般
に
、
容

器
の
金
額
は
売
価
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

だ
と
い
う
。
売
る
側
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

で
き
る
だ
け
お
金
を
か
け
た
く
な
い
。

　

し
か
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
商
品
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
体
現
し
て
く
れ
る
と
な
る
と
、
そ

こ
に
価
値
が
生
ま
れ
る
。

　
「
食
べ
て
満
足
、
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
食

べ
る
ま
で
の
過
程
も
含
め
て
満
足
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
言
う
湯
川
さ
ん
は
、
お
り

が
み
カ
ッ
プ
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
中
身

も
つ
く
り
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。

　
「
い
ま
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
し
て
、
お

り
が
み
カ
ッ
プ
に
料
理
を
入
れ
て
提
供
し

て
い
ま
す
。
だ
っ
て
、
我
が
社
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
『
食
文
化
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』
で

す
か
ら
」

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
っ
た
フ
ー
ド
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
逆
の
発
想
だ
。
二

〇
二
〇
年
夏
に
動
き
だ
し
た
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
は
、
会
社
の
あ
る
横
浜
を
中
心
に
、
週

に
二
～
三
日
出
店
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
最
初
に
つ
く
っ
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム

ふ
う
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
で
し
た
。
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人

の
若
者
た
ち
が
来
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。
十
個
欲
し
い
と
。
緊
張
し
ま
し
た
ね
。

お
い
し
い
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
け
ど
」

　

湯
川
さ
ん
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
だ
。

　

想
定
外
の
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
例
も

あ
る
と
い
う
。
和
柄
の
お
り
が
み
カ
ッ
プ

を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
「
こ
う
や
っ
て
広
げ
て
か
き
氷
を
入
れ

おりがみカップを開いてそのままサラダのお皿に

おりがみカップに料理を入れて提供

い
い
も
の
を

埋
も
れ
さ
せ
な
い

食
と
文
化
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
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る
ん
で
す
。
浅
草
の
観
光
地
で
、
外
国
人

の
お
客
様
が
こ
れ
を
面
白
が
っ
て
食
べ
て
、

持
っ
て
帰
ら
れ
る
と
。
僕
ら
に
は
、
ま
っ

た
く
そ
ん
な
発
想
な
か
っ
た
で
す
ね
え
」

　

閉
じ
た
と
き
と
開
い
た
と
き
、
柄
の
見

え
方
が
違
う
魅
力
的
な
デ
ザ
イ
ン
。
確
か

に
、
こ
れ
は
持
っ
て
帰
り
た
く
な
る
。

　
「
こ
れ
は
ま
だ
ア
イ
デ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で

す
け
ど
、
お
土
産
を
入
れ
る
の
に
も
い
い

か
な
と
」
と
、
取
り
出
し
て
見
せ
て
く
れ

た
の
は
富
士
山
。
色
違
い
の
紅
富
士
も
あ

る
。
下
に
向
け
て
開
く
と
、
ま
る
で
富
士

山
の
緩
や
か
な
裾
野
の
よ
う
だ
。

　
「
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ろ
ん
な
も

の
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
、
つ
く
り
手

の
僕
ら
の
方
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
折
り

紙
、
面
白
い
で
し
ょ
う
？
」

　
「
一
枚
の
紙
を
折
っ
て
い
る
だ
け
」
と

な
る
と
、
簡
単
に
真
似
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
っ
て
く
る
。

　
「
折
り
線
を
な
ぞ
っ
た
ら
で
き
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
け
ど
、
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
普
通
に

折
っ
て
も
、
す
ぐ
に
は
こ
の
形
に
な
り
ま

せ
ん
。
折
り
線
は
幾
何
学
の
複
雑
な
計
算

式
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
作
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
で
段
階
的
に
折
っ
て
い
ま
す
。

海
外
で
模
倣
品
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
し
っ
か
り
し
た
形

状
は
で
き
な
い
。
縁
の
部
分
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
ね
」

　

と
は
い
え
、
い
つ
か
は
模
倣
品
が
出
る

だ
ろ
う
と
言
う
湯
川
さ
ん
。
そ
れ
に
対
抗

す
る
の
は
、
や
は
り
ど
ん
ど
ん
先
を
行
く

こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
機
能
を
高
め
る
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
和
風
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
た
も
の

と
か
、
油
物
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
と
か
」

　

現
行
の
お
り
が
み
カ
ッ
プ
に
は
、
パ
ス

タ
な
ど
油
物
が
染
み
な
い
加
工
が
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
さ
ら
に
先
を
行
っ
て
、
あ

え
て
油
を
吸
収
す
る
素
材
を
貼
り
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
唐
揚
げ
や
天
ぷ
ら
が
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
も
自
宅
で
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
応
用
を
、
湯
川
さ
ん
は
「
開
発

の
横
展
開
」
と
表
現
す
る
。
容
器
メ
ー
カ

ー
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
引
き
出
し
の
多

さ
が
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

おりがみカップの展開動画
http://www.shinmei-pac.co.jp/product/img/origami.mp4

い
ろ
い
ろ
な
模
様
の
お
り
が
み
カ
ッ
プ

株式会社シンメイ　
代表取締役社長

湯川惣一郎さん
　日本のいいところであり、悪いとこ
ろでもありますが、島国ですから、ど

うしても独自の文化が許容されてしまうところがあると思う
んです。でもいま、海外にいる皆さんは、世界標準の価値基
準を持っているはず。日本に帰ってきて違和感を持ったら、
それに対して「外の世界はこうだよ」と伝えていただきたい
です。
　同調圧力とか忖

そんたく

度とかっていわれていますけど、そんなこ
とを気にする必要なんか一つもない。もし日本に帰ってきた
ときに窮屈だと思ったならば、その窮屈をぶち壊すように、
開き直っていただきたいと思います。いろんな国のかたとい
ろんな異文化の交流をされているのだから、そこから生まれ
る化学反応たるや、これからの日本にほんとうに必要なもの
ですよね。
　日本の形や姿を、変えていかなきゃいけない。日本だけで
勝負なんて、これからはもうできません。いろんな国と手を
組みながら何かを進めていくときに、日本だけが「ガラパゴ
ス感覚」では勝負ができません。そういうところを払拭する
ための一翼となっていただきたい。海外経験を持つ人たちが
そういう役割を果たしてくれたら、僕らのようなドメスティ
ックな日本人はうれしいです。
　逆に、日本のいいところもたくさんありますから、国際人
の皆さんには、そういうものを実際に見て、聞いていただい
て、それを海外に広く発信していただけたらうれしいですね。

変
わ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
業
界

http://www.shinmei-pac.co.jp/product/img/origami.mp4
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「
ま
ず
は
市
場
に
出
し
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
。
ど
ん
な
容
器
が
い
い
か
は
、

ユ
ー
ザ
ー
が
決
め
る
こ
と
な
ん
で
す
」

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
フ
ー
ド
業

界
は
大
き
く
変
貌
し
た
。「
巣
ご
も
り
」

で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
需
要
が
大
幅
に
増
え
、

食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
廃
棄
物
の
多
さ
に
驚

い
た
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
あ
ら
た
め

て
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

　
「
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ

ま
だ
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
削
減
だ
け
で
は

な
く
、
新
素
材
の
開
発
も
進
ん
で
、
あ
た

り
ま
え
だ
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
ど
ん
ど
ん

変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
環
境
に
関
し
て
は
、

世
界
に
は
日
本
よ
り
も
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
な
か

で
、
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
容
器
を
、
我
々
が
発
信
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

お
り
が
み
カ
ッ
プ
か
ら
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

業
界
の
課
題
に
話
が
及
ぶ
。
そ
の
な
か
で
、

シ
ン
メ
イ
は
ど
こ
を
目
指
す
の
か
。
そ
う

聞
く
と
、湯
川
さ
ん
は
ま
た
笑
顔
に
な
っ
た
。

　
「
じ
つ
は
ね
、
会
社
と
し
て
の
制
限
や

制
約
は
、
何
も
な
い
ん
で
す
よ
。
要
は
お

客
さ
ん
が
求
め
、
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
す

る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
だ

け
で
す
」

ア
ル
フ
ァ
化
状
態
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て

い
る
。
た
だ
、
乾
燥
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
ま
ま
で
は
食
感
が
よ
く
な
い
。
そ
こ
で

乾
燥
で
失
わ
れ
た
水
分
だ
け
水
を
加
え
る

と
、
ふ
た
た
び
ご
飯
の
状
態
に
戻
る
と
い

う
仕
組
み
だ
。

　

平
安
時
代
に
干ほ

し
飯い
い

と
い
う
ア
ル
フ
ァ

米
に
似
た
乾
燥
米
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
干

し
飯
は
天
日
で
ゆ
っ
く
り
乾
燥
さ
せ
て
い

る
の
で
、
で
ん
ぷ
ん
が
生
米
に
少
し
戻
っ

て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
違
う
の
だ
と
か
。

　
「
昭
和
十
年
創
業
で
、
い
ま
ま
で
ず
っ

と
同
じ
も
の
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
い
ま
も
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
」

　

家
庭
で
炊
い
た
ご
飯
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で

い
っ
き
に
乾
燥
さ
せ
た
ら
、
ア
ル
フ
ァ
米

を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
だ
そ
う
だ
。

　

続
い
て
は
、
災
害
備
蓄
品
な
ど
で
お
な

じ
み
の
ア
ル
フ
ァ
米
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
め

ぐ
る
、
長
い
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

尾
西
食
品
株
式
会
社
の
取
材
は
、
ま
ず

「
ア
ル
フ
ァ
米
っ
て
な
ん
で
す
か
」
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
説
明
し

て
く
れ
る
の
は
、
取
締
役
商
品
開
発
部
長

の
伊
藤
秀
朗
さ
ん
。

　
「
ア
ル
フ
ァ
米
は
、
簡
単
に
言
う
と
、

一
度
炊
い
た
ご
飯
を
急
速
に
乾
燥
さ
せ
た

も
の
で
す
」

　

ご
飯
の
主
成
分
は
で
ん
ぷ
ん
。
お
米
は

生
米
状
態
で
は
お
い
し
く
な
い
が
、
炊
飯

す
る
こ
と
で
お
い
し
い
ご
飯
に
変
わ
る
。

そ
の
状
態
を
で
ん
ぷ
ん
が
ア
ル
フ
ァ
化
し

た
と
い
う
。
こ
の
ご
飯
を
室
温
以
下
で
長

時
間
置
い
て
お
く
と
で
ん
ぷ
ん
は
生
米
に

近
い
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
が
、
ア
ル
フ

ァ
米
は
ご
飯
を
急
速
に
乾
燥
さ
せ
て
で
ん

ぷ
ん
か
ら
水
を
取
り
除
い
て
い
る
の
で
、

商
品
を
損
な
わ
ず
に
長
期
保
存
す
る
た
め
に

尾
西
食
品
株
式
会
社

尾西食品株式会社
取締役商品開発部長

伊藤秀朗さん
　我が社では非・日常ということばをよく
使います。災害や旅行などは人にとって日
常ではありません。当社は宇宙食もつくっ
ていますが、宇宙は究極の非日常です。当
社は非日常の世界で安心と思いがけない幸
せを提供することを理念にしています。非
日常の世界でご飯が食べられたらホッとし
ますよね。海外にお住まいのかたがたはつ
ねに非日常の世界で緊張しながら学習した
り生活したりしていらっしゃると思います。
もし皆さんがホームシックになったり、精
神的に疲れたりしたら、ぜひ当社の商品を
食べて、日本食だ、日本人でよかったなぁ
と、ホッとしていただけたらすごくうれし
いです。
　皆さんが成長していく過程でさまざまな
価値観を持った人と接し、そのなかで豊か
な想像力と実行力を持った人になってくれ
たらよいなと思っています。また、そんな
人材が育つ日本人学校や補習校であってほ
しいと願っています。がんばってください。

米
を
お
い
し
く

乾
燥
さ
せ
る
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「
夏
休
み
の
課
題
研
究
で
、
ア
ル
フ
ァ

米
に
つ
い
て
質
問
し
て
く
れ
た
小
学
生
に

ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
こ
と
を
教
え
た
ら
、
実
際

に
試
し
た
結
果
、
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
︵
笑
︶」

　

家
庭
用
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
パ
ワ
ー
不
足

で
、
急
速
に
乾
燥
さ
せ
る
の
が
難
し
い
。

そ
の
違
い
が
、
お
い
し
さ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

の
だ
。

　

ア
ル
フ
ァ
米
の
歴
史
は
戦
争
中
に
遡
る
。

潜
水
艦
内
で
炊
飯
す
る
と
、
そ
の
煙
が
海

面
に
立
ち
昇
り
、
敵
の
標
的
と
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
潜
水
艦
の
水
兵
だ
っ
た

創
業
者
が
、
炊
か
な
い
で
水
を
注
ぐ
だ
け

で
食
べ
ら
れ
る
食
糧
と
し
て
開
発
し
た
。

戦
後
は
登
山
家
・
冒
険
家
の
携
行
食
と
し

て
実
績
を
重
ね
て
い
く
。

　

ア
ル
フ
ァ
米
の
弱
点
の
一
つ
に
酸
化
が

あ
る
。
米
の
中
に
は
ほ
ん
の
少
し
油
脂
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
油
脂
は
空
気
中
の
酸

素
に
よ
っ
て
酸
化
と
い
う
劣
化
が
起
こ
り
、

臭
い
が
出
て
、
味
も
悪
く
な
る
。
こ
の
酸

化
を
防
ぐ
に
は
酸
素
を
遮
断
す
る
パ
ッ
ケ

ー
ジ
が
必
要
だ
が
、
当
時
は
紙
袋
ぐ
ら
い

し
か
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
長
期
保
存
で

き
る
も
の
な
の
に
、
空
気
に
触
れ
て
品
質

が
劣
化
し
て
し
ま
う
の
だ
。

　

そ
の
後
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包
装
し
た
が
、

賞
味
期
限
を
大
幅
に
延
ば
す
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
次
に
缶
詰
め
で
包
装
す
る
こ
と

を
考
え
た
。
気
体
の
透
過
し
に
く
さ
を
ガ

ス
バ
リ
ア
性
と
い
う
が
、
缶
詰
め
は
そ
れ

が
非
常
に
高
い
。
ア
ル
フ
ァ
米
に
向
い
て

い
る
が
、
当
時
の
包
装
技
術
で
は
賞
味
期

限
は
三
年
程
度
。
ま
た
非
常
食
と
し
て
大

量
備
蓄
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
食
後
の

ゴ
ミ
は
で
き
る
だ
け
減
量
化
し
た
い
。
そ

の
点
で
缶
詰
め
は
嫌
わ
れ
た
。
缶
に
か
わ

る
包
材
と
し
て
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
に

使
わ
れ
る
ア
ル
ミ
袋
も
検
討
し
た
が
、
ア

ル
ミ
箔
が
破
れ
る
と
長
期
保
存
が
で
き
な

い
た
め
断
念
し
た
。

　

そ
の
後
、
ガ
ス
バ
リ
ア
性
が
高
く
、
破

れ
に
く
い
ア
ル
ミ
蒸
着
フ
ィ
ル
ム
が
開
発

さ
れ
た
。
尾
西
食
品
で
は
一
九
九
〇
年
代

に
採
用
。
こ
れ
に
よ
っ
て
賞
味
期
限
を
五

年
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
争
中

に
す
で
に
製
品
と
し
て
完
成
し
て
い
た
ア

ル
フ
ァ
米
に
、
よ
う
や
く
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

追
い
つ
い
て
き
た
の
だ
。

　　

尾
西
食
品
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
梅

が
ゆ
や
五
目
ご
飯
な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類

の
製
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
気
に
な
っ
て
い
た
の
が
「
に
ぎ
ら
ず
に

で
き
る
携
帯
お
に
ぎ
り
」
だ
。
水
を
注
水

線
ま
で
注
ぐ
と
、
握
ら
ず
に
三
角
形
の
お

に
ぎ
り
が
で
き
る
。

　

こ
の
お
に
ぎ
り
に
使
っ
て
い
る
パ
ッ
ケ

ー
ジ
は
透
明
蒸
着
フ
ィ
ル
ム
。
銀
色
の
ア

ル
ミ
蒸
着
フ
ィ
ル
ム
と
は
違
っ
て
透
明
で

中
身
が
見
え
、
か
つ
、
ガ
ス
バ
リ
ア
性
が

高
い
。
透
明
な
袋
は
外
か
ら
注
水
線
が
見

え
る
の
で
水
量
を
合
わ
せ
や
す
く
つ
く
り

や
す
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
透
明
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
思
わ

ぬ
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
店
舗

陳
列
中
に
外
か
ら
光
が
入
り
、
お
に
ぎ
り

の
具
材
の
色
が
変
化
し
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
、
透
明
箇
所
を
最
小
化
し
、
そ
こ
に
不

酸
化
と
の
闘
い

水
を
入
れ
て
つ
く
る

お
に
ぎ
り

尾西のアルファ米のつくり方の動画
https://www.onisifoods.co.jp/products/movie/
koshoku.html

パッケージを開けて

注水線までお湯または水を注ぐ

具材の味がなじむようにかきまぜて
チャックを閉める。
待つこと熱湯なら15分、水なら60分

尾西の携帯おにぎりのつくり方の動画
https://www.onisifoods.co.jp/products/movie/onigiri.html

https://www.onisifoods.co.jp/products/movie/koshoku.html
https://www.onisifoods.co.jp/products/movie/onigiri.html
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透
明
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
。
調
理
時
に
シ
ー

ル
を
は
が
し
て
、
現
れ
た
注
水
線
に
ま
で

水
を
入
れ
る
仕
組
み
に
し
て
、
使
い
や
す

さ
と
品
質
を
両
立
さ
せ
た
の
だ
。

　
「
に
ぎ
ら
な
い
で
で
き
る
お
に
ぎ
り
」

と
い
う
面
白
さ
に
加
え
、
非
常
時
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
衛

生
的
で
も
あ
る
。
人
気
は
高
く
、
国
内
外

で
売
れ
て
い
る
。
海
外
へ
の
輸
出
も
好
調

だ
と
、
経
営
企
画
部
担
当
部
長
兼
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
営
業
部
営
業
推
進
役
の
雜
部
譲
さ

ん
は
言
う
。

　
「
お
に
ぎ
り
っ
て
日
本
の
専
売
特
許
で

海
外
で
は
ど
う
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
ね
」

　

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
を
ア
メ
リ
カ
で
商
標

登
録
し
よ
う
と
し
て
、「
固
有
名
詞
で
は

な
く
一
般
名
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
る
」

と
し
て
却
下
さ
れ
た
例
が
あ
る
そ
う
だ
。

　
「
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
海
外
の
米
で
お
に

ぎ
り
を
つ
く
る
と
、
ボ
ソ
ボ
ソ
し
た
感
じ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
日
本

か
ら
我
々
の
商
品
で
、
ほ
ん
と
う
の
お
い

し
い
お
に
ぎ
り
を
提
供
し
た
い
で
す
ね
」

　

ち
な
み
に
、
国
内
の
い
ち
ば
ん
人
気
は

鮭さ
け

。
鮭
が
販
売
さ
れ
て
い
な
い
海
外
で
は
、

五
目
が
少
し
リ
ー
ド
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

水
を
加
え
て
お
い
し
い
ご
は
ん
に
な
る

と
い
う
特
性
を
生
か
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
進
ん
で
い
る
。

　
「
最
近
の
例
で
は
、
コ
コ
イ
チ
カ
レ
ー

で
す
ね
」
と
、
お
な
じ
み
の
名
前
が
飛
び

出
し
た
。
カ
レ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
の
レ
ト
ル

ト
食
品
と
ア
ル
フ
ァ
米
を
組
み
合
わ
せ
た

商
品
︵
商
品
名
「CoCo

壱
番
屋
監
修
尾

西
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
セ
ッ
ト
」︶
だ
。
災

害
備
蓄
用
に
人
気
が
高
い
。

　

水
分
の
多
い
レ
ト
ル
ト
食
品
に
ア
ル
フ

ァ
米
を
加
え
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
、
災

害
時
に
お
い
て
も
「
い
つ
も
食
べ
て
い
る

カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
。

　
「
お
客
様
に
も
、
ほ
っ
と
安
心
し
て
い

た
だ
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

災
害
が
多
発
す
る
昨
今
、
非
常
食
の
備

蓄
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
が
、
登
山
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
需
要
も
増

え
て
い
る
。
し
か
し
課
題
も
あ
る
と
、
取

締
役
商
品
開
発
部
長
の
伊
藤
秀
朗
さ
ん
は

言
う
。

　
「
栄
養
の
観
点
か
ら
見
る
と
や
は
り
ち

ょ
っ
と
乏
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
い
か
に
付
加
す
る
か
を
検
討
し
て
い

ま
す
」

　

ア
ル
フ
ァ
米
と
い
う
技
術
へ
の
信
頼
と
、

平
常
時
・
災
害
時
の
人
々
の
食
生
活
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
社
会
的
な
責
任
を
強
く

感
じ
て
い
る
こ
と
ば
だ
っ
た
。

尾西食品株式会社
営業企画部兼広報室 課長代理

 森田 慶子さん
　海外に行かれるとき、現地の食
べ物が心配なかたもいらっしゃる
と思います。常温で長期保存が可
能なので海外へお出かけになるか
たに携行品の一つとしてお持ちい
ただいたり、海外へ引っ越しされ
るかたへの贈り物としてもご利用
いただいたりしています。ちょっ
と宣伝っぽくなってしまいますが、
当社の商品のなかには、お子さま
にも安心のアレルギー対応をして
いる商品や、イスラム圏向けにハ
ラール認証を受けた商品もありま
すので、ギフトには最適です。ご
興味を持っていただけましたら、
ぜひ一度、尾西のおいしいアルフ
ァ米を召し上がっていただければ
と思っています。

尾西食品株式会社
経営企画部担当部長
兼コーポレート営業部営業推進役

雜部 譲さん
　アムステルダムに家族と赴任したことが
あります。国際社会でまず大事なのは、日
本人らしさを大切に守ることだと感じてい
ます。日本食もその一つでしょう。もちろ
んこれは日本人に限ったことではないです
が、それがあれば、相手の国のかたとリス
ペクトし合えるんじゃないかと思います。

非
常
時
に
も
日
常
を

ギフトセットを手に 
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れ
る
植
物
由
来
の
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
も
進

め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
理
由
は
環
境
へ
の

配
慮
だ
。

　
「
こ
う
い
っ
た
商
品
に
は
、
こ
の
マ
ー

ク
が
入
っ
て
い
ま
す
」

　

ク
ロ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
形
を
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
マ
ー
ク
。
一
般
社
団
法
人
日
本
有

機
資
源
協
会
が
、
生
物
由
来
資
源
︵
バ
イ

オ
マ
ス
︶
を
活
用
し
た
商
品
を
認
定
し
て

付
与
す
る
。
数
字
は
バ
イ
オ
マ
ス
成
分
の

割
合
を
示
す
。
ス
ー
パ
ー
の
商
品
棚
に
あ

る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
に
つ
い
て
い
る
。

　

商
品
の
紙
箱
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
の

が
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
マ
ー
ク
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
森

林
管
理
協
議
会
が
適
切
な
森
林
管
理
に
よ

る
商
品
と
認
証
し
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
は

木
の
形
を
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ら
環
境
の
マ
ー
ク
は
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
小
学
校
で
学
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
興
味
は
少
し
ず
つ
高

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

ス
ナ
ッ
ク
を
食
べ
な
が
ら
、
ふ
と
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
マ
ー
ク
に
目
が
止
ま
る
。
ひ
と

と
き
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

昨
年
秋
、
あ
る
新
商
品
の
全
国
販
売
が

始
ま
っ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
素
材
に
こ
だ

　

最
後
は
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
。「
か
っ

ぱ
え
び
せ
ん
」
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
で
お

な
じ
み
だ
。
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
袋
な
ん

て
何
で
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
と
思
い

な
が
ら
訪
ね
て
み
る
と
⋮
⋮
。

　
「
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ど
ん
ど
ん
薄
く

な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
言
う
の

は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
カ
ス
タ
マ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
二
部
部
長
の
荒
木
友
紀

さ
ん
。
袋
に
使
用
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

減
ら
し
て
い
る
の
だ
。

　

ス
ナ
ッ
ク
の
袋
を
ガ
サ
ッ
と
開
き
、
食

べ
き
っ
て
そ
の
袋
を
捨
て
る
。
誰
も
が
日

常
的
に
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
袋
一

つ
一
つ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
が
削

減
で
き
れ
ば
、
地
球
規
模
で
は
大
き
な
削

減
に
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
バ
イ
オ
マ
ス
ペ
ッ
ト
と
呼
ば

環
境
を
「
考
え
る
」
パ
ッ
ケ
ー
ジ

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社

バイオマスマーク

カルビー株式会社
マーケティング本部
カスタマーマーケティング二部部長

　 荒木友紀さん
　カルビーは、「私たちは、自然の恵みを大切に
活
い

かし、おいしさと楽しさを創造して、人々の健
やかなくらしに貢献します」という企業理念を掲
げています。ですから、原料、ともかく素材感を
大切にした商品を出していて、そこはこれからも
変わらず進めていきたいです。
　環境対策に関しては、もしかしたら皆さんのお
住まいの国の方が進んでいる場合があるかもしれ
ません。環境問題はお客様と企業と両方でやって
いかなければいけません。カルビーとしてはでき
ることからコツコツとやっていきますので、興味
を持って見ていていただきたいし、ぜひ皆さんと
いっしょにやっていきたいと思っています。
　おやつって楽しいものですよね。だから、これ
からも楽しい商品を考えていきたいです。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
へ
の

取
り
組
み

﹁
じ
ゃ
が
い
も
チ
ッ
プ
ス
﹂

の
挑
戦
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わ
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
味
つ
け
に
し
た
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
「CRA

FT
 Calbee

じ
ゃ

が
い
も
チ
ッ
プ
ス
」
だ
。

　

手
触
り
が
い
つ
も
の
袋
と
違
う
。
紙
製

だ
。「
え
っ
？　

ポ
テ
チ
が
紙
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
大
丈
夫
？
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
「
素
材
感
を
大
切
に
し
た
商
品
な
の
で
、

紙
の
包
材
を
使
用
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
そ

れ
を
表
現
し
ま
し
た
」
と
荒
木
さ
ん
。

　

商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
体
現
で
き
る
紙

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
す
ん
な
り
形
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
来
の
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
と
同
じ
よ
う
な
賞
味
期
限
が
担

保
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

社
内
の
ス
タ
ッ
フ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
会
社
と

で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

　
「
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
た
め
に
は
、
生
産
面
や
保
存
性
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
見
て
い
き
ま
す
。
す

ご
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
コ
ス
ト
の
問
題
も
あ
る
。
紙

が
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
て
い
て
環
境
配
慮

に
つ
な
が
る
と
い
っ
て
も
、
だ
か
ら
そ
の

分
商
品
価
格
が
高
く
な
り
ま
す
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
消
費
者
も
受
け
入
れ

が
た
い
し
、
メ
ー
カ
ー
自
身
も
そ
う
だ
。

し
か
し
そ
こ
は
、
意
識
を
変
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
部
分
だ
と
荒
木
さ
ん
は
言

う
。

　
「
中
身
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
両
方
合
わ
せ

て
、
魅
力
を
伝
え
て
い
く
。
新
し
く
価
値

を
提
供
す
る
商
品
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　

二
年
前
に
は
紙
の
包
材
を
使
用
し
た
商

品
を
期
間
限
定
で
販
売
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
検
証
し
た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
た
う
え
で
、
よ
う
や
く
「
じ
ゃ
が
い
も

チ
ッ
プ
ス
」
は
全
国
の
店
頭
に
並
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。

　

手
ご
た
え
は
い
い
そ
う
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

は
「
お
い
し
い
」
と
い
う
味
へ
の
評
価
と

共
に
、
と
き
お
り
「
こ
れ
紙
だ
！
」
と
い

う
驚
き
の
声
の
投
稿
が
あ
っ
た
り
す
る
。

自
分
た
ち
の
こ
だ
わ
り
と
思
い
が
届
い
て

い
る
と
、
荒
木
さ
ん
は
実
感
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
袋
の

裏
に
は
不
思
議
な
線
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
紙
も
の
を
捨
て
る
と
き
、
な
に
げ
な

く
折
っ
た
り
し
て
嵩か

さ

を
減
ら
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
」

　

線
の
通
り
に
折
れ
ば
、
き
れ
い
に
た
た

め
る
︵
こ
れ
を
「
折
り
パ
ケ
」
と
呼
ん
で
い

る
︶。
小
さ
く
た
た
め
ば
、
ゴ
ミ
の
嵩
の
削

減
に
つ
な
が
る
。
ゴ
ミ
袋
も
少
な
く
て
済

む
。
折
り
紙
好
き
な
日
本
人
の
血
が
騒
ぐ
。

　

さ
ら
に
楽
し
い
し
か
け
も
あ
る
。
折
り

パ
ケ
し
た
も
の
を
撮
影
し
て
ア
プ
リ
か
ら

投
稿
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
の
だ
。

　
「
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
商
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
工
場
見
学
、
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
へ
ご
招
待
し
て
い
ま
す
」

　

食
べ
終
わ
っ
た
袋
を
す
ぐ
捨
て
る
の
で

は
な
く
、
折
っ
て
い
る
と
き
に
ち
ょ
っ
と

環
境
の
こ
と
を
考
え
る
。
折
り
パ
ケ
を
楽

し
む
こ
と
が
、
環
境
に
対
す
る
行
動
を
起

こ
す
き
っ
か
け
に
な
る
。

　
「
お
客
様
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
、

そ
こ
に
カ
ル
ビ
ー
も
会
社
と
し
て
や
れ
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
で
社
会
全
体

が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

広
報
部
の
古
澤
さ
ん
も
こ
と
ば
を
添
え

た
。

　
「
お
客
様
相
談
室
で
も
、
環
境
配
慮
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
に
私
た
ち
も
向
き
合
っ
て
き
っ

ち
り
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

CRAFT Calbeeじゃがいもチップス
花藻塩味（左）と燻

くん

製
せい

チーズ風味（右）

折りパケしたものを撮影して投稿するとポイントがたまる
カルビー　ルビープログラムのページ
https://www.calbee.co.jp/lbeeprogram/

折
り
パ
ケ
運
動
で

意
識
を
変
え
る

https://www.calbee.co.jp/lbeeprogram/
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れ
を
お
伝
え
し
て
い
く
こ
と
が
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
通
し
て
、
企
業
姿
勢
ま

で
も
が
見
え
て
く
る
。
消
費
者
は
見
て
い

る
の
だ
。

　

食
品
と
環
境
と
い
え
ば
、
食
品
ロ
ス
も

大
き
な
課
題
の
一
つ
だ
。
カ
ル
ビ
ー
は
、

二
〇
一
九
年
か
ら
段
階
的
に
賞
味
期
限
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

日
本
人
は
賞
味
期
限
に
敏
感
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。
そ
ん
な
空
気
の
な
か
で
企
業

の
側
が
「
延
長
」
を
い
う
と
「
自
分
た
ち

に
都
合
よ
く
基
準
を
緩
め
た
」
と
受
け
取

ら
れ
か
ね
な
い
。
そ
れ
で
も
、
メ
ー
カ
ー

と
し
て
食
品
ロ
ス
の
問
題
は
看
過
で
き
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　
「
い
ま
ま
で
あ
た
り
ま
え
に
賞
味
期
限

四
カ
月
と
し
て
い
た
も
の
が
、
ほ
ん
と
う

に
四
カ
月
な
の
、
六
カ
月
は
ど
う
な
の
、

と
。
も
ち
ろ
ん
基
準
を
緩
め
た
わ
け
で
は

な
く
、
酸
化
し
に
く
い
よ
う
油
の
配
合
変

更
や
、
原
料
や
製
造
時
の
工
夫
な
ど
複
合

的
な
要
因
に
よ
り
、
賞
味
期
限
延
長
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
側
か
ら
の
食
品
ロ
ス
削

減
の
取
り
組
み
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
シ

ン
ポ
テ
ト
」
だ
。
大
と
小
の
二
サ
イ
ズ
が

あ
り
、
大
の
袋
の
横
に
は
切
り
込
み
が
二

段
階
に
入
っ
て
い
る
。
食
べ
進
む
う
ち
に

手
を
奥
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
油
が
つ

く
。
だ
か
ら
、
あ
る
程
度
食
べ
進
ん
だ
と

こ
ろ
で
も
う
一
段
カ
ッ
ト
し
て
食
べ
や
す

く
す
る
の
だ
。

残
り
を
置
い
て
お
け
る
よ
う
に
、
袋
に
チ

ャ
ッ
ク
を
つ
け
た
商
品
も
あ
る
。
食
べ
や

す
く
す
る
た
め
の
こ
う
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
工
夫
が
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
言
わ
れ
な
い
と
気

づ
か
な
い
工
夫
を
紹
介
し
よ
う
。
二
〇
二

〇
年
に
行
わ
れ
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
袋

の
サ
イ
ズ
変
更
だ
。
従
来
の
も
の
か
ら
横

が
約
二
セ
ン
チ
狭
く
な
り
、縦
に
長
く
な
っ

た
。
内
容
量
は
変
わ
ら
な
い
の
に
、な
ぜ
？

　
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
の
袋
は
、
空
気
も

入
っ
て
い
て
か
さ
ば
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
の

変
更
に
よ
っ
て
、
輸
送
の
と
き
の
段
ボ
ー

ル
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
で
き
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
段
ボ
ー
ル
製
造
時
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
約
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
、
段

ボ
ー
ル
が
小
さ
く
な
っ
た
の
で
、
ト
ラ
ッ

ク
の
使
用
台
数
も
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
削
減

で
き
ま
し
た
」

　

大
量
に
供
給
し
、
大
量
に
輸
送
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
わ
ず
か
二
セ
ン
チ
が
こ
れ

だ
け
の
効
果
を
生
む
。
ま
さ
に
チ
リ
も
積

も
れ
ば
、
だ
。

　
「
私
は
商
品
を
つ
く
る
部
署
に
い
る
ん

で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
な
こ
と

も
見
つ
け
て
変
え
て
い
く
。
そ
の
積
み
重

ね
で
、
少
し
ず
つ
で
も
変
え
て
い
け
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

荒
木
さ
ん
は
ス
リ
ム
に
な
っ
た
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
の
袋
を
手
に
と
っ
て
、
に
っ
こ

り
し
た
。

　

三
社
三
様
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
ス

ト
ー
リ
ー
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、

た
ん
な
る
入
れ
物
に
と
ど
ま
ら
な
い
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
役
割
だ
っ
た
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
環
境
問
題
に
直
結
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
企
業
の
姿
勢
や
思
想
を

表
す
も
の
な
の
だ
。

　

日
本
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
確
か
に
す
ご
い
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
れ
か
ら
の
世

界
を
見
つ
め
る
大
切
な
視
点
に
気
づ
か
さ

れ
た
気
が
し
た
。

　　　　　　　 シンポテト
金色バター味（左）と絶妙しお味（右）

　　　　　シンポテト
開け口の切り込みが２段階になっている

袋のサイズ変更が環境保護にもつながった

チ
リ
も
積
も
れ
ば
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帰
国
生
の
学
力
は
十
人
十
色

　

一
概
に
「
帰
国
生
」
と
い
っ
て
も
、

海
外
滞
在
年
数
や
在
籍
し
て
い
た
学

校
に
よ
り
「
帰
国
時
の
学
力
」
は
十

人
十
色
で
す
。
特
に
通
っ
て
い
た
学

校
の
教
授
言
語
や
出
国
時
の
年
齢
に

よ
り
、
帰
国
時
の
学
力
に
違
い
が
生

ま
れ
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
現
地
校
に
就
学
し

て
い
た
場
合
に
は
、
外
国
語
ば
か
り

で
な
く
日
本
語
や
日
本
の
勉
強
の
習

得
も
思
う
よ
う
に
い
か
ず
帰
国
す
る

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な

状
態
で
の
帰
国
に
な
ら
な
い
た
め
の

「
滞
在
中
の
対
策
」と
、
不
本
意
な
が

ら
ど
ち
ら
の
言
語
も
中
途
半
端
な
ま

ま
で
帰
国
し
た
場
合
の
「
帰
国
後
の

対
策
」
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
転
ば
ぬ
先
の
杖つ
え

　

は
じ
め
に
、滞
在
中
に
気
を
つ
け
て

お
き
た
い
こ
と
を
英
語
力
と
日
本
語

力
習
得
の
視
点
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

〇
学
習
言
語
の
習
得
は
時
間
が
か
か
る

　

出
国
前
の
教
育
相
談
で
は
、「
せ

っ
か
く
海
外
に
行
く
の
だ
か
ら
子
ど

も
を
日
本
語
と
英
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
に
育
て
た
い
」
と
い
う
保
護
者
の

思
い
を
多
く
聞
き
ま
す
。
う
ま
く
い

く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
ま
ま
帰
国
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
お
も
な
理
由
と
し
て
、
会
話

レ
ベ
ル
の
「
生
活
言
語
」
と
し
て
の

英
語
力
は
比
較
的
早
く
習
得
で
き
ま

す
が
、
授
業
を
理
解
す
る
た
め
に
必

要
な
「
学
習
言
語
」
の
習
得
が
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

図
１
の
「
言
語
の
伸
び
と
後
退
」

の
通
り
、
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
授
業
に
適
応
す

る
た
め
に
は
通
常
三
年
か
ら
五
年
か

か
り
ま
す
。
一
般
的
に
、
子
ど
も
の

帯
同
期
間
が
三
年
か
ら
五
年
と
い
う

現
状
を
考
え
る
と
、
学
習
に
適
応
す

る
た
め
の
英
語
力
を
十
分
に
身
に
つ

け
る
こ
と
な
く
帰
国
に
な
る
こ
と
は 図１

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
　

教
育
相
談
員

平 

彰
夫

プロフィール（たいら あきお）
千葉県の公立小学校で教頭、校長を歴任。千葉
県小学校長会理事、千葉県海外子女教育国際理
解教育研究会副会長を経験。1998 年より３年間、
デュッセルドルフ日本人学校に教頭として赴任。こ
の間、補習教室の教頭を兼任。2011年４月より
海外子女教育振興財団の教育相談員。

インターナショナル
スクールに通っていますが、
英語も日本語も中途半端なまま
での帰国になりそうです。
どうしたらいいのでしょうか。
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仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
滞
在
中
は
ま
ず
、「
生
活

言
語
」
の
習
得
を
第
一
に
考
え
、
学

校
生
活
に
適
応
す
る
な
か
で
学
年
相

応
の
学
習
言
語
と
し
て
の
英
語
力
を

獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
な
対

策
と
な
り
ま
す
。

〇
日
本
語
力
や
日
本
の
勉
強
は
継
続

が
大
切

　

図
２
の
通
り
、
正
常
な
母
語
の
成

長
で
は
、
各
年
齢
に
応
じ
て
タ
イ
ム

リ
ー
に
日
本
語
（
母
語
）
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
渡
航
直
後
の
保
護
者
や
子
ど
も
に

と
っ
て
は
、
就
学
し
た
現
地
校
や
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
の

適
応
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
の

で
、
日
本
語
の
習
得
や
日
本
の
学
習

を
疎お
ろ
そか
に
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
結
果
、「
年
齢
相
応
の
日
本

語
力
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
ま
ま
で

の
帰
国
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、家
庭
で「
両
言
語
を
使
い
分

け
る
環
境
」
を
構
築
し
た
り
補
習
校

等
で
「
母
語
で
の
学
習
を
継
続
」
し

た
り
す
る
環
境
を
構
築
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
な
対
策
と
な
り
ま
す
。

帰
国
後
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

　
「
日
本
語
も
英
語
も
中
途
半
端
な

帰
国
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
心
配

な
状
態
で
す
の
で
、
至
急
対
策
を
取

ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

帰
国
後
は
日
本
の
学
校
へ
の
適
応

を
考
え
、
日
本
語
や
日
本
の
勉
強
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
こ
と
が

緊
急
の
対
策
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
苦
労
し
て
身
に

つ
け
た
英
語
力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

で
は
、次
に
帰
国
時
を
「
就
学
前
」

「
小
学
生
」「
中
学
・
高
校
生
」の
三
つ

の
学
齢
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策

に
つ
い
て
具
体
的
に
お
答
え
し
ま
す
。

〇
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
始
め
ら
れ
る

就
学
前
で
の
帰
国

　

結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
こ

の
時
期
の
帰
国
の
場
合
に
は
特
別
な

対
策
は
必
要
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
へ
就
学
し
て
い
た
場

合
は
会
話
レ
ベ
ル
の
英
語
力
を
身
に

つ
け
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
英
語
力

は
帰
国
後
に
は
急
速
に
失
わ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
英
語
を
流

り
ゅ
う
ち
ょ
う
暢
に
話
せ
な
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
と

い
わ
れ
る
聞
き
取
り
の
力
は
保
持
さ

れ
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
将
来
英
語
を
勉
強
す
る
と
き
の

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
日
本
語
の
習
得
に
関
し
て

は
図
２
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
こ

の
時
期
は
こ
と
ば
の
機
能
を
学
び
な

が
ら
母
語
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
段

階
で
す
の
で
、
帰
国
時
に
そ
れ
が
十

分
に
身
に
つ
い
て
い
な
い
場
合
に
は

学
習
言
語
の
習
得
に
も
遅
れ
が
出
て

し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

小
学
校
入
学
後
に
本
格
的
な
日
本
語

の
読
み
書
き
の
勉
強
が
始
ま
り
ま
す

の
で
、「
日
常
会
話
を
母
語
で
行
っ
て

い
た
」
と
い
う
よ
う
な
家
庭
内
で
母

語
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
た
場
合
に

は
大
き
な
支
障
は
な
く
、
帰
国
後
の

学
校
適
応
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
は

か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
学
力
の
転
移
が
期
待
で
き
る
小
学

生
で
の
帰
国

　

図
３
で
も
お
わ
か
り
の
通
り
、
こ

と
ば
１
の
母
語
と
こ
と
ば
２
の
第
二

言
語
は
、
表
面
的
に
は
別
の
よ
う
に

見
え
て
も
共
に
事
象
を
認
知
し
た
り

図２
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学
習
の
な
か
で
こ
と
ば
や
文
章
を
深

く
理
解
し
た
り
す
る
た
め
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

外
国
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
た
り
文
章
を
深
く
読
み
取
っ
た

り
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
、

日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
っ
た
り
日
本
語
の
文
章
を
深
く

読
み
取
っ
た
り
す
る
た
め
の
力
に
代

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
の
対
策
と
し

て
は
、
海
外
で
身
に
つ
け
た
知
識
や

学
び
方
を
生
か
し
な
が
ら
日
本
の
学

校
へ
の
適
応
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と

が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
こ
の
時
期
の
帰
国
の
場
合
に

は
、
日
本
の
学
校
で
の
学
習
経
験
が

な
い
場
合
も
多
い
の
で
、新
た
に「
日

本
の
勉
強
」
を
す
る
と
い
う
心
構
え

を
持
つ
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
語
の
習
得
が
思
い
の

ほ
か
不
十
分
で
ご
心
配
な
場
合
に
は
、

編
入
予
定
地
の
教
育
委
員
会
や
学
校

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ど
の
学
校
で

も
日
本
語
の
習
得
だ
け
で
な
く
遅
れ

て
い
る
日
本
の
勉
強
を
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
す
る
対
策
も
取
っ
て
く
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
学
力
状
況
に
よ
っ
て

は
個
別
対
応
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

一
方
、
英
語
力
に
関
し
て
は
幼
児

期
で
の
帰
国
と
同
じ
よ
う
に
帰
国
後

に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
こ

の
時
期
で
の
帰
国
の
場
合
に
は
「
聞

く
」「
話
す
」
に
加
え
「
読
む
」「
書

く
」
の
四
分
野
に
わ
た
っ
て
身
に
つ

け
た
英
語
力
で
す
の
で
、
将
来
に
向

け
読
み
書
き
の
英
語
力
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

対
策
と
な
り
ま
す
。

　

本
財
団
で
も
、
海
外
で
身
に
つ
け

た
英
語
力
を
帰
国
後
も
継
続
し
て
伸

長
で
き
る
よ
う
に
「
外
国
語
保
持
教

室
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
自
己
実
現
が
望
ま
れ
る
中
学
・
高

校
生
段
階
で
の
帰
国

　

中
学
生
以
降
で
の
帰
国
の
場
合

は
、
日
本
語
や
日
本
の
勉
強
の
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
も
必
要
で
す
が
、「
個

性
伸
長
」
と
い
う
考
え
方
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
時
期
は
国
内

生
の
学
力
や
個
性
も
多
様
な
の
で
、

基
本
的
に
英
語
力
を
生
か
し
自
信
を

持
っ
た
学
校
適
応
を
は
か
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
多
感
な
時
期
で
も
あ
る
の

で
、
帰
国
後
の
学
校
生
活
で
さ
ま
ざ

ま
な
戸
惑
い
を
感
じ
る
場
面
は
ど
ん

な
子
ど
も
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
で
の
帰
国
で

は
、「
帰
国
生
受
け
入
れ
校
」
の
よ

う
な
帰
国
生
の
個
性
伸
長
が
期
待
で

き
る
教
育
環
境
で
適
応
を
は
か
っ
て

い
く
こ
と
が
有
効
な
対
策
だ
と
考
え

ま
す
。

　

多
く
の
帰
国
生
受
け
入
れ
校
で
は

編
入
学
も
行
っ
て
お
り
、
日
本
語
指

導
専
門
の
先
生
が
日
本
の
勉
強
の
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
学
校
で
は
英
語
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
よ
う
な
学
力
実
態
の
お
子
さ

ん
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
環
境
と
い

え
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
時
期
の
帰
国
で
は
、

大
学
進
学
や
将
来
を
見
据
え
た
「
自

己
実
現
」
の
な
か
で
積
極
的
に
日
本

の
勉
強
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
や
英
語

力
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
て
い

く
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　
日
本
と
滞
在
国
と
の

　
か
け
橋
に

　

帰
国
後
の
学
校
適
応
ま
で
の
周
囲

の
支
援
や
本
人
の
が
ん
ば
り
が
、
帰

国
生
を
帰
国
生
た
ら
し
め
る
と
考
え

ま
す
。
滞
在
中
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
国

後
の
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
す
べ
て
の
帰
国
生
が
日
本
と
滞

在
国
と
の
か
け
橋
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

図３
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正
和
と
孝
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

　

家
族
四
人
で
近
所
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
滑

り
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
、
子
ど

も
た
ち
は
正
和
の
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
と
て
も
上
手
な
の
に
驚
い
た
。

正
和
が
学
生
時
代
に
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
だ
。
長
男
の
孝
は
父
の

姿
に
魅
せ
ら
れ
地
元
の
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
。
正

和
も
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
、
自

身
も
大
人
の
リ
ー
グ
に
所
属
し
た
。

　
「
父
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
ゴ
ー
ル
を
買
っ
て

自
宅
の
地
下
室
に
練
習
場
を
整
備
し
た
り
、
試

合
や
練
習
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
分
析
し
て
改
善

点
を
指
摘
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
」
と
孝
は
ふ
り
返
る
。

　

試
合
で
遠
征
す
る
こ
と
も
多
く
、
正
和
は
チ

ー
ム
の
父
親
た
ち
と
も
親
し
く
な
っ
た
。

　
「
個
人
レ
ッ
ス
ン
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

有
益
な
情
報
を
た
く
さ
ん
共
有
し
て
も
ら
い
ま

し
た
」
と
正
和
。

　

チ
ー
ム
の
親
た
ち
は
熱
い
。
試
合
中
の
審
判

や
相
手
チ
ー
ム
へ
の
暴
言
な
ど
で
退
場
宣
告
を

受
け
る
親
も
い
た
。
親
の
熱
狂
ぶ
り
は
チ
ー
ム

に
登
録
す
る
た
め
の
必
要
書
類
の
一
つ
に

「Parent Code of Conduct

」
と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
で
も
想
像
で
き
る
。

　

チ
ー
ム
に
う
ま
く
な
じ
め
な
い
選
手
に
対
し

て
複
数
の
選
手
が
不
満
を
持
ち
ト
ラ
ブ
ル
を
繰

り
返
し
た
と
き
の
こ
と
、
自
分
の
子
ど
も
の
言

い
分
だ
け
を
信
じ
、
そ
の
選
手
を
退
部
さ
せ
よ

う
と
い
う
署
名
活
動
ま
で
始
め
た
親
が
い
た
。

　
「
孝
は
『
お
互
い
さ
ま
で
彼
だ
け
に
責
任
が

あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
ほ
か
の
親
か
ら
賛
同
す
る
よ
う
説
得
さ
れ

ま
し
た
が
お
断
り
し
ま
し
た
。『
お
互
い
さ
ま
』

は
通
用
し
な
い
み
た
い
で
し
た
」
と
久
美
子
。

隼
人
の
水
泳

　

次
男
の
隼
人
は
日
本
で
も
や
っ
て
い
た
水
泳

を
続
け
た
。

　
「
日
本
で
は
コ
ー
チ
が
め
っ
ち
ゃ
厳
し
か
っ

た
け
ど
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
ず
っ
と
緩
く
明
る

く
練
習
し
て
い
ま
し
た
」
と
隼
人
。

　

ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
チ
は
褒
め
上
手
だ
。
け
れ

ど
も
フ
ォ
ー
ム
が
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
の

が
困
り
も
の
だ
っ
た
。「
悪
い
と
こ
ろ
を
正
直

に
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
頼
ん
で
も

拘こ
だ
わっ
て
い
な
い
の
か
注
意
さ
れ
な
い
。

久
美
子
は
日
本
式
に
フ
ォ
ー
ム
を
し

っ
か
り
教
え
て
く
れ
る
ス
ク
ー
ル
を

捜
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
個
人
レ
ッ

ス
ン
で
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
練
習
は
週
四
回
。
隼
人

は
月
二
、
三
回
の
頻
度
で
大
小
さ
ま

ざ
ま
の
試
合
に
出
て
い
た
。
バ
タ
フ

アイスホッケーの練習をする正和と孝

Illustrated by 
Reona Nishinaga

　
長
男
・
孝た
か
しの
ア
メ
リ
カ
生
活
の

中
心
を
占
め
て
い
た
の
は
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
だ
っ
た
。
そ
し
て
孝
を

支
え
る
正ま

さ
か
ず和
と
久く

み

こ
美
子
に
も
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
景
色
が
見
え
て
い
く
。

　
一
方
、
次
男
の
隼は

や
と人
は
学
校
で

大
切
な
友
達
を
得
た
。
や
が
て
隼

人
だ
け
で
な
く
家
族
ぐ
る
み
で
厚

い
友
情
を
育
み
、
ア
メ
リ
カ
生
活

を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

（
仮
名
）

後
編

四
人
五
脚
の
ア
メ
リ
カ
生
活

取材・文　髙田 和子
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ラ
イ
と
フ

リ
ー
ス
タ

イ
ル
が
得

意
で
、
他

チ
ー
ム
と

の
対
抗
戦

や
地
域
大

会
で
は
個

人
や
メ
ド

レ
ー
リ
レ

ー
の
一
員

と
し
て
一

位
を
取
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　

久
美
子
は
車
で
送
り
迎
え
を
し
た
り
試
合
の

タ
イ
マ
ー
係
を
買
っ
て
で
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
あ
と
押
し
し
た
。

　
「
水
泳
の
フ
ォ
ー
ム
の
練
習
の
た
め
に
母
が

ビ
デ
オ
を
撮
っ
て
く
れ
た
の
で
参
考
に
し
ま
し

た
。
試
合
の
と
き
は
す
ご
い
声
で
叫
ん
で
応
援

し
て
く
れ
て
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
元
気

が
伝
わ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
隼
人
。

　

家
族
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ

は
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
よ
う
だ
。

参
加
し
や
す
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ア
メ
リ
カ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん

だ
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
と
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
と
が
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、学
校
行
事

や
生
徒
会
行
事
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。

　
「
二
年
生
の
と
き
、
ク
ラ
ス
で
栄
養
の
あ
る

種
子
を
袋
詰
め
に
し
て
途
上
国
に
送
る
活
動
を

し
ま
し
た
」
と
隼
人
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
地
域
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。

　

学
年
ご
と
に
適
し
た
本
を
五
、
六
冊
組
み
合

わ
せ
て
包
装
し
、
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
渡
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
日
希
望
者

を
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
、
大
人
も
子
ど
も
も

空
い
た
時
間
に
気
楽
に
参
加
で
き
た
。

　

孝
は
学
校
か
ら
の
斡あ

っ

旋せ
ん

で
地
域
の
野
球
大
会

の
売
店
で
売
り
子
を
や
っ
た
。
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

や
コ
ー
ヒ
ー
の
準
備
を
手
伝
い
、
お
金
の
や
り

取
り
も
し
た
。

　
「
お
客
さ
ん
か
ら
間
違
え
て
『
お
釣
り
を
も

ら
っ
て
な
い
』
と
言
わ
れ
て
ト
ラ
ブ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
」
と
孝
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
も
社
会
勉
強
を
し

て
い
っ
た
。

　

久
美
子
は
学
校
か
ら
の
依
頼

で
、
日
本
の
文
化
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
。
多
く
は

折
り
紙
や
け
ん
玉
を
教
え
た
り

日
本
食
の
紹
介
を
し
た
り
す
る

も
の
で
、
唐
揚
げ
、
お
寿
司
な

ど
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
ブ
ラ
ジ

ル
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ア
メ
リ

カ
人
に
日
本
語
を
教
え
た
。

Ｌ
君
家
族
と
の
出
会
い

　

家
族
の
ア
メ
リ
カ
生
活
を
語
る
と
き
に
外
せ

な
い
の
は
、
Ｌ
君
家
族
と
の
出
会
い
だ
。

　

一
年
生
を
繰
り
返
し
た
隼
人
は
新
学
期
が
始

ま
っ
た
こ
ろ
、
渡
米
半
年
も
た
っ
て
お
ら
ず
英

会
話
も
ま
だ
お
ぼ
つ
か
な
い
な
か
で
新
し
い
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
不
安

だ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
優
し
く
声
を
か
け
て

く
れ
た
の
が
Ｌ
君
だ
っ
た
。
そ
し
て
自
分
の
友

人
に
隼
人
を
紹
介
し
て
輪
を
広
げ
て
く
れ
た
。

　
「
そ
れ
か
ら
寂
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
」
と

隼
人
。

　

学
校
で
「
自
分
に
と
っ
て
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
」

と
い
う
題
が
出
さ
れ
た
と
き
、
隼
人
は
「
Ｌ
君

で
す
。
Ｌ
君
み
た
い
な
人
が
い
た
ら
み
ん
な
寂

隼人、地域の大会のメドレー
リレーで１位を取った仲間と

隼人とＬ君
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し
く
な
く
な
り
ま

す
」
と
書
い
た
と
い

う
。

　

久
美
子
も
Ｌ
君
の

家
族
と
会
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

あ
る
日
Ｌ
君
の
家
に

誘
わ
れ
た
。

　
「
そ
こ
で
Ｌ
君
の

母
親
に
会
い
、
彼
女

の
ふ
る
ま
い
や
話
し

方
か
ら
感
じ
ら
れ
る

も
の
が
心
地
よ
く
、

も
っ
と
も
っ
と
彼
女

の
こ
と
を
知
り
た
い
、

話
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
れ
か
ら
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
合
い
が
始
ま

っ
た
。
隼
人
と
Ｌ
君
は
同
じ
習
い
事
を
し
た
り
、

長
期
休
暇
や
週
末
は
お
泊
り
会
を
し
た
り
す
る

仲
に
な
っ
た
。

　

孝
も
Ｌ
君
の
兄
を
「
兄
貴
」
の
よ
う
に
慕
っ

た
。
彼
は
穏
や
か
な
性
格
で
ス
ポ
ー
ツ
万
能
、

地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
ほ
か
の
友
人
も
交
え
て
誘
っ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
親
た
ち
と
の
縁
も
つ
な
い
で
く
れ

た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
生
活
で
い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
、

僕
と
兄
と
Ｌ
君
の
家
族
と
二
週
間
く
ら
い
Ｌ
君

の
家
の
別
荘
で
過
ご
し
た
夏
休
み
で
す
」と
隼
人
。

　

カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
水
上
ス
キ
ー
、
ボ
デ

ィ
ー
ボ
ー
ド
、
ゴ
ル
フ
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア

タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。

　

Ｌ
君
の
母
親
と
久
美
子
は
カ
フ
ェ
で
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、
ま
た
散
歩
中
に
、
雑
談
を
し
た

り
お
互
い
の
悩
み
を
相
談
し
合
っ
た
り
し
た
。

　
「
国
や
こ
と
ば
が
違
っ
て
も
、
通
じ
合
え
る

人
に
出
会
え
た
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
」

　

Ｌ
君
家
族
の
お
か
げ
で
家
族
の
交
友
関
係
、

行
動
範
囲
が
何
倍
に
も
広
が
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
帰
国

　

ア
メ
リ
カ
生
活
を
謳お
う
か歌
し
て
い
た
家
族
に
も

帰
国
の
日
は
や
っ
て
き
た
。
孝
は
い
っ
た
ん
帰

国
し
て
か
ら
ミ
シ
ガ
ン
州
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
九
年
生
と
し
て
再
渡
米
し
た
。
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
続
け
る
環
境
が
整
っ
て
い
て
勉

強
も
し
っ
か
り
や
る
学
校
だ
。
Ｌ
君
の
両
親
は

local guardian

に
な
っ
て
く
れ
て
、
孝
は
長

期
休
暇
中
な
ど
に
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま

は
孝
に
と
っ
て
第
二
の
家
族
だ
。

　

隼
人
は
帰
国
時
に
五
年
生
だ
っ
た
。
関
東
の

公
立
小
学
校
に
転
入
し
、
そ
の
後
正
和
が
関
西

に
転
勤
に
な
っ
た
た
め
関
西
の
私
立
中
学
に
入

学
し
た
。Ｉ
Ｂ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
学
校
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
生
活
に
つ
い
て

「
家
は
日
本
の
家
よ
り
ず
っ
と
広
か
っ
た
し
周

り
に
遊
ぶ
と
こ
ろ
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設

も
充
実
し
て
い
ま
し
た
」
と
懐
か
し
が
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
家
族
が
住
ん
だ
の
は
広
い
家
を

持
ち
自
家
用
の
ク
ル
ー

ザ
ー
で
旅
行
に
行
く
よ

う
な
裕
福
な
人
が
住
む

地
域
だ
っ
た
。

　
「
普
通
の
日
本
の
生

活
と
そ
の
よ
う
な
人
の

生
活
と
両
方
知
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
貴
重
な

経
験
で
す
」
と
正
和
。

　

家
族
が
支
え
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
大

き
く
広
げ
た
ア
メ
リ
カ

生
活
だ
っ
た
。

（
終
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
52
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

久美子のお別れ会で友人たちと。久美子の隣がL君の母親

孝と隼人、L君と兄。
毎年連れていってもら
ったDoor Countyで
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オ ス ス メ の 一 冊
　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
と
同
時
代
に
生
き
、

新
作
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
幸
運
な

こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
イ
シ
グ
ロ
は
、
ア
ー

サ
ー
王
の
時
代
か
ら
近
未
来
、
第
二
次
大

戦
の
傷
痕
か
ら
ク
ロ
ー
ン
と
、
作
品
ご
と

に
舞
台
や
題
材
を
大
き
く
変
え
な
が
ら
普

遍
的
な
テ
ー
マ
に
迫
っ
て
き
た
。
二
◯
一

七
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
、
本

作
は
受
賞
後
第
一
作
。
六
年
ぶ
り
の
長
編

小
説
な
の
で
、
出
版
前
か
ら
注
目
を
集
め

た
。
日
本
語
訳
も
同
時
出
版
さ
れ
た
の
で
、

既
に
読
ま
れ
た
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

本
作
の
語
り
手
ク
ラ
ラ
は
、
Ａ
Ｉ
を
搭

載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
冒
頭
の
場
面

で
は
店
頭
に
並
ん
で
い
て
、
や
が
て
十
四

歳
の
少
女
ジ
ョ
ジ
ー
の
Ａ
Ｆ（
人
工
親
友
）

と
し
て
購
入
さ
れ
る
。
店
長
に
も
「
観
察

力
が
鋭
い
」
と
絶
賛
さ
れ
る
Ａ
Ｆ
だ
。
ジ

ョ
ジ
ー
の
家
に
来
て
か
ら
も
、
人
の
し
ぐ

さ
や
口
調
を
よ
く
観
察
し
、
特
に
ジ
ョ
ジ

ー
の
気
分
や
体
調
の
変
化
に
敏
感
に
反
応

し
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が

ク
ラ
ラ
の
存
在
目
的
な
の
だ
。

　

し
か
し
ク
ラ
ラ
が
淡
々
と
語
る
う
ち
に
、

読
者
に
は
そ
の
周
囲
の
不
思
議
な
世
界
が

見
え
て
く
る
。
ジ
ョ
ジ
ー
は
病
気
な
の
か

学
校
に
行
っ
て
い
な
い
。「
交
流
会
」
と

称
し
て
招
い
た
同
世
代
の
友
人
も
、
ど
こ

か
様
子
が
お
か
し
い
し
、
隣
に
住
む
幼お

さ
な
な馴

染じ

み
の
リ
ッ
ク
は
、
な
ぜ
か
そ
の
仲
間
に

入
れ
な
い
。
家
政
婦
は
ク
ラ
ラ
に
よ
そ
よ

そ
し
い
。
両
親
は
な
ぜ
離
婚
し
た
の
だ
ろ

う
…
…
。

　

舞
台
は
近
未
来
の
世
界
。
教
育
は
オ
ン

ラ
イ
ン
端
末
で
行
わ
れ
、
友
情
は
ロ
ボ
ッ

ト
で
補
い
、
大
学
は
「
向
上
処
置
」
を
施

し
た
子
ど
も
し
か
受
け
入
れ
な
い
。
そ
の

処
置
は
肉
体
的
な
副
作
用
を
伴
い
、
時
に

は
死
も
も
た
ら
す
。
そ
ん
な
処
置
を
施
さ

な
い
と
、
我
が
子
に
未
来
は
な
い
の
か
？　

親
た
ち
に
は
大
き
な
葛
藤
が
あ
り
、
ビ
ジ

ョ
ン
の
違
い
が
夫
婦
間
や
友
情
の
亀
裂
を

う
む
。
Ａ
Ｆ
と
い
う
ク
ラ
ラ
の
存
在
を
毛

嫌
い
す
る
人
も
い
れ
ば
、
過
度
の
期
待
を

か
け
る
人
も
い
る
。
そ
し
て
ク
ラ
ラ
購
入

に
は
秘
密
の
理
由
が
あ
っ
た
…
…
。

　

イ
シ
グ
ロ
の
作
品
は
、
語
り
手
が
信
頼

で
き
な
い（unreliable narrator

）こ
と

で
有
名
だ
。
例
え
ば
代
表
作
『
日
の
名
残

り
』
の
語
り
手
は
英
国
貴
族
に
仕
え
る
執

事
で
、
い
か
に
も
任
務
に
忠
実
で
誇
り
高

く
語
る
の
だ
が
、
言
外
に
第
二
次
世
界
大

戦
時
の
秘
密
や
、
過
去
の
悔
い
が
透
け
て

見
え
て
く
る
。
本
作
品
も
、
新
品
の
Ａ
Ｆ

で
あ
る
ク
ラ
ラ
が
身
の
回
り
で
得
る
情
報

は
限
ら
れ
、
誤
っ
た
解
釈
も
す
る
。
Ａ
Ｆ

は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
稼
働
す
る
の
で
、

ク
ラ
ラ
は
お
日
さ
ま
の
力
を
文
字
通
り
崇

拝
し
て
い
る
。
ク
ラ
ラ
な
り
に
ジ
ョ
ジ
ー

を
救
お
う
と
す
る
が
、
突
飛
な
行
動
に
、

読
者
は
“
お
い
、
大
丈
夫
か
”
と
不
安
に

な
る
。
だ
が
親
も
友
人
も
ジ
ョ
ジ
ー
を
愛

し
、
救
い
た
い
あ
ま
り
、
藁わ

ら

に
も
す
が
る

心
境
に
な
っ
て
い
る
。

　

描
か
れ
た
世
界
は
全
く
他
人
事
で
は
な

い
。
子
育
て
に
は
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
選
択

が
迫
ら
れ
る
。
学
校
選
び
や
受
験
、
ど
こ

に
住
む
か
、何
が
健
康
に
良
い
の
か
。「
皆

が
や
っ
て
る
」
と
い
う
圧
力
、
取
り
残
さ

れ
る
不
安
。
さ
ら
に
子
ど
も
の
命
が
か
か

っ
て
い
た
ら
…
…
。
親
と
し
て
の
葛
藤
や
、

十
代
の
少
年
少
女
の
悩
み
が
、
近
未
来
を

舞
台
に
、
Ａ
Ｉ
と
の
共
存
と
い
う
現
代
の

課
題
も
踏
ま
え
て
見
事
に
描
か
れ
る
。

　

本
作
が
出
版
さ
れ
た
当
時
の
ロ
ン
ド
ン

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
最

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授

業
を
し
、
友
人
と
遊
べ
な
い
状
況
が
現
実

に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
た
出
版
記
念
講
演
に
は
、
娘

の
ナ
オ
ミ
さ
ん
も
登
場
し
た
。
そ
こ
で
は

娘
の
人
生
を
応
援
し
、
自
ら
の
作
品
に
つ

い
て
も
家
族
と
オ
ー
プ
ン
に
語
り
合
う
父

親
と
し
て
の
姿
が
垣か

い
ま間
見
ら
れ
た
。

　

本
作
の
中
で
、
ジ
ョ
ジ
ー
の
父
親
は
ク

ラ
ラ
に
「
人
の
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
と

思
う
か
」
と
尋
ね
る
。
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え

ら
れ
な
い
愛
情
や
心
と
は
何
か
。
そ
の
置

き
換
え
ら
れ
な
い
も
の
を
イ
シ
グ
ロ
は
ひ

と
り
の
親
と
し
て
、
そ
し
て
人
間
と
し
て

も
体
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。

　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
は
、
現
代
に
お
い

て
最
も
「
信
頼
で
き
る
語
り
手
」
の
ひ
と

り
だ
と
思
う
。（

選
・
評
＝
松
島 

あ
お
い
）

クララとお日さま 
カズオ・イシグロ　著

土屋政雄　訳
早川書房

税込価格 2,750円
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海外子女教育振興財団 維持会員一覧
企
業
・
団
体
会
員

ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
㈱

愛
三
工
業
㈱

㈱
ア
イ
シ
ン

ア
イ
シ
ン
開
発
㈱

ア
イ
シ
ン
化
工
㈱

ア
イ
シ
ン
軽
金
属
㈱

ア
イ
シ
ン
高
丘
㈱

愛
知
製
鋼
㈱

㈱
あ
お
ぞ
ら
銀
行

㈱
青
山
製
作
所

曙
ブ
レ
ー
キ
工
業
㈱

旭
化
成
㈱

㈱
朝
日
新
聞
社

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

㈱
ア
シ
ッ
ク
ス

味
の
素
㈱

味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
㈱

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
㈱

ア
ズ
ビ
ル
㈱

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｏ
ｎ
ｅ
㈱

㈱
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス

㈱
ア
ド
バ
ネ
ク
ス

㈱
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク

ア
ブ
ダ
ビ
石
油
㈱

㈱
ア
マ
ダ

ア
マ
ノ
㈱

ア
ル
パ
イ
ン
㈱

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
㈱

㈱
安
藤
・
間

ア
ン
リ
ツ
㈱

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
㈱

イ
オ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

い
す
ゞ
自
動
車
㈱

出
光
興
産
㈱

㈱
伊
藤
園

伊
藤
忠
商
事
㈱

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
㈱

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
㈱

伊
藤
ハ
ム
㈱

㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

稲
畑
産
業
㈱

イ
ビ
デ
ン
㈱

岩
谷
産
業
㈱

㈱
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ィ

ベ
ロ
プ
メ
ン
ト

㈱
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

W
ism

ettac

フ
ー
ズ
㈱

ウ
シ
オ
電
機
㈱

臼
井
国
際
産
業
㈱

㈱
内
田
洋
行

宇
部
興
産
㈱

エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱

エ
イ
チ
・
ツ
ー
・
オ
ー　
リ
テ
イ

リ
ン
グ
㈱

エ
ー
ザ
イ
㈱

Ａ
Ｇ
Ｃ
㈱

Ｓ
Ｍ
Ｋ
㈱

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
㈱

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
㈱

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
㈱

エ
ス
ペ
ッ
ク
㈱

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
㈱

Ｎ
Ｓ
Ｋ
ワ
ー
ナ
ー
㈱

Ｎ
Ｏ
Ｋ
㈱

Ｎ
Ｔ
Ｎ
㈱

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱

㈱
荏
原
製
作
所

㈱
エ
フ
・
シ
ー
・
シ
ー

㈱
エ
フ
テ
ッ
ク

Ｍ
Ｏ
Ｌ
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー
㈱

エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱

エ
ン
テ
ッ
ク
ア
ジ
ア
㈱

㈱
エ
ン
プ
ラ
ス

オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
扇
谷

王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

オ
ー
エ
ス
ジ
ー
㈱

大
阪
ガ
ス
㈱

㈱
Ｏ
Ｃ
Ｓ

大
塚
製
薬
㈱

㈱
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン

㈱
大
林
組

岡
三
証
券
㈱

岡
谷
鋼
機
㈱

沖
電
気
工
業
㈱

㈱
オ
ネ
ス
ト
ン

小
野
薬
品
工
業
㈱

オ
ム
ロ
ン
㈱

オ
リ
ン
パ
ス
㈱

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
上
商
事
㈱

花
王
㈱

加
賀
電
子
㈱

カ
ゴ
メ
㈱

カ
シ
オ
計
算
機
㈱

鹿
島
建
設
㈱

㈱
学
研
プ
ラ
ス

学
校
用
品
㈱

㈱
カ
ネ
カ

兼
松
㈱

㈱
兼
松
Ｋ
Ｇ
Ｋ

川
崎
汽
船
㈱

川
崎
重
工
業
㈱

関
西
ペ
イ
ン
ト
㈱

キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
オ
ク
シ
ア
㈱

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
㈱

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱

㈱
紀
文
食
品

キ
ム
ラ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
㈱

㈱
キ
ャ
タ
ラ
ー

キ
ヤ
ノ
ン
㈱

キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱

京
セ
ラ
㈱

京
セ
ラ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
㈱

（
一
社
）
共
同
通
信
社

協
和
キ
リ
ン
㈱

共
和
産
業
㈱

㈱
極
洋

キ
リ
ン
㈱

㈱
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
ク
ボ
タ

㈱
熊
谷
組

㈱
ク
ラ
レ

グ
ロ
ー
リ
ー
㈱

ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ（
あ
ず
さ

監
査
法
人
）

Ｋ
Ｙ
Ｂ
㈱

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
機
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

合
志
技
研
工
業
㈱

㈱
神
戸
製
鋼
所

興
和
㈱

(独)
国
際
協
力
機
構

㈱
国
際
協
力
銀
行

(独)
国
際
交
流
基
金

コ
ク
ヨ
㈱

コ
ナ
ミ
グ
ル
ー
プ

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
㈱

小
林
製
薬
㈱

コ
マ
ツ

㈱
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
カ
タ
イ
ン
ク
ス
㈱

㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ

㈱
佐
賀
鉄
工
所

佐
藤
金
属
㈱

サ
ト
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

佐
鳥
電
機
㈱

沢
井
製
薬
㈱

㈱
三
栄
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

三
桜
工
業
㈱

山
九
㈱

三
共
生
興
㈱

㈱
三
五

サ
ン
コ
ー
ル
㈱

三
精
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
㈱

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

㈱
三
友
社

三
洋
貿
易
㈱

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ

シ
ー
ク
ス
㈱

㈱
ジ
ー
テ
ク
ト

Ｃ
Ｂ
Ｃ
㈱

Ｊ
Ｓ
Ｒ
㈱

Ｊ
Ｘ
金
属
㈱

Ｊ
Ｘ
石
油
開
発
㈱

Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
㈱

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱

　海外子女教育振興財団は、海外子女・帰国子
女教育の充実をはかる財団法人として、1971年
に外務省・文部省（現 文部科学省）の許可を受
けて設立されました。2011年4月には内閣府の
認定を受けて公益財団法人へと移行しています。
設立以来、財政基盤を「企業・団体会員」および

「学校会員」から成る維持会員にご負担いただく
会費と関係事業収入によって確保し、諸サービ
スを提供するほか、世界中の日本人学校・補習
授業校等在外教育施設に対して各種支援を行っ
ています。本財団は維持会員に対し、下記の各
種サービス等を提供しています。
�＜企業・団体会員＞
○ 教育相談の無料提供
○ 機関誌『海外子女教育』の無料提供
○ 親子教室、配偶者講座、通信教育、外国語保

持教室等の受講料割引
○ 出版物の価格割引
○ 在外教育施設に関する情報提供
○ 維持会員企業団体専用サイトの提供
＜学校会員＞
○ 帰国生受け入れ等に関するさまざまな問い合

わせに対する情報提供、アドバイス
○ 学校説明会・相談会、協議会への優先参加
○ 機関誌『海外子女教育』の無料提供
※�通称と登記名が異なる場合は、会員の指定する名称

を掲載しています。
※�最新情報は本財団ホームページをご参照ください。

・2021年11月30日現在（2022年度入会予定を含む）
・掲載は50音順（「日本」の読みは「ニホン」　で統一）
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㈱
Ｊ
Ｃ
Ｍ

㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ

㈱
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
時
事
通
信
社

㈱
資
生
堂

シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱

㈱
島
津
製
作
所

㈱
シ
マ
ノ

清
水
建
設
㈱

シ
ャ
ー
プ
㈱

シ
ャ
ー
プ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
業
㈱

ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱

㈱
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク

Joyson S
afety S

ystem
s 

Japan

㈱

㈱
商
船
三
井

商
船
三
井
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

㈱
城
南
進
学
研
究
社

昭
和
電
工
㈱

白
石
カ
ル
シ
ウ
ム
㈱

シ
ロ
キ
工
業
㈱

神
栄
㈱

信
越
化
学
工
業
㈱

神
鋼
商
事
㈱

新
光
電
気
工
業
㈱

㈱
新
生
銀
行

新
東
工
業
㈱

新
明
工
業
㈱

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
杉
浦
製
作
所

㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

ス
タ
ン
レ
ー
電
気
㈱

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

住
友
化
学
㈱

住
友
金
属
鉱
山
㈱

住
友
ゴ
ム
工
業
㈱

住
友
重
機
械
工
業
㈱

住
友
商
事
㈱

住
友
商
事
パ
ワ
ー
＆
モ
ビ
リ
テ
ィ
㈱

㈱
住
友
倉
庫

住
友
電
気
工
業
㈱

住
友
電
設
㈱

住
友
電
装
㈱

住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
㈱

住
友
理
工
㈱

住
友
林
業
㈱

㈱
ス
ミ
ト
ロ
ニ
ク
ス

㈱
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱

セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

積
水
化
学
工
業
㈱

石
油
資
源
開
発
㈱

（独）
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資

源
機
構

㈱
セ
ツ
ヨ
ー
ア
ス
テ
ッ
ク

ゼ
ブ
ラ
㈱

㈱
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

千
住
金
属
工
業
㈱

セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
㈱

全
日
空
商
事
㈱

全
日
本
空
輸
㈱

ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

双
日
㈱

ソ
ニ
ー
㈱

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
㈱

タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
三
共
㈱

第
一
実
業
㈱

第
一
生
命
保
険
㈱

大
王
製
紙
㈱

タ
イ
ガ
ー
ス
ポ
リ
マ
ー
㈱

ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱

大
正
製
薬
㈱

大
成
建
設
㈱

㈱
ダ
イ
セ
ル

大
同
メ
タ
ル
工
業
㈱

大
日
精
化
工
業
㈱

大
日
本
印
刷
㈱

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱

㈱
ダ
イ
フ
ク

太
平
洋
工
業
㈱

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱

㈱
ダ
イ
ヘ
ン

大
豊
工
業
㈱

大
鵬
薬
品
工
業
㈱

大
陽
日
酸
㈱

太
陽
誘
電
㈱

大
和
証
券
㈱

高
砂
香
料
工
業
㈱

高
砂
熱
学
工
業
㈱

タ
キ
ロ
ン
シ
ー
ア
イ
㈱

武
田
薬
品
工
業
㈱

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
タ
ダ
ノ

㈱
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク

タ
ナ
カ
印
刷
㈱

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱

田
辺
三
菱
製
薬
㈱

田
村
駒
㈱

㈱
タ
ム
ラ
製
作
所

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
谷
産
業
㈱

中
外
製
薬
㈱

中
国
塗
料
㈱

蝶
理
㈱

千
代
田
化
工
建
設
㈱

ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
工
業
㈱

㈱
椿
本
チ
エ
イ
ン

㈱
ツ
ム
ラ

テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ィ
ア
ッ
ク
㈱

Ｄ
Ｉ
Ｃ
㈱

Ｔ
Ｈ
Ｋ
㈱

Ｔ
Ｏ
Ａ
㈱

Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱

Ｔ
Ｐ
Ｒ
㈱

㈱
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

テ
イ
エ
ス
企
画
㈱

テ
イ
・
エ
ス
テ
ッ
ク
㈱

帝
人
㈱

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
㈱

㈱
テ
ィ
ラ
ド

㈱
テ
ク
ノ
ア
ソ
シ
エ

鉄
建
建
設
㈱

テ
ル
モ
㈱

デ
ン
カ
㈱

電
源
開
発
㈱

㈱
デ
ン
ソ
ー

デ
ン
ソ
ー
テ
ク
ノ
㈱

㈱
デ
ン
ソ
ー
テ
ン

㈱
電
通

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
染
工
㈱

㈱
東
海
理
化

東
急
建
設
㈱

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
㈱

東
京
応
化
工
業
㈱

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

東
京
海
上
日
動
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

東
京
ガ
ス
㈱

東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

東
京
製
綱
㈱

東
京
都
教
育
用
品
㈱

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社

㈱
東
京
美
術

㈱
東
芝

東
邦
亜
鉛
㈱

㈱
東
陽

東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱

東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

東
洋
製
罐
㈱

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ 

Ｔ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
㈱

東
洋
電
装
㈱

東
洋
紡
㈱

東
レ
㈱

ト
ー
ア
再
保
険
㈱

ト
ー
ア
メ
ッ
ク
㈱

ト
ー
ソ
ー
㈱

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

凸
版
印
刷
㈱

ト
ピ
ー
工
業
㈱

飛
島
建
設
㈱

㈱
ト
プ
コ
ン

豊
島
㈱

㈱
ト
ヨ
タ
カ
ス
タ
マ
イ
ジ
ン
グ
＆

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

豊
田
合
成
㈱

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱

㈱
豊
田
自
動
織
機

ト
ヨ
タ
車
体
㈱

㈱
豊
田
中
央
研
究
所

豊
田
通
商
㈱

豊
田
鉄
工
㈱

ト
ヨ
タ
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー

ビ
ス
㈱

㈱
ト
ヨ
タ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ト
ヨ
タ
紡
織
㈱

㈱
豊
通
マ
シ
ナ
リ
ー

ト
ヨ
フ
ジ
海
運
㈱

ト
ラ
イ
ス
㈱

㈱
ト
ン
ボ
鉛
筆

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
外
日
東
㈱

長
瀬
産
業
㈱

中
西
金
属
工
業
㈱

ナ
ブ
テ
ス
コ
㈱

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
ニ
コ
ン

西
松
建
設
㈱

㈱
ニ
シ
ヤ
マ

ニ
チ
ア
ス
㈱

ニ
チ
モ
ウ
㈱

㈱
ニ
チ
リ
ン

㈱
ニ
チ
レ
イ

日
揮
グ
ロ
ー
バ
ル
㈱

日
機
装
㈱

㈱
日
建
設
計

日
産
化
学
㈱

日
産
自
動
車
㈱

日
産
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱

㈱
日
新

日
清
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
㈱

日
新
航
空
サ
ー
ビ
ス
㈱

日
清
食
品
㈱

日
清
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

㈱
日
成

ニ
ッ
タ
㈱

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

日
鉄
鉱
業
㈱

日
鉄
物
産
㈱

日
東
工
器
㈱

日
東
電
工
㈱

日
伯
紙
パ
ル
プ
資
源
開
発
㈱

日
販
ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ス
㈱

㈱
ニ
フ
コ

日
本
板
硝
子
㈱

㈱
日
本
カ
ー
ゴ
エ
キ
ス
プ
レ
ス

日
本
ガ
イ
シ
㈱

（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

（
一
社
）
日
本
海
事
検
定
協
会

日
本
紙
パ
ル
プ
商
事
㈱

日
本
貨
物
航
空
㈱

日
本
銀
行

日
本
軽
金
属
㈱

㈱
日
本
経
済
新
聞
社

日
本
ケ
ミ
コ
ン
㈱

日
本
工
営
㈱

日
本
航
空
㈱

日
本
水
産
㈱

日
本
精
機
㈱

日
本
精
工
㈱
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㈱
日
本
製
鋼
所

㈱
日
本
政
策
投
資
銀
行

日
本
製
紙
㈱

日
本
製
鉄
㈱

日
本
生
命
保
険
（
相
）

日
本
ゼ
オ
ン
㈱

㈱
日
本
総
合
研
究
所

日
本
た
ば
こ
産
業
㈱

日
本
中
央
競
馬
会

日
本
通
運
㈱

日
本
電
気
㈱

日
本
電
気
硝
子
㈱

日
本
電
子
㈱

日
本
電
信
電
話
㈱

日
本
道
路
㈱

日
本
特
殊
陶
業
㈱

日
本
ト
ム
ソ
ン
㈱

日
本
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン
グ
㈱

日
本
バ
イ
リ
ー
ン
㈱

日
本
発
条
㈱

日
本
ハ
ム
㈱

日
本
ピ
グ
メ
ン
ト
㈱

日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
㈱

日
本
プ
ラ
ス
ト
㈱

日
本
ペ
イ
ン
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
㈱

日
本
放
送
協
会

(

独)

日
本
貿
易
振
興
機
構

日
本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
㈱

日
本
郵
船
㈱

日
本
郵
便
㈱

ニ
ュ
ー
ロ
ン
グ
㈱

任
天
堂
㈱

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
中
央
金
庫

野
村
證
券
㈱

野
村
貿
易
㈱

㈱
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ー
ク
24
㈱

パ
イ
オ
ニ
ア
㈱

㈱
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
㈱

㈱
博
報
堂

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱

㈱
阪
急
阪
神
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

㈱
バ
ン
ダ
イ

バ
ン
ド
ー
化
学
㈱

阪
和
興
業
㈱

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
Ｐ
Ｆ
Ｕ

久
光
製
薬
㈱

ピ
ジ
ョ
ン
㈱

日
立
金
属
㈱

日
立
建
機
㈱

㈱
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

㈱
日
立
製
作
所

㈱
日
立
ハ
イ
テ
ク

㈱
日
立
物
流

日
野
自
動
車
㈱

ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱

平
田
機
工
㈱

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
フ
ァ
イ
ン
シ
ン
タ
ー

フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱

㈱
フ
ジ
ク
ラ

㈱
不
二
越

不
二
製
油
㈱

㈱
フ
ジ
タ

富
士
通
㈱

㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

富
士
電
機
㈱

㈱
フ
ジ
ト
ラ
ン
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン

富
士
フ
ィ
ル
ム
和
光
純
薬
工
業
㈱

富
士
貿
易
㈱

フ
タ
バ
産
業
㈱

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
㈱

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

古
河
機
械
金
属
㈱

古
河
電
気
工
業
㈱

古
野
電
気
㈱

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
ペ
ガ
サ
ス
グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ク
ス

プ
レ
ス

㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
ポ
ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス

ホ
シ
ザ
キ
㈱

ホ
シ
デ
ン
㈱

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ

レ
ッ
ジ
㈱

㈱
ポ
プ
ラ
社

㈱
堀
場
製
作
所

ホ
ン
ダ
開
発
㈱

本
田
技
研
工
業
㈱

本
田
金
属
技
術
㈱

㈱
ホ
ン
ダ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

㈱
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

㈱
ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク

マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
毎
日
新
聞
社

㈱
前
川
製
作
所

前
田
建
設
工
業
㈱

㈱
マ
キ
タ

㈱
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所

㈱
松
尾
製
作
所

マ
ツ
ダ
㈱

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱

丸
紅
㈱

マ
ル
ホ
㈱

㈱
丸
山
製
作
所

マ
レ
リ
㈱

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
工
業
㈱

㈱
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

美
津
野
㈱

㈱
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル

ー
プ

㈱
三
井
Ｅ
＆
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

三
井
海
洋
開
発
㈱

三
井
化
学
㈱

三
井
金
属
鉱
業
㈱

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

㈱
三
井
住
友
銀
行

三
井
住
友
建
設
㈱

三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
㈱

三
井
製
糖
㈱

三
井
石
油
開
発
㈱

三
井
倉
庫
㈱

㈱
三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク

三
井
物
産
㈱

三
井
不
動
産
㈱

三
井
松
島
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

㈱M
izkan H

oldings

㈱
ミ
ツ
ト
ヨ

㈱
ミ
ツ
バ

㈱
三
葉

三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
㈱

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
㈱

三
菱
地
所
㈱

三
菱
自
動
車
工
業
㈱

三
菱
重
工
業
㈱

三
菱
商
事
㈱

三
菱
製
鋼
㈱

三
菱
倉
庫
㈱

三
菱
電
機
㈱

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
㈱

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン

レ
ー
証
券
㈱

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

三
ツ
星
ベ
ル
ト
㈱

ミ
ツ
ミ
電
機
㈱

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
精
密
工
業
㈱

㈱
村
上
開
明
堂

村
田
機
械
㈱

㈱
村
田
製
作
所

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
港
海
運
㈱

M
eiji S

eika

フ
ァ
ル
マ
㈱

㈱
明
治
屋

明
治
安
田
生
命
保
険

（相）

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
明
電
舎

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱

㈱
メ
タ
ル
ワ
ン

メ
ッ
ク
㈱

㈱
メ
ッ
ツ

㈱
メ
ニ
コ
ン

モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
永
乳
業
㈱

森
六
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
通
商
㈱

㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社

矢
崎
総
業
㈱

㈱
安
川
電
機

八
千
代
工
業
㈱

㈱
山
善

ヤ
マ
ハ
㈱

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱

ヤ
ン
マ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ユ
ア
サ
商
事
㈱

㈱
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

㈱
ユ
タ
カ
技
研

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
ヨ
コ
オ

横
河
電
機
㈱

横
浜
ゴ
ム
㈱

㈱
吉
野
工
業
所

㈱
読
売
新
聞
東
京
本
社

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
天
グ
ル
ー
プ
㈱

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱
リ
ク
ル
ー
ト

㈱
リ
コ
ー

理
想
科
学
工
業
㈱

菱
電
商
事
㈱

リ
ョ
ー
ビ
㈱

リ
ン
テ
ッ
ク
㈱

リ
ン
ナ
イ
㈱

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
ー
ム
㈱

ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ
Ｋ
Ｋ
㈱

㈱
ワ
コ
ー
ル

㈱
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
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学
校
会
員

愛
光
中
学
・
高
等
学
校

愛
知
高
等
学
校

愛
知
工
業
大
学
名
電
中
学
校
・
高

等
学
校

ア
オ
バ
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

青
山
学
院

青
山
学
院
横
浜
英
和
中
学
高
等
学
校

旭
川
明
成
高
等
学
校

朝
日
塾
中
等
教
育
学
校

ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
国
際
中
学
校
高

等
学
校

跡
見
学
園

育
英
西
中
学
校
・
高
等
学
校

市
川
中
学
校
・
高
等
学
校

岩
田
中
学
校
・
高
等
学
校

上
野
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

鶯
谷
中
学
・
高
等
学
校

宇
都
宮
海
星
学
園

Ａ
Ｉ
Ｅ
国
際
高
等
学
校

栄
徳
高
等
学
校

英
理
女
子
学
院
高
等
学
校

江
戸
川
学
園

Ｎ
高
等
学
校

N
IC International H

igh School

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

Ｌ
Ｃ
Ａ
国
際
小
学
校

桜
美
林
中
学
校
・
高
等
学
校

鷗
友
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校

大
阪
学
芸
高
等
学
校
附
属
中
学
校

大
阪
国
際
大
和
田
中
・
高
等
学
校

（
大
阪
国
際
学
園
）

大
阪
女
学
院

大
阪
市
立
水
都
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
専
門
学
校

大
妻
中
学
校

大
妻
多
摩
中
学
高
等
学
校

大
妻
中
野
中
学
校
・
高
等
学
校

岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校

沖
縄
尚
学
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校

開
志
国
際
高
等
学
校

海
城
中
学
・
高
等
学
校

開
成
中
学
校
・
高
等
学
校

開
智
小
学
校
（
総
合
部
）

海
陽
学
園

か
え
つ
有
明
中
学
校
・
高
等
学
校

学
習
院

鹿
島
学
園

春
日
部
共
栄
中
学
高
等
学
校

加
藤
学
園

神
奈
川
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校

鎌
倉
学
園

鎌
倉
女
子
大
学
中
等
部
・
高
等
部

カ
リ
タ
ス
女
子
中
学
高
等
学
校

川
村
中
学
校
・
高
等
学
校

関
西
大
学

関
西
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

関
西
大
倉
中
学
校
・
高
等
学
校

関
西
学
院

関
西
学
院
千
里
国
際
中
等
部・高
等
部

環
太
平
洋
大
学

神
田
女
学
園
中
学
校
高
等
学
校

関
東
学
院
中
学
校
高
等
学
校

関
東
学
院
六
浦
中
学
校
・
高
等
学
校

関
東
国
際
学
園

九
州
大
学

暁
星
国
際
学
園

京
都
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

京
都
外
国
語
大
学

京
都
光
華
高
等
学
校

京
都
聖
母
学
院
小
学
校

京
都
聖
母
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

共
立
女
子
学
園

金
城
学
院
中
学
校
高
等
学
校

金
蘭
千
里
中
学
校
・
高
等
学
校

国
本
学
園

公
文
学
園

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校

ぐ
ん
ま
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー

慶
應
義
塾
湘
南
藤
沢
中
・
高
等
部

慶
應
義
塾
女
子
高
等
学
校

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院

京
華
中
学
・
高
等
学
校

京
華
女
子
中
学
・
高
等
学
校

恵
泉
女
学
園

啓
明
学
院

啓
明
学
園

敬
和
学
園
高
等
学
校

工
学
院
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

弘
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校

攻
玉
社
学
園

麴
町
学
園
女
子
中
学
校
高
等
学
校

佼
成
学
園
中
学
高
等
学
校

佼
成
学
園
女
子
中
学
高
等
学
校

神
戸
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校

神
戸
野
田
高
等
学
校

高
野
山
高
等
学
校

国
際
学
園（
星
槎
国
際
高
等
学
校
）

国
際
高
等
専
門
学
校

国
際
基
督
教
大
学

駒
込
中
学
校
・
高
等
学
校

コ
ロ
ン
ビ
ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
（
高
等
部
）

栄
東
中
学
・
高
等
学
校

作
新
学
院
中
等
部

佐
久
長
聖
中
学
・
高
等
学
校

桜
丘
中
学
・
高
等
学
校

自
修
館
中
等
教
育
学
校

実
践
学
園
中
学
・
高
等
学
校

実
践
女
子
学
園

品
川
エ
ト
ワ
ー
ル
女
子
高
等
学
校

品
川
翔
英
中
学
・
高
等
学
校

品
川
女
子
学
院
中
等
部
・
高
等
部

芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学
高
等
学
校

渋
谷
教
育
学
園

㈱
志
満
育
英
会
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

日
本
人
幼
稚
園
）

上
海
美
し
が
丘
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
幼
稚
園

秀
光
中
等
教
育
学
校
・
仙
台
育
英

学
園
高
等
学
校

自
由
の
森
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

十
文
字
中
学
・
高
等
学
校

淑
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

順
天
中
学
校
・
高
等
学
校

松
蔭
中
学
校
・
高
等
学
校

樟
蔭
中
学
校
・
樟
蔭
高
等
学
校

頌
栄
女
子
学
院

城
西
大
学
附
属
城
西
中
学
・
高
等
学
校

上
智
学
院

聖
徳
学
園
中
学
・
高
等
学
校

湘
南
学
園
小
学
校

湘
南
白
百
合
学
園
中
学
・
高
等
学
校

昌
平
中
学
・
高
等
学
校

昭
和
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
中
学
校

　

・
高
等
学
校

女
子
聖
学
院
中
学
高
等
学
校

如
水
館
中
学
高
等
学
校

白
百
合
学
園

巣
鴨
中
学
校
・
高
等
学
校

逗
子
開
成
学
園

須
磨
学
園

成
蹊
学
園

成
城
学
園
中
学
校
高
等
学
校

聖
心
女
子
学
院

清
泉
女
学
院

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
園
中
学
高
等
学
校

星
美
学
園
中
学
校
高
等
学
校

西
武
学
園
文
理
小
学
校

西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
等
学
校

西
武
台
千
葉
中
学
校
・
高
等
学
校

青
稜
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
ヨ
ゼ
フ
学
園
中
学
・
高
等
学
校

聖
和
学
院

洗
足
学
園

捜
真
女
学
校
中
学
部
・
高
等
学
部

高
輪
学
園

滝
高
等
学
校

玉
川
学
園

千
葉
大
学

中
央
大
学

中
京
大
学

中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学
校

中
部
大
学

筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学
校

土
浦
日
本
大
学
学
園

鶴
学
園
／
な
ぎ
さ
公
園
小
学
校

鶴
学
園
／
広
島
な
ぎ
さ
中
学
校
・

高
等
学
校

帝
京
中
学
高
等
学
校

帝
京
大
学
小
学
校

帝
京
大
学
可
児
高
等
学
校
中
学
校

帝
京
ロ
ン
ド
ン
学
園

田
園
調
布
学
園
中
等
部
・
高
等
部

テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

桐
蔭
学
園
高
等
学
校
・
中
等
教
育

学
校
・
桐
蔭
学
園
中
学
校

東
京
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

東
京
学
芸
大
学

東
京
家
政
大
学
附
属
女
子
中
学
校

　

・
高
等
学
校

東
京
女
学
館

東
京
女
子
学
院
中
学
校
高
等
学
校

東
京
成
徳
大
学
中
学
・
高
等
学
校

東
京
都
市
大
学
等
々
力
中
学
校
・

高
等
学
校

東
京
都
市
大
学
付
属
中
学
校
・
高

等
学
校

東
京
都
立
大
学

東
京
都
立
白
鷗
高
等
学
校
附
属
中

学
校

桐
光
学
園

同
志
社

桐
朋
学
園

東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学
校
高
等
学
校

東
葉
高
等
学
校

東
洋
学
園
大
学

東
洋
大
学
附
属
姫
路
中
学
校
・
高

等
学
校

ト
キ
ワ
松
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

豊
島
岡
女
子
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

ド
ル
ト
ン
東
京
学
園
中
等
部
・
高
等
部

中
村
中
学
校
・
高
等
学
校

名
古
屋
中
学
校
・
高
等
学
校

名
古
屋
国
際
学
園

名
古
屋
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校

南
山
学
園

新
島
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

西
大
和
学
園

新
渡
戸
文
化
学
園

日
本
大
学

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
・
高

等
学
校

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学
院

白
鵬
女
子
高
等
学
校

函
館
ラ
・
サ
ー
ル
学
園

八
王
子
学
園

は
つ
し
ば
学
園
小
学
校

初
芝
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校

浜
松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学
校

東
山
中
学
・
高
等
学
校

ビ
ジ
ネ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
大
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
高
等
学
校

広
尾
学
園
中
学
校
高
等
学
校

広
尾
学
園
小
石
川
中
学
校
・
高
等

学
校

福
岡
雙
葉
中
学
校
高
等
学
校

不
二
聖
心
女
子
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校

富
士
見
中
学
高
等
学
校

富
士
見
丘
中
学
高
等
学
校

藤
村
女
子
中
学
・
高
等
学
校

文
化
杉
並
学
園

文
京
学
院
大
学
女
子
高
等
学
校
中

学
校

法
政
大
学
国
際
高
等
学
校

宝
仙
学
園

堀
越
学
園
（
穎
明
館
中
学
・
高
等

学
校
）

幕
張
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

聖
園
女
学
院
高
等
学
校
・
中
学
校

三
田
国
際
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

宮
城
学
院
中
学
校
高
等
学
校

明
星
学
園
小
学
校

明
星
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

武
庫
川
女
子
大
学
附
属
中
学
校
・

高
等
学
校

武
蔵
野
大
学
附
属
千
代
田
高
等
学
院

武
蔵
野
東
学
園

茗
溪
学
園

明
治
大
学

明
星
学
苑

明
徳
義
塾

目
白
研
心
中
学
校
・
高
等
学
校

森
村
学
園
中
等
部
・
高
等
部

柳
川
高
等
学
校

山
脇
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

横
浜
中
学
校
・
高
等
学
校

横
浜
雙
葉
学
園

代
々
木
グ
ロ
ー
バ
ル
高
等
学
院

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校

立
教
英
国
学
院

立
教
女
学
院
中
学
校

立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校

立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高
等
学
校

立
命
館
守
山
中
学
校
・
高
等
学
校

リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

ル
ネ
サ
ン
ス
高
等
学
校

麗
澤
中
学
・
高
等
学
校

麗
澤
瑞
浪
中
学
・
高
等
学
校

わ
せ
が
く
高
等
学
校

早
稲
田
大
学

早
稲
田
佐
賀
中
学
校
・
高
等
学
校

早
稲
田
渋
谷
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
校

早
稲
田
摂
陵
中
学
校
・
高
等
学
校

和
洋
学
園



漢字漢字漢字
ブレット・メイヤー

In English, we pretty much have one way to ring in the new 
year: Happy New Year!
Japanese has a variety of phrases used in conversation and 
on New Year’s cards, including:

明けましておめでとうございます！

The character ‘bright’ (明 ) now looks like a sun (日 ) paired with a moon (月 ), two 
things that light up the sky. However, it is thought that the ‘sun’ was originally a 
window!

According to this theory, on a dark night, the moon shines in through the window 
and ‘brightens’ a room, leading to this character’s meaning.

Another phrase often seen around New Year’s is:

迎 春
This refers to the ‘welcoming’ (迎 ) of ‘Spring’ (春 ).
迎 is a strange looking character. It uses the radical shin’nyou (　 ) which depicts a 
foot (足 ) traveling forward along a path (彳 ).　

The component sitting atop 　 kind of looks like the letters “C” and “P,” so I like to 
remember it as “Come Pick me up!” which relates to the Japanese word 迎える .

The second character Spring (春 ) was originally a new plant sprouting from the 
ground thanks to the warm springtime sun.

I hope everyone has a happy and healthy new year ! 
Here‘s to many new and fascinating kanji discoveries in 2022 !

　アメリカ・ニュージャージー州生まれ。
非漢字圏出身者で初めて漢字検定一級に
合格。

https://www.facebook.com/BretMayer/

「ＫＡＮＪＩ」はおもしろい！

I hope everyone has a happy and healthy new year ! 
Here‘s to many new and fascinating kanji discoveries in 2022 !
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多
種
多
様
な
島
「
グ
ア
ム
」

　
マ
リ
ア
ナ
諸
島
最
南
端
の
位
置
に
浮
か
ぶ
小
さ

な
島
グ
ア
ム
。
こ
の
淡
路
島
ほ
ど
の
島
は
日
本
か

ら
約
二
五
〇
〇
㌔
㍍
離
れ
た
位
置
に
あ
り
、
世
界

有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
人
口

は
約
十
六
万
人
で
、
先
住
民
で
あ
る
チ
ャ
モ
ロ
人

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
が
居
住
し
て
い
る
多

様
性
あ
ふ
れ
る
島
で
あ
る
。

　
日
本
人
の
数
は
約
三
二
〇
〇
人
ほ
ど
で
、
日
本

人
会
を
中
心
に
現
地
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
特
に
「
秋
祭
り
」
は
グ
ア
ム
で
最
大
規

模
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
グ

ア
ム
島
民
の
一
大
行
事
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
島
の
行
事
の
多
く

が
中
止
、
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な

っ
た
が
、「Stay hom

e！

」
を
合
い
こ
と
ば
に
、

徹
底
し
た
行
動
制
限
と
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
る
対
応
で
、
現
在
、
感
染
状
況
は
落
ち
着
き
を

見
せ
て
い
る
。

現
地
の
教
育
環
境

　
グ
ア
ム
の
教
育
制
度
は

ア
メ
リ
カ
に
準
じ
て
い
て
、

義
務
教
育
は
幼
稚
園
一
年・

小
学
校
五
年
・
中
学
校
三

年
・
高
校
四
年
の
十
三
年

間
で
、
公
立
校
の
授
業
料

は
無
料
で
あ
る
。
新
学
期

は
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

基
本
的
に
二
学
期
制
で
あ
る
。

　
私
立
校
は
ほ
と
ん
ど
が
宗
教
系
だ
が
、
軍
関
係

の
学
校
や
チ
ャ
モ
ロ
人
の
学
校
も
あ
る
。
日
本
人

家
庭
の
場
合
は
、
高
水
準
の
教
育
を
求
め
て
本
校

を
含
む
私
立
校
に
通
わ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

ま
た
、
現
地
の
公
立
校
に
通
わ
せ
な
が
ら
土
日
は

本
校
の
補
習
授
業
校
で
日
本
の
教
育
を
受
け
さ
せ

る
家
庭
も
多
い
。

　
日
本
の
学
校
と
の
大
き
な
違
い
は
始
業
・
終
業

時
間
で
あ
る
。
日
中
の
暑
さ
を
避
け
る
た
め
、
早

朝
七
時
前
か
ら
始
業
す
る
学
校
も
あ
る
。
ま
た
法

律
上
、
子
ど
も
を
ひ
と
り
に
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
か
ら
、
ど
の
学
校
も
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
利
用
す
る
か
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
が
必

要
に
な
る
。
終
業
時
間
は
各
校
で
差
が
あ
る
が
、

多
く
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
に
登
録
し
て
お
け
ば
五
時
過
ぎ
ま
で
見
て
も
ら

え
る
。
本
校
も
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
活
動
と
し

て
、
学
童
保
育
、
補
習
授
業
校
と
連
携
し
て
の
国

語
と
算
数
の
教
科
指
導
、
日
本
語
会
話
、
英
語
学

習
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

スキューバダイビングも人気
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夕暮れのビーチ

グアム島

校舎全景

現地校とのオンライン交流

コロナ禍でのオンライン授業

The Japanese School of Guam
URL  https://japaneseschoolguam.com
児童生徒数　幼＝17人　小＝31人　中＝11人

グアム
海外校シリーズ

●アメリカ・グアム準州●

グアム日本人学校 

https://japaneseschoolguam.com
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世
界
へ
羽
ば
た
け	
	

	

グ
ア
ム
っ
子
！

　
本
校
の
校
訓
は
一
九
八
九
年
の
創
立
以
来
「
夢

が
あ
り 

羽
ば
た
く
子（H

A
V

E A
 D

REA
M

TH
EN

 YO
U

 C
A

N
 FLY

）」
で
あ
る
。
幼

稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
、
補
習
授
業
校
を
一
つ

の
施
設
内
に
有
し
て
い
て
、
小
規
模
な
が
ら
も
多

様
な
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
か
か
わ
り
合
う
学
校

と
な
っ
て
い
る
。

　
校
訓
の
実
現
に
向
け
て
、
体
験
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
多
く
と
り
入
れ
て
い
る
が
、
日
々
の
教
科
指

導
で
は
特
に
国
語
科
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
重
視
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。
国
語
科
で
は
図
書

館
蔵
書
の
充
実
、
毎
朝
の
全
校
読
書
活
動
、
月
一

回
の
音
読
集
会
、
上
級
生
が
下
級
生
へ
行
う
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
日
本
語
を
読
み
・
話
す
活
動
に
、

日
常
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
面
で
は
、

校
内w

i-fi

の
整
備
、
全
教
室
・
特
別
教
室
へ
の

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
と
電
子
黒
板

の
設
置
、
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
の
活
用
、
児

童
生
徒
へ
の
個
人
用

iPad

の
貸
し
出
し

な
ど
環
境
の
充
実
を

は
か
り
、
そ
れ
ら
の

機
器
を
授
業
で
活
用

し
な
が
ら
、
自
分
で

考
え
発
信
す
る
力
の

育
成
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　
ま
た
英
語
圏
の
学
校
と
し
て
英
語
学
習
に
も
力

を
入
れ
て
い
て
、
小
学
部
一
年
生
か
ら
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
教
師
に
よ
る
週
三
回
の
英
語
の
授

業
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
部
で
は
そ
れ
に
加
え
て

日
本
の
教
師
に
よ
る
外
国
語
の
授
業
も
行
い
、
日

本
国
内
の
受
験
対
策
も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　
日
本
文
化
を
発
信
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
と
し

て
、
外
部
講
師
に
よ
る
落
語
や
日
本
舞
踊
の
体
験

学
習
、
現
地
校
と
の
国
際
交
流
、
秋
祭
り
へ
の
参

加
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
地
の
人
々
は
運
動
会
な
ど
日
本
独
自
の
行
事
だ

け
で
な
く
、
日
本
人
学
校
の
礼
儀
、
あ
い
さ
つ
、

毎
日
の
掃
除
な
ど
、
日
本
で
は
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
魅
力
を
感
じ
、
ぜ
ひ
こ
の
学
校

に
通
わ
せ
て
み
た
い
と
い
う
保
護
者
も
徐
々
に
増

え
つ
つ
あ
る
。
多
く
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
本

校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
グ
ア
ム
の
青
い
海
や

空
の
よ
う
に
大
き
く
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
二
〇
二
一
年
十
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

スクールパフォーマンス

中学年

低学年

冬の餠つき大会

全校での遠足
～フムジョンマングロー山～

現地校との直接交流

上級生による本の読み聞かせ

── 運動会の様子 ──
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LʼÉcole Japonaise Complémentaire de Marseille
URL  https://sites.google.com/site/ecolejaponaisemrs/ecole-jp-mrs-france
児童生徒数　幼＝17人　小＝27人　中＝6人

元
気
な
港
町
、
マ
ル
セ
イ
ユ

　
年
間
三
〇
〇
日
以
上
が
晴
天
の
プ
ロ
バ
ン
ス
地

方
。
北
西
か
ら
の
乾
い
た
強
風
ミ
ス
ト
ラ
ル
が
吹

く
と
、
雨
雲
も
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
う
。
フ
ラ
ン

ス
最
古
の
都
市
マ
ル
セ
イ
ユ
は
地
中
海
に
面
し
、

紀
元
前
六
〇
〇
年
ご
ろ
に
ギ
リ
シ
ャ
の
フ
ォ
カ
イ

ア
人
が
港
を
築
い
て
以
来
、
そ
の
良
港
を
め
ぐ
る

激
し
い
覇
権
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
人

口
約
八
十
六
万
人
と
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
貿
易
港

の
町
と
な
っ
た
い
ま
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
行

き
交
う
国
際
都
市
で
あ
る
。

ま
た
二
〇
一
三
年
に
欧
州
文

化
首
都
に
指
定
さ
れ
た
の
を

機
に
、
独
創
的
な
現
代
建
築

が
次
々
に
建
て
ら
れ
、
文
化

的
な
一
面
も
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
市
内
に
い
く

つ
か
あ
る
ビ
ー
チ
は
、
五
月

か
ら
青
い
海
と
青
い
空
、
眩

ま
ば
ゆ

い
日
差
し
を
求
め
る
人
々
で

に
ぎ
わ
う
。

　
地
中
海
人
気
質
の
マ
ル
セ

イ
ユ
の
人
々
は
、
あ
く
せ
く

せ
ず
、
大
ら
か
で
、
声
も
大

き
い
。
人
と
人
と
の
垣
根
が

低
い
よ
う
に
感
じ
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
国
歌
は
「
ラ
・
マ
ル

セ
イ
エ
ー
ズ
」
と
い
う
が
、

も
と
は
一
七
九
二
年
に
始
ま

っ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
争
時

に
、
工
兵
将
校
で
あ
っ
た
ル
ー
ジ
ェ
・
ド
・
リ
ー

ル
が
作
詞
作
曲
し
た「
ラ
イ
ン
軍
の
た
め
の
軍
歌
」

と
い
う
曲
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら

来
た
義
勇
兵
が
歌
い
広
め
て
有
名
に
な
り
、「
ラ
・

マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」と
い
う
名
で
定
着
し
た
の
で

あ
る
。
大
き
な
声
で
勇
ま
し
く
歌
い
、
人
々
の
心

を
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
地
の
教
育
環
境

　
二
〇
一
九
年
度
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
義
務
教
育

は
幼
稚
園
の
三
歳
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
移
民
が
多
く
、
海
外
県
を
含
む
フ
ラ
ン
ス

の
子
ど
も
た
ち
の
語
彙
レ
ベ
ル
の
差
が
、
教
育
、

ひ
い
て
は
社
会
の
格
差
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
現

実
を
重
視
し
て
、
小
学
校
に
上
が
る
時
点
で
平
等

に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
学
校
教
育
の
使
命
は
知

識
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
価
値
観
を
与
え
る

こ
と
に
も
あ
る
と
し
、
幼
少
期
か
ら
他
者
へ
の
理

解
、
尊
重
、
連
帯
を
教
え
る
。
そ
れ
が
い
じ
め
と

い
う
社
会
現
象
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
公
立
に
限
れ
ば
高
校
ま
で
は
無

料（
給
食
費
は
親
の
収
入
に
よ
る
）、
大
学
も
年

に
数
万
円
ほ
ど
の
登
録
料
だ
け
で
あ
る
。
国
家
予

算
の
約
四
分
の
一
を
教
育
省
に
充
て
て
い
る
の
だ

が
、
税
金
、
社
会
保
険
費
と
い
っ
た
国
民
負
担
は

フ
ラ
ン
ス
の
方
が
日
本
よ
り
大
き
い
。

　
教
育
に
重
き
を
置
い
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
だ
が
、

学
校
は
市
に
よ
っ
て
水
曜
日
も
休
み
。
そ
し
て
バ
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カ
ン
ス
は
本
気
で
大
事
な
フ
ラ
ン
ス
人
、
子
ど
も

た
ち
も
二
カ
月
ご
と
に
二
週
間
の
プ
チ
バ
カ
ン
ス
、

夏
に
は
二
カ
月
の
グ
ラ
ン
ド
バ
カ
ン
ス
が
待
っ
て

い
る
。

　
在
留
邦
人
の
子
ど
も
の
多
く
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

授
業
が
行
わ
れ
る
現
地
校
に
通
っ
て
い
る
が
、
駐

在
員
家
庭
な
ど
、
滞
在
期
間
が
短
い
場
合
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
選
択
す
る
場
合
が

多
い
よ
う
だ
。

マ
ル
セ
イ
ユ
補
習
校		

	

設
立
四
十
周
年

　
本
校
は
一
九
八
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
今
年
、

二
〇
二
二
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
る
。
現
在
の
児

童
生
徒
数
は
、
幼
稚
園
部
を
含
め
て
五
十
人
。
日

本
と
同
じ
よ
う
に
、
四
月
に
新
年
度
を
迎
え
、
三

月
に
終
了
す
る
。
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
マ
ル
セ

イ
ユ
市
内
の
公
立
高
校
の
十
教
室
を
借
り
て
授
業

を
行
い
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
日
本
の
図
書
を
多

数
取
り
そ
ろ
え
、
貸
し
出
し
も
し
て
い
る
。

　
幼
稚
園
部
は
保
護
者
講
師
が
長
年
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
駆
使
し
、
年
長
修
了
ま
で
に
、
ひ
ら
が
な

と
カ
タ
カ
ナ
の
学
習
を
終
え
、
小
学
校
の
授
業
が

ス
ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
ん
で
い
る
。
ア
ト
リ
エ
の
時
間
も
あ
り
、
季
節

や
行
事
、
日
本
の
文
化
を
意
識
し
た
テ
ー
マ
を
中

心
に
毎
週
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
を
、
年
少
・
年

中
・
年
長
の
子
ど
も
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て

楽
し
ん
で
い
る
。
な
か
に
は
プ
ロ
の
調
理
人
の
保

護
者
も
い
て
、
お
に
ぎ
り
、
フ
ル
ー
ツ
白
玉
、
イ

チ
ゴ
大
福
な
ど
、
日
本
を
味
わ
え
る
・
つ
く
っ
て

楽
し
い
・
食
べ
て
お
い
し
い
調
理
実
習
も
あ
り
大

好
評
だ
。
園
児
た
ち
が
三
角
巾
に
エ
プ
ロ
ン
姿
で

調
理
に
奮
闘
す
る
姿
は
微ほ

ほ
え笑
ま
し
い
。
秋
に
は
ミ

ニ
運
動
会
も
行
い
、
パ
ン
食
い
競
走
や
玉
入
れ
等

を
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　
小
学
部
は
三
時
間
、
中
学
部
は
二
時
間
授
業
で
、

す
べ
て
国
語
の
授
業
。
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

含
め
た
講
師
で
行
っ
て
い
る
。
漢
字
テ
ス
ト
は
二

種
類
あ
り
、
一
つ
は
新
出
漢
字
テ
ス
ト
、
も
う
一

つ
は
漢
字
達
成
テ
ス
ト
と
呼
ぶ
復
習
テ
ス
ト
で
あ

る
。
漢
字
達
成
テ
ス
ト
は
一
〇
〇
点
を
取
ら
な
い

と
次
の
テ
ス
ト
に
進
め
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
各
テ
ス
ト
と
も
が
ん
ば
っ
て
成
果
を
挙
げ
た

子
ど
も
に
は
賞
状
を
渡
し
て
い
る
。
海
外
に
い
な

が
ら
の
漢
字
習
得
は
難
し
く
、
保
護
者
た
ち
も
子

ど
も
た
ち
に
や
る
気
を
持
た
せ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
。
ま
た
音
読
に
も
力
を
入
れ
、
読
ん
だ
回
数
、

評
価
を
書
き
込
む
音
読
カ
ー
ド
も
用
意
し
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
残
念
な

が
ら
中
止
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
通
常

の
授
業
の
ほ
か
に
入
学
・
始
業
式
、
コ
ー
ト
ダ
ジ

ュ
ー
ル
校
と
の
合
同
運
動
会
、
音
読
会
、
バ
ザ
ー
、

新
年
会
、
そ
し
て
年
度
末
の
学
習
発
表
会
と
い
っ

た
行
事
も
行
っ
て
い
る
。

　
本
校
も
今
年
で
四
十
歳
。
設
立
当
初
在
籍
し
て

い
た
児
童
も
も
う
立
派
な
大
人
だ
と
想
像
す
る
と

感
慨
深
い
。
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち
に
日
本
語

を
教
え
、
和
の
心
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
責
任
を

感
じ
る
も
の
で
あ
る
。（

二
〇
二
一
年
十
月
現
在
）

コートダジュール補習授業校との合同運動会学習発表会　年少・年長合同発表

幼稚園部アトリエ　魚釣り

新年書き初め

中
学
部
１
年　

国
語

小学部６年　国語

子 ど も た ち か ら



×立正大学法学部コラボ企画

「法 …」義講いし難「」ドーレパンオの語用門専いなれ慣き聞「」記暗丸の文条「 ？かすで何はのもるすジーメイてい聞と」学
こんなイメージから、なかなか親しみが持てないのも事実でしょう。

しかし実は、コンビニでパンを買ったり、電車やバスに乗るといったごく日常的な行為すべてが、
法律に定められたルールに従っておこなわれていることをご存知ですか？
法律は、私たちの実生活と切っても切れない、とても密接なものです。

「法学」を学ぶということは、法の考え方を理解し、現実の社会で生かすことです。
ここでは、「難しい」「硬い」という印象の強い「法学」が、
実は「身近で親しみやすい」学問であることを、
立正大学法学部の教員が紹介します。

実
高校生のための「法学」講座

法学 のハナシ」「
はやさしい

画面内どこでも
クリックすると

専用サイトが出ます

例えば・・・
●カンニングは罪に問われるの？
●約束と契約ってどう違うの？
●無期懲役って軽い刑罰なの？

▶気になる回答は
　大学通信HP専用サイトへ

●様々な放課後クラブ活動
●専門家による専科学習（書写、音楽、図工）
●ドアツードアのスクールバス送迎
　マンハッタンへは3便、ＮＪ地区は5便運行　
　マンハッタンミッドタウンから車で20分
●付属語学教育施設での
　選択制土曜日 英語・日本語クラス設置

米国非営利学校法人
創 立 1 9 7 9 年  ニューヨーク育英学園
J a p a n e s e  C h i l d r e n ' s  S o c i e t y

幼小一貫全日制教育

日英バイリンガル教育
〈NY育英 Cross Method〉

★毎日1時間の英語＋金曜日1日英語
★１週間の1/3が英語学習
★充実の7段階習熟度別の英語クラス編成
★ネイティブレベルは現地校の
　ランゲージアートの教科書を使用

●日本の文部科学省のカリキュラム準拠＋現地校英語

関連施設
・現地校在籍者のための補習授業校部門
　（NJ州・マンハッタン・NY州Long Islandに設置）
・サマーデイキャンプ・スキーキャンプ・各種検定海外会場

ニューヨークでバイリンガル教育

マンハッタンキャンパス
フレンズアカデミー 全日制たんぽぽ幼稚園
310 West 103rd St., New York, NY 10025  Phone: (212)935-8535

ニュージャージー
キ ャ ン パ ス 全日制/幼児部・小学部
8 West Bayview Ave., Englewood Cliffs, NY 07632  Phone: (201)947-4832

www.JapaneseSchool.org

info.nyikuei@gmail.com
お問い合せ

https://japaneseschool.org/
https://www.univpress.co.jp/university/rissho_law/13th_lecture/


〒102-0076 東京都千代田区五番町 5-18　TEL：03-3234-1881　FAX：03-3234-5529
上智大学・法政大学まで徒歩 10 分　URL：https://www.ichigaya-jgh.jp/
資料のご請求は弊館ホームページ資料請求フォームよりお願いいたします。

市ヶ谷女子学生ハイツ
教科書の実教出版経営

フロント 居室 お食事 レストラン
大学へ秋からご入学の方もご相談に応じます。

24時間有人管理で安心です。お嬢様の安全
を日々確認、離れてお住まいの親御様に替
わって、東京での学生生活を見守ります。

2010年耐震補強工事実施。万全の防災防犯
設備を備え、訪問販売や勧誘などもフロン
トでシャットアウトします。

プライバシー重視の全室個室です。必要な家
具が揃い冷暖房完備。
インターネットが使い放題です。

JRと地下鉄3線乗り入れの市ケ谷駅から徒
歩2分。ほとんどの大学へ30分以内で行く
ことができます。

安心

安全

快適

便利

https://www.ichigaya-jgh.jp/
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Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
か
ら
北
に
バ
ス
で
二
十

分
、
佐
賀
市
内
を
一
望
に
見
下
ろ
す
高

台
に
、
弘
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校
が

あ
る
。

　

隣
に
『
葉
隠
』
に
因ち

な

む
史
跡
が
あ
る

な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
佐
賀
（
旧
肥
前

鍋
島
藩
）の
哲
学
的
な
中
心
地
と
な
っ
て

き
た
場
所
だ
。
全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま

っ
て
く
る
進
学
校
な
の
で
、「
福
岡
空

港
か
ら
高
速
バ
ス
で
四
十
五
分
…
…
」

の
案
内
が
欠
か
せ
な
い
。

　

佐
賀
の
地
は
昔
か
ら
“
教
育
熱
心
”

と
さ
れ
る
土
地
柄
だ
が
、
半
世
紀
前
こ

ろ
か
ら
県
外
の
全
寮
制
進
学
校
に
人
材

が
流
出
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
九
八
七
年
、「
現

代
の
藩
校
を
」
と
い
う
地
元
の
期
待
を

担
っ
て
、
全
寮
制
男
子
校
が
設
立
さ
れ

た
。
校
名
も
、
か
つ
て
の
藩
校
「
佐
賀

弘
道
館
」に
因
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
二
〇
〇
二
年
に
高
校
が
、
二

〇
〇
七
年
に
は
中
学
校
が
共
学
化
さ
れ

た
。
ま
た
、
現
在
は
自
宅
か
ら
の
通
学

も
認
め
ら
れ
、
二
割
前
後
の
生
徒
が
バ

ス
で
通
学
し
て
い
る
。
学
寮
は
三
つ
。

中
一
・
二
の
た
め
の
「
ア
カ
デ
ミ
ア
ハ

ウ
ス
」（
男
女
別
棟
）
が
校
内
に
あ
り
、

中
三
～
高
三
の
た
め
の
男
子
寮
「
陽
光

学
舎
」と
女
子
寮
の「
ド
ー
ミ
ー
・

パ
ル
」
が
学
校
か
ら
歩
い
て
十
数

分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

勉
強
は

〝
最
も
過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
〟

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
維
新
に
か

け
て
活
躍
し
た「
佐
賀
の
七
賢
人
」

（
江
藤
新
平
、
大
隈
重
信
な
ど
）は
、

郷
土
の
誇
り
で
も
あ
る
。「
薩
長

土
肥
」
と
称
さ
れ
た
明
治
政
府
高
官
の

な
か
で
も
秀
才
と
さ
れ
る
先
人
が
多
い

の
だ
。
同
校
創
立
以
来
の
教
員
で
、
校

長
八
年
目
の
楢
﨑
浩
史
先
生
の
こ
と
ば

の
端
々
に
、
近
代
日
本
の
礎
と
な
っ
た

人
材
を
輩
出
し
て
き
た
佐
賀
の
誇
り
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
「
全
国
か
ら
優
秀
な
生
徒
が
集
ま
り
、

七
賢
人
を
は
じ
め
と
す
る
先
人
の
姿
に

思
い
を
馳は

せ
な
が
ら
、
夢
を
か
な
え
よ

う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
晴
れ
て
い
れ
ば
長
崎
の
普

賢
岳
ま
で
望
め
る
風ふ

う
こ
う光
明め
い
び媚
な

自
然
の
な
か
で
、
浩こ

う

然ぜ
ん

の
気
を

養
え
ま
す
」

　

医
学
部
を
中
心
と
す
る
進
学

実
績
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
「
将
来
、
人
の
命
に
か
か
わ
る
仕
事
に

就
く
者
も
多
い
の
で
、
人
と
な
り
や
心

を
育
て
て
お
き
た
い
で
す
ね
。
だ
か
ら

寮
生
活
で
、
社
会
に
出
て
か
ら
生
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
人
間
力
を

育
み
ま
す
。
本
校
に
は
寮
の
成
績
書
、

そ
し
て
卒
寮
証
書
も
あ
る
ん
で
す
。
保

護
者
も
、
集
団
の
な
か
で
の
我
が
子
の

長
所
・
短
所
が
わ
か
り
ま
す
」

　

陸
上
競
技
や
射
撃
の
全
国
大
会
、
あ

る
い
は
新
聞
、
科
学
な
ど
の
全
国
コ
ン

テ
ス
ト
で
も
、
同
校
の
名
前
を
目
に
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　
「
中
学
生
は
全
員
、
部
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
を
入
学
前
か
ら
明
示
し
て
い

ま
す
。
高
校
か
ら
は
任
意
で
す
が
、
六

割
程
度
は
高
校
生
に
な
っ
て
も
継
続
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
練
習
時
間
は
毎

日
、
正
味
一
時
間
の
み
。
そ
の
制
限
の

な
か
で
、
い
か
に
自
分
を
高
め
て
い
く

か
、
変
え
て
い
く
か
を
工
夫
す
る
わ
け

で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
通
常
の
勉
強
こ

そ
が
最
も
過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
よ（
笑
）」

女子寮の談話室でALTと

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

校
舎
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藩
校
型

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　

記
者
は
、
と
も
す
る
と
“
藩
校
”
の

イ
メ
ー
ジ
に
引
っ
張
ら
れ
、
帰
国
生
で

も
大
丈
夫
か
と
心
配
に
な
る
。

　
「
創
立
当
初
は
男
子
校
で
バ
ン
カ
ラ

な
雰
囲
気
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

女
子
が
三
割
強
い
ま
す
し
、
そ
の
女
子

が
男
子
に
負
け
て
い
な
い
ん
で
す
ね

（
笑
）。
皆
、
外
向
き
で
明
る
い
子
た
ち

で
す
。
説
明
会
等
で
保
護
者
に
は
『
う

ち
の
卒
業
生
を
見
て
く
だ
さ
い
』『
少

子
化
の
時
代
こ
そ
、
子
ど
も
を
手
放
す

べ
き
で
す
』と
話
し
て
い
ま
す
」

　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
卒
業
生
も

少
な
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
は
す
で
に

同
窓
会
支
部
が
で
き
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
毎
年
、
東
海
岸
と
西
海
岸
と
で
交

互
に
全
米
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
に
い
る
支
部
長
は
毎
年
、

佐
賀
県
主
催
の
『
海
外
使
節
団
』
を
受

け
入
れ
て
く
れ
ま
す
が
、
本
来
は
大
学

生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
本
校

生
徒
五
人
も
加
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

後
輩
の
面
倒
見
が
よ
い
点
も
本
校
の
伝

統
で
、
進
学
の
助
言
か
ら
就
職
の
世
話

ま
で
し
て
く
れ
ま
す
」

　

そ
れ
な
の
に
、
帰
国
生
へ
の
配
慮
は

い
っ
さ
い
な
い
。

　
「
本
校
で
は
“
過
去
の
管
理
”
よ
り
も

“
未
来
の
管
理
”
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い

て
い
ま
す
か
ら
、
内
申
書
を
提
出
し
て

も
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
し
、

面
接
も
行
い
ま
せ
ん
。
入
試
の
成
績
も

“
過
去
の
も
の
”
で
す
か
ら
、
一
般
教

員
に
開
示
し
ま
せ
ん
。
ど
の
子
が
帰
国

生
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
全
員
を
前

向
き
に
育
て
ま
す
。

　

過
去
に
こ
だ
わ
ら
な
い
指
導
だ
か
ら
、

補
欠
入
学
し
た
子
が
六
年
後
に
東
大
に

合
格
し
た
り
も
す
る
の
で
す
。
よ
い
意

味
で
の
“
勘
違
い
”
を
活
用
し
て
い
ま

す
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
、
帰
国
生
が
海

外
の
魅
力
や
暮
ら
し
な
ど
の
話
を
周
り

の
子
に
し
て
、
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る

の
は
あ
り
が
た
い
で
す
け
ど
」

志
の
高
い
人
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に

　

八
歳
か
ら
二
年
間
、
ア
メ
リ
カ
の
バ

ー
ジ
ニ
ア
州
で
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
る

中
学
三
年
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
き
た
。

補
習
校
は
遠
か
っ
た
の
で
、
日
本
語
の

勉
強
は
通
信
教
育
だ
け
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
ア
メ
リ
カ
生
活
は
二
年
だ
け
な
の

で
、
英
語
は
会
話
が
で
き
る
程
度
で
し

た
。
だ
か
ら
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
た

か
っ
た
ん
で
す
。
私
立
中
学
校
の
説
明

会
で
弘
学
館
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
、

将
来
に
つ
い
て
も
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

え
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　

明
る
く
は
き
は
き
し
た
受
け
答
え
を

す
る
生
徒
で
あ
る
。
将
来
の
夢
は
、
発

展
途
上
国
を
支
援
す
る
仕
事
に
就
く
こ

と
だ
そ
う
だ
。

　
「
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
か
ら
来
た
友
達
が
い
て
、
途
上

国
の
人
た
ち
と
知
り
合
う
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
帰
国
し
て
、
六
年
生
に
な
る

こ
ろ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
支
援

す
る
仕
事
を
し
た
い
な
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
弘

学
館
の
先
生
の
お
話
が
、
す
ご
く
ぴ
っ

た
り
き
て
…
…
」

　

弘
学
館
が
世
界
に
向
け
て
開
か
れ
て

い
る
こ
と
が
救
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
周
り
の
上
級
生
や
同
級
生
の
な
か

に
志
の
高
い
人
が
何
人
も
い
て
、
憧
れ

た
り
刺
激
を
受
け
た
り
し
ま
す
。
卒
業

生
の
か
た
の
話
を
聞
く
機
会
も
よ
く
あ

る
の
で
、
ど
こ
ま
で
も
可
能
性
を
広
げ

ら
れ
る
気
が
し
ま
す
」

　

志
の
高
い
人
…
…
そ
の
こ
と
ば
に
、

記
者
は
胸
を
突
か
れ
た
気
が
し
た
。
卒

業
生
も
頻
繁
に
訪
れ
る
よ
う
で
、
つ
ね

に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
接
す
る
機
会
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
（
取
材
・
文　

小
山 

和
智
）

所在地	：	〒849-0906　佐賀県佐賀市金立町金立
1544-1
TEL	：	 0952-98-2161 ／ FAX：0952-98-3225
URL	：	 https://www.kogakukan.ac.jp
交通	：	西鉄高速バス「高速金立」下車10分。佐

賀市営バス「運転免許センター」行き、「弘
学館前」下車

生徒数	：	中＝364人　高＝468人
教職員数：専任121人（うち外国人講師2人）
　　　　　非常勤２人
帰国生の募集について：
　�受験生に成績書類や内申書などを求めないので、
帰国生への特別な配慮もない。

中学生男子寮の食堂で

インタビューに答えてくれた帰国生

https://www.kogakukan.ac.jp
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応
答
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

相
づ
ち
を
打
っ
た
り
、
質
問
し
た

り
人
の
話
に
こ
た
え
る
力
。
あ
い
さ

つ
や
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な

さ
い
」
が
ス
ン
ナ
リ
出
て
く
る
こ
と

が
、
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
聞
か
れ
て
い
る
の

に
知
ら
ん
ぷ
り
は
、
人
間
関
係
に
お

い
て
は
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

ワ
ー
ク　

家
族
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

家
族
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ゲ
ー 

ム
を

し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
る
人
を
決
め
ま
す
。
質

問
に
は
５
Ｗ
１
Ｈ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
使
っ
て
、以
下
の
「
ル
ー
ル
」

を
参
考
に
し
て
、
楽
し
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。

①　

話
を
聞
く
と
き
は
、
相
手
の
目

を
見
て
最
後
ま
で
一
生
懸
命
に

聞
く
こ
と
。

②　

相
手
が
話
し
て
い
る
と
き
に
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
「
質

問
し
て
い
い
で
す
か
？
」
と
断

っ
て
か
ら
聞
く
こ
と
。

〈
質
問
例
／
子
ど
も
か
ら
親
に
向
け
て
〉

「
小
さ
い
こ
ろ
、
ど
こ
で
よ
く
遊
び

ま
し
た
か
？
」

「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
で
す
か
？
」

「
な
ぜ
、
そ
れ
が
楽
し
か
っ
た
の
で

す
か
？
」

　

相
づ
ち
を
打
っ
た
り
質
問
し
た
り
、

人
の
話
に
こ
た
え
る
応
答
力
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め

て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
な

か
で
も
、
的
を
射
た
い
い
質
問
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
会
話
の
楽
し

さ
や
深
さ
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
を
含
め
て
日
本
人

は
質
問
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

米
国
で
私
が
通
っ
て
い
た
英
会
話

の
ク
ラ
ス
に
は
、
中
東
、
ア
ジ
ア
、

南
米
と
世
界
各
国
か
ら
来
た
人
々
が

い
ま
し
た
。
授
業
中
、
ほ
か
の
国
々

の
人
々
は
活
発
に
発
言
や
質
問
を
す

る
の
で
す
が
、
日
本
人
は
総
じ
て
大

人
し
く
、
質
問
が
と
て
も
少
な
か
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

あ
る
大
学
の
先
生
が
「
外
国
で
は

『
興
味
深
い
話
ほ
ど
、た
く
さ
ん
の
質

問
を
受
け
る
』
と
理
解
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
。
日
本
人
も
も
っ
と
積
極
的

に
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
質
問
を
し
て
笑
わ
れ
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
危
惧
や
「
い

い
質
問
を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気

負
い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
し
か
し
た
ら
日
本
の
学
校
教
育
の

な
か
で
「
黙
っ
て
聞
く
」
こ
と
に
重

き
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
影
響
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

気
軽
に
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
話
を
深
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
分
が
話
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
知
り
た
い
！
と

質
問
さ
れ
る
と
、
自
分
の
話
に
関

心
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
質
問

上
手
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上

手
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

質
問
し
よ
う
と
思
っ
て
聞
く
と
、

相
手
の
話
を
積
極
的
に
聞
く
構
え

が
で
き
て
よ
り
積
極
的
に
聞
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
人
間
関
係
が
う

ま
く
い
っ
て
い
る
人
は
聞
き
上
手

で
あ
り
、
ま
た
質
問
上
手
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

質
問
に
は
５
Ｗ
１
Ｈ
、「W

ho

（
だ
れ
が
）」「W

hen

（
い
つ
）」

「W
here

（
ど
こ
で
）」「W

hat

（
何
を
）」「W

hy

（
な
ぜ
）」「H

ow

（
ど
の
よ
う
に
）」
を
指
し
示
す
こ

と
ば
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
の
中
で
相
手
の
話
を
「
聞

く
耳
モ
ー
ド
」（
相
手
の
目
を
見

て
、
一
生
懸
命
、
う
な
ず
き
な
が

ら
、
笑
顔
で
、
お
へ
そ
を
向
け
て
、

お
し
ま
い
ま
で
聞
こ
う
と
す
る
状

態
）
で
聞
く
こ
と
に
加
え
て
、
親

子
で
い
っ
し
ょ
に
質
問
す
る
こ
と

に
も
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「ことばキャンプ」主宰　高取しづか

https://ameblo.jp/t-shizuka/
http://kotobacamp.com

質問上手はコミュニケーション上手！
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語彙力：ことばを知る　説得力：理解してもらう
プレゼン力：アピールする

「自立して生き抜ける子に」

http://kotobacamp.com
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❶ 滋
し

賀
が

県
けん

の方
ほうげん

言で「あそこはじゅるい」とはどういう意
い み

味でしょう？ 

　 ●Ａ あそこには水
みず

たまりがある　 　 ●Ｂ あそこは危
あぶ

ない　　  ●Ｃ あそこは楽
たの

しい

❷ 琵
び わ

琶湖
こ

大
おおはし

橋を車
くるま

で渡
わた

ると体
たいけん

験できる楽
たの

しいしかけとは何
なん

でしょう？　

　 ●Ａ 音
おんがく

楽が聞
き

こえてくる　　  ●Ｂ 道
ど う ろ

路に映
えいぞう

像が流
なが

れる　　  ●Ｃ お化
ば

け屋
やし き

敷

　近
き ん き

畿地
ち ほ う

方にあり、日
にほんいち

本一大
おお

きな湖
みずうみ

「琵
び わ

琶湖
こ

」は県
けん

の
シンボル。内

ないりく

陸の県
けん

としては唯
ゆいいつ

一、漁
ぎょこう

港があり、アユ
やエビ、ニゴロブナ、シジミ、ワカサギなどが獲

と

れます。
県
けんちょう

鳥は「カイツブリ」、県
け ん か

花は「シャクナゲ」、県
けんちょう

庁所
しょ

在
ざい

地
ち

は大
お お つ し

津市。

なんで、「滋
し が

賀」っていうの？

　「しかのこおり」と呼
よ

ばれていた古
ふる

い時
じだ い

代に由
ゆ

来
らい

します。石
いし

や岩
いわ

の多
おお

い地
ちけ い

形を指
さ

してシカと呼
よ

ばれたという説
せつ

が有
ゆうりょく

力ですが、砂
さ す

州の意
い み

味を持
も

つ
スカが変

へんか

化して「しか」となったという説
せつ

もあり
ます。漢

かんじ

字は「志
し

加
が

」「志
し

我
が

」「志
し が

賀」「四
し が

賀」「然
しが

」
など一定せず、「滋

し が

賀」となったのは明
めいじ

治時
じだい

代です。

さて、滋
し

賀
が

県
けん

の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

　「焼
やき

鯖
さば

そうめん」は、焼
や

いた鯖
さば

を甘
あまから

辛く煮
に こ

込み、その煮
にじ る

汁でそ
うめんを茹

ゆ

でた郷
きょうど

土料
りょうり

理。昔
むかし

、農
のう か

家に嫁
とつ

いだ娘
むすめ

を案
あん

じて親
おや

が焼
や

い
た鯖
さば

を嫁
とつ

ぎ先
さき

に送
おく

る「五
さつき

月見
み ま

舞い」という風
ふうしゅう

習のあった湖
こほく

北地
ちほう

方で、
おもてなし料

りょうり

理の定
ていばん

番としてつくられてきたものです。ご飯
はん

の
おかずとして食

た

べるのが一
いっぱんてき

般的で、鯖
さば

の旨
うまみ

味が染
し

み込
こ

んだ甘
あまから

辛い
味
あじ

つけが食
しょくよく

欲をそそります。食
た

べすぎに要
ようちゅうい

注意です。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 52）をご覧
らん

ください。

柊
ひいらぎ

？
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し が け ん

滋賀県

ク イ ズ

滋
し が

賀の名
め い ぶ つ

物料
り ょ う り

理
を紹

しょう

介
か い

するよ～ 焼
やき

鯖
さば

そうめん 鯖
さば

缶
かん

の鯖
さば

と汁
しる

をそのまま使
つか

うのも

ありかな？　超
ちょうかんたん

簡単でおいしいです。

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。
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十
一
月
三
十
日
、
海
外
子
女
教
育
推

進
議
員
連
盟
は
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
第
十
八
回
総

会
を
開
催
し
、
次
年
度
の
在
外
教
育
施

設
施
策
の
充
実
に
関
し
て
決
議
し
た
。

　

同
連
盟
は
二
〇
一
三
年
十
月
、
自
由

民
主
党
に
所
属
す
る
国
会
議
員
二
十
八

人
で
発
足
。
こ
れ
ま
で
海
外
子
女
教
育

推
進
の
た
め
に
予
算
を
拡
充
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
て
き
た
。

　

今
回
の
決
議
で
は
、
経
済
成
長
に
外

需
の
取
り
込
み
が
不
可
欠
な
日
本
に
と

っ
て
企
業
等
の
海
外
活
動
に
対
す
る
支

援
は
必
須
で
あ
る
た
め
、
在
外
教
育
施

設
に
お
い
て
も
国
内
と
同
等
の
環
境
整

備
と
海
外
な
ら
で
は
の
教
育
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
今
後

の
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
か

ら
こ
そ
、
基
盤
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
在

外
教
育
施
設
に
対
す
る
国
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、「
令
和
の
日

本
型
学
校
教
育
」
と
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
」
も
見
据
え
た

在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
の
充
実

を
図
り
、
海
外
在
住
の
子
ど
も
の
教
育

を
し
っ
か
り
保
障
し
て
い
く
た
め
に
次

の
こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

一
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
査
定
さ
れ

た
「
在
外
教
育
施
設
未
来
戦
略
二
〇

三
〇
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
施
策
を

着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。
特
に
、
二

〇
三
〇
年
に
向
け
て
、
派
遣
教
師
の

充
足
率
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
す

る
こ
と
や
、
教
員
給
与
に
関
す
る
委

託
費
抑
制
率
を
撤
廃
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
か
つ
段
階
的
に
取

り
組
む
こ
と
。

二
、「
在
外
教
育
施
設
未
来
戦
略
二
〇

三
〇
」
に
お
け
る
研
究
開
発
へ
の
支

援
や
在
外
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い

っ
た
新
規
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
制
度
設
計
を
入
念
に
行
い
、

今
後
の
在
外
教
育
の
振
興
に
向
け
た

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
貢
献
す
る
よ
う
取
組
を

進
め
る
こ
と
。

三
、
右
の
取
組
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
従
来
か
ら
講
じ
ら
れ
て
き
た
施

策
と
の
整
合
性
を
取
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
強
く
要
望
す
る
。

イ
、
学
校
を
取
り
巻
く
諸
課
題
へ
の

対
応
や
、
教
師
の
働
き
方
改
革
の

た
め
に
も
一
層
の
派
遣
教
師
の
増

加
や
現
地
採
用
教
師
給
与
へ
の
支

援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教

師
の
資
質
向
上
に
向
け
た
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
を
含
む
研
修
機
会
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

ロ
、
在
外
教
育
施
設
の
教
育
の
質
の

向
上
の
た
め
の
学
校
図
書
の
拡
充

や
教
材
の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派

遣
等
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
。

ハ
、
在
外
教
育
施
設
を
拠
点
と
し
た

先
進
的
教
育
改
革
の
取
組
や
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
教
育

活
動
等
を
通
じ
た
日
本
の
教
育
・

文
化
の
発
信
を
推
進
す
る
こ
と
。

ニ
、
海
外
か
ら
帰
国
し
た
児
童
生
徒

が
国
内
の
教
育
環
境
に
円
滑
に
溶
け

込
め
る
よ
う
、日
本
の
学
校
に
お
け

る
受
入
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

ホ
、
赴
任
経
験
の
あ
る
教
師
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、国
内
の
教
育

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
小
学
校
段
階
の

英
語
教
育
等
で
一
層
活
躍
で
き
る

環
境
や
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

ヘ
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
安
全
確

保
の
た
め
、
在
外
教
育
施
設
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
停
へ
の
警
備
員
の
確

実
な
配
置
な
ど
運
用
及
び
施
設
の

強
化
を
含
む
テ
ロ
・
防
犯
対
策
並

び
に
施
設
の
耐
震
・
老
朽
化
対
策

を
図
る
こ
と
。

ト
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
日
々
生
じ

る
中
、
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
、
幼
児
教
育
及
び

高
校
教
育
等
へ
の
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

「
日
本
人
学
校
マ
ジ
き
ら
会
議

二
〇
二
一
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
十
一
月

十
五
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
、
七
回

に
及
ん
で
「
日
本
人
学
校
マ
ジ
き
ら
会

議
」を
行
っ
た
。

　
「
マ
ジ
き
ら
会
議
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
真
面
目
な
話
を
気
楽
に
話
せ
る

場
」。
四
十
校
・
六
十
七
名
（
の
べ
六

十
五
校
・
九
十
九
名
）
の
校
長
や
事
務

局
長
等
が
「
選
ば
れ
る
日
本
人
学
校
へ

の
変
革
の
道
筋
と
経
営
基
盤
強
化
策
」

を
テ
ー
マ
に
協
議
し
た
ほ
か
、「
特
色

あ
る
日
本
人
学
校
の
事
例
に
学
ぶ
」
と

題
し
た
各
回
二
校
の
発
表
を
も
と
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

終
了
後
は
「
ほ
か
の
学
校
と
つ
な
が

れ
、
校
長
と
事
務
局
長
が
同
じ
会
議
で

協
議
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
」、「
一
般

の
教
員
に
も
こ
の
よ
う
な
他
校
と
つ
な

が
れ
る
機
会
が
あ
る
と
よ
い
と
感
じ

た
」、「
財
団
が
企
業
や
政
府
の
声
を
届

け
て
く
れ
た
の
は
あ
り
が
た
く
、
在
外

教
育
施
設
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
て
い

る
こ
と
を
心
強
く
感
じ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

二
〇
二
二（
令
和
四
）年
度
在
外
教
育
施
設
施
策
の
充
実
に

関
す
る
決
議
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「
学
校
会
員
連
絡
協
議
会
」
と

「
海
外
人
事
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
十
一
月

十
二
日
に
「
学
校
会
員
連
絡
協
議
会
」、

二
十
五
日
に
「
海
外
人
事
担
当
者
セ
ミ

ナ
ー
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
。

「
学
校
会
員
連
絡
協
議
会
」で
は
事
前

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
設
け
た
複
数

の
テ
ー
マ
か
ら
希
望
の
テ
ー
マ
を
選
択

し
て
も
ら
っ
た
分
科
会
に
分
か
れ
、
本

財
団
の
教
育
相
談
員
が
モ
デ
レ
ー
タ
を

務
め
て
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
行
っ
た
。
四

十
七
校
・
四
十
七
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
た「
海
外
人
事
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
海
外
給
与
や
福
利
厚
生
、
海
外
勤

務
者
規
定
に
つ
い
て
、
税
理
士
の
藤
井

恵
氏
が
事
前
に
出
さ
れ
た
お
も
な
質
問

に
答
え
る
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。
具
体

的
で
詳
細
な
質
問
も
多
く
、
人
事
担
当

者
の
日
々
の
苦
労
が
垣か

い
ま間
見
ら
れ
た
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
日
本
人
学
校
で
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
教
育
相
談
会

を
実
施（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

十
一
月
十
九
日
、
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
日
本
人
学
校
か

ら
の
依
頼
に
応
じ
、
本
財
団
の
教
育
相

談
室
と
同
校
の
各
教
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
、
子
ど
も
と
保
護
者
、
相
談
員

の
三
者
間
で
の
相
談
を
実
施
し
て
好
評

を
得
た
。
同
校
か
ら
は
来
年
度
以
降
の

継
続
や
欧
州
地
域
に
あ
る
他
の
日
本
人

学
校
で
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
。

問
い
合
わ
せ
先

事
業
部
教
育
相
談
チ

ー
ム

sodanjigyo@
joes.or.jp

二
〇
二
一
年
度「
ワ
タ
セ
カ（
わ
た
し

発
、世
界
着
∞
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」結

果
発
表（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

「
社
会
に
横
た
わ
る
課
題
を
解
決
し
、

よ
り
よ
い
世
界
に
し
て
い
く
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
」

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
海
外
在

住
の
小
学
五
年
生
〜
高
校
三
年
生
を
対

象
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
動
画
で
募
集
し
、

十
一
月
十
二
日
に
結
果
を
発
表
し
た
。

世
界
中
か
ら
素
晴
し
い
作
品
が
多
数
集

ま
り
、
十
名
が
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

審
査
員
長
を
務
め
た
言
語
学
博
士
の

服
部
孝
彦
氏
は
総
評
で
「
正
解
の
な
い

問
に
対
し
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
か
つ
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
考
え
ら
れ
る
力
こ
そ
が

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
る
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
力
」
と
述
べ
て
い
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。

https://w
w
w
.joes.or.jp/kojin/w

ataseka

〈
優
秀
賞
〉

小
五

日
吉
健
翔
さ
ん（
ド
イ
ツ
）

「
地
球
を
気
候
変
動
か
ら
救
う
」

小
五

原
田
葵
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
）

「
ま
ず
し
い
人
達
を
助
け
よ
う
私
に

も
で
き
る
こ
と
、
小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
」

小
六

山
田
心
羽
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
）

「『
違
う
』を
語
り
合
お
う
！
」

小
六

山
室
里
菜
さ
ん（
ド
イ
ツ
）

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
そ
う
！
」

中
一

ウ
ィ
ゲ
ン
真
理
佳
さ
ん（
カ
ナ
ダ
）

「
森
を
守
る
大
切
さ
」

中
三

山
下
楓
さ
ん（
中
国
）

「
こ
れ
か
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
の
考
え
方
」

中
三

番
場
大
誠
さ
ん（
中
国
）

「
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
〜
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
〜
」

中
三

ロ
ウ
森
脇
交
音
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
）

「
病
院
生
活
に
明
る
い
光
を
」

高
二

福
居
雪
花
さ
ん（
中
国
）

「
私
に
で
き
る
こ
と
」

高
二

山
本
麻
優
子
さ
ん（
中
国
）

「
よ
り
良
い
街
へ
」

日
本
型
ダ
ン
ス
教
育「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｕ
│
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」の
海
外
輸
出

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｃ
│
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
は
、

多
様
な
価
値
観
が
存
在
す
る
国
々
に
お

い
て
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
な
が

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ-

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」（
小
集
団
で
協
働
し

正
解
の
な
い
課
題
に
創
造
的
・
創
作
的

に
取
り
組
む
活
動
）
の
授
業
を
中
国
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ド
イ

ツ
等
で
展
開
し
て
い
る
。
上
海
日
本
人

学
校
で
行
っ
た
際
に
は
教
師
か
ら
「
遠

隔
授
業
が
対
面
授
業
と
同
等
の
効
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
を
体
験
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
の
可
能
性
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

同
法
人
は
、
今
後
も
活
動
を
続
け
、

芸
術
家
と
教
師
と
の
新
し
い
協
働
お
よ

び
体
育
の
遠
隔
学
習
の
可
能
性
を
広
げ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
エ
ン
テ
ッ
ク
ア
ジ
ア
㈱

ニュースニュース お知らせお知らせ

上海日本人学校虹橋校での遠隔授業

月刊　海外子女教育 2022.143 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

（動画）

https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
https://www.joes.or.jp/kojin/wataseka
sodanjigyo@joes.or.jp
https://youtu.be/1ss5aQGQF9I
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1. ニ ュ ー デ リ ー （ イ ン ド ） 53 30 83 12 特支 2 21.5
2. ム ン バ イ （ 〃 ） 15 2 17 21.5
3. ジ ャ カ ル タ （インドネシア） 158 66 224 28 21.6
4. ス ラ バ ヤ （ 〃 ） 14 4 18 4 21.9
5. チ カ ラ ン （ 〃 ） 23 6 29 21.4
6. バ ン ド ン （ 〃 ） 6 6 4 21.5
7. プ ノ ン ペ ン （ カ ン ボ ジ ア ） 33 10 43 21.6
8. シンガポール（小学部クレメンティ校）（シンガポール） 820 820 特支 9 21.6
9. シンガポール（小学部チャンギ校）（ 〃 ） 733 733 特支11 21.5
10. シンガポール（中学部）（ 〃 ） 454 454 21.5
11. コ ロ ン ボ （ ス リ ラ ン カ ） 2 2 21.5
12. シ ラ チ ャ （ タ イ ） 368 79 447 21.6
13. バ ン コ ク （ 〃 ） 1882 468 2350 特支13 21.6
14. ソ ウ ル （ 大 韓 民 国 ） 189 55 244 46 21.6
15. 釜 山 （ 〃 ） 28 4 32 21.6
16. 台 中 （ 台 湾 ） 105 19 124 特支 2 21.5
17. 台 北 （ 〃 ） 595 181 776 特支 3 21.7
18. 高 雄 （ 〃 ） 70 14 84 21.5
19. 広 州 （中華人民共和国） 209 58 267 21.5
20. 杭 州 （ 〃 ） 36 4 40 8 21.5
21. 上 海（ 浦 東 校 ）（ 〃 ） 332 388 720 142 特支 1 21.5
22. 上 海（ 虹 橋 校 ）（ 〃 ） 802 802 特支12 21.6
23. 深 圳 （ 〃 ） 167 43 210 21.6
24. 蘇 州 （ 〃 ） 223 64 287 21.6
25. 大 連 （ 〃 ） 64 23 87 21.6
26. 青 島 （ 〃 ） 40 17 57 21.5
27. 天 津 （ 〃 ） 65 17 82 21.9
28. 北 京 （ 〃 ） 151 48 199 21.6
29. 香 港（ 大 埔 校 ）（ 〃 ） 259 259 国際167 21.6
30. 香 港（ 香 港 校 ）（ 〃 ） 223 142 365 21.6
31. イ ス ラ マ バ ー ド （ パ キ ス タ ン ） 8 1 9 21.6
32. カ ラ チ （ 〃 ） 9 3 12 21.12
33. ダ ッ カ （バングラデシュ） 8 6 14 10 21.5
34. マ ニ ラ （ フ ィ リ ピ ン ） 118 31 149 21.4
35. ハ ノ イ （ ベ ト ナ ム ） 336 63 399 21.6
36. ホ ー チ ミ ン （ 〃 ） 452 126 578 21.6
37. クアラルンプール （ マ レ ー シ ア ） 416 93 509 108 特支 2 21.5
38. コ タ キ ナ バ ル （ 〃 ） 6 2 8 21.4
39. ジ ョ ホ ー ル （ 〃 ） 34 12 46 21.6
40. ペ ナ ン （ 〃 ） 101 28 129 21.5

在外教育施設在籍者数

日本人学校

学　校　名 （ 所 在 国・ 州 ） 小学部 中学部 計 高等部 幼稚部 その他 調査年月日

　海外子女教育振興財団では、海外に進出する企業・団体やその赴任家族等に対する情報の
提供をより充実させるために、海外にある学校から在籍者数、学費をはじめとした詳しい情
報をご報告いただいています。
　この表はその報告を中心に作成したものです（長期休校中の学校は掲載していません）。
小学部・中学部のほか、幼稚部・高等部・国際学級・日本語学級・特別支援学級などを含め
た在籍者数を掲載しています。なお、コロナウイルス感染拡大の影響で確定の数字ではない
場合もありますこと、ご承知おきください。

 掲載順 　 所在地域（アジア・北米・中南米・ヨーロッパ・オセアニア・中近東・アフリカ
の順）→所在国または州など（50音順）→学校名（50音順）



月刊　海外子女教育 2022.145

41. ヤ ン ゴ ン （ ミ ャ ン マ ー ） 62 29 91 15 21.6

42. シ カ ゴ （ イ リ ノ イ ） 98 33 131 51 21.5
43. グ ア ム （ グ ア ム ） 42 10 52 18 21.6
44. ニ ュ ー ヨ ー ク （コネティカット） 76 28 104 特支 1 21.6
45. ニュージャージー（ニュージャージー） 33 26 59 21.4
46. ブエノスアイレス （アルゼンチン） 17 3 20 21.9
47. サ ン・ ホ セ （ コ ス タ リ カ ） 7 4 11 21.11
48. ボ ゴ タ （ コ ロ ン ビ ア ） 18 4 22 21.5
49. サ ン チ ャ ゴ （ チ リ ） 15 4 19 21.5
50. パ ナ マ （ パ ナ マ ） 7 2 9 21.6
51. ア ス ン シ オ ン （ パ ラ グ ア イ ） 7 4 11 21.5
52. サ ン パ ウ ロ （ ブ ラ ジ ル ） 84 13 97 21.5
53. マ ナ ウ ス （ 〃 ） 9 1 10 国際11 21.7
54. リオ・デ・ジャネイロ（ 〃 ） 12 1 13 21.4
55. リ マ （ ペ ル ー  ） 14 5 19 21.6
56. アグアスカリエンテス（ メ キ シ コ ） 73 16 89 21.10
57. グ ア ナ フ ァ ト （ 〃 ） 39 7 46 21.5
58. メ キ シ コ （ 〃 ） 70 31 101 特支 2 21.5

59. ロ ン ド ン （ イ ギ リ ス ） 188 87 275 21.7
60. ミ ラ ノ （ イ タ リ ア ） 46 12 58 21.5
61. ロ ー マ （ 〃 ） 15 2 17 21.5
62. ウ ィ ー ン （オーストリア） 25 8 33 21.6
63. ア ム ス テ ル ダ ム （ オ ラ ン ダ ） 99 29 128 21.4
64. ロ ッ テ ル ダ ム （ 〃 ） 16 6 22 21.6
65. チ ュ ー リ ッ ヒ （ ス イ ス ） 15 8 23 21.6
66. バ ル セ ロ ナ （ ス ペ イ ン ） 25 8 33 15 21.9
67. マ ド リ ッ ド （ 〃 ） 28 7 35 21.5
68. プ ラ ハ （ チ ェ コ ） 81 25 106 21.5
69. デュッセルドルフ （ ド イ ツ ） 292 88 380 21.5
70. ハ ン ブ ル グ （ 〃 ） 47 17 64 25 21.5
71. フ ラ ン ク フ ル ト （ 〃 ） 163 63 226 77 21.5
72. ベ ル リ ン （ 〃 ） 18 4 22 21.5
73. ミ ュ ン ヘ ン （ 〃 ） 115 45 160 21.5
74. ブ ダ ペ ス ト （ ハ ン ガ リ ー ） 60 21 81 21.5
75. パ リ （ フ ラ ン ス ） 124 33 157 21.6
76. ブ ラ ッ セ ル （ ベ ル ギ ー  ） 235 69 304 21.5
77. ワ ル シ ャ ワ （ ポ ー ラ ン ド ） 6 3 9 3 21.8
78. ブ カ レ ス ト （ ル ー マ ニ ア ） 5 1 6 21.11
79. モ ス ク ワ （ ロ シ ア 連 邦 ） 80 19 99 21.6

80. シ ド ニ ー （オーストラリア） 64 12 76 国際156 21.2
81. パ ー ス （ 〃 ） 37 5 42 21.5
82. メ ル ボ ル ン （ 〃 ） 28 8 36 3 21.5

83. ア ブ ダ ビ（アラブ首長国連邦） 55 10 65 34 21.2
84. ド バ イ （ 〃 ） 102 31 133 21.5
85. テ ヘ ラ ン （ イ ラ ン ） 3 1 4 21.4
86. ド ー ハ （ カ タ ー ル ） 12 2 14 21.7
87. ジ ッ ダ （サウジアラビア） 3 1 4 21.4
88. リ ヤ ド （ 〃 ） 3 1 4 21.5
89. イ ス タ ン ブ ル （ ト ル コ ） 28 8 36 21.6
90. バ ハ レ ー ン （ バ ー レ ー ン ） 9 1 10 21.10

91. カ イ ロ （ エ ジ プ ト ） 18 6 24 21.11
92. ナ イ ロ ビ （ ケ ニ ア ） 23 3 26 21.6
93. ヨ ハ ネ ス ブ ル グ（南アフリカ共和国） 20 6 26 21.5

小 計 11924 3432 15356 142 461 特支58

学　校　名 （ 所 在 国・ 州 ） 小学部 中学部 計 高等部 幼稚部 その他 調査年月日

＊グァテマラ（グアテマラ）、カラカス（ベネズエラ）の日本人学校は2021年度休校
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1. チ ェ ン ナ イ （ イ ン ド ） 10 4 14 21.6
2. バ リ （インドネシア） 62 33 95 14 21.5
3. マ カ ッ サ ル （ 〃 ） 2 1 3 21.1
4. ア ン コ ー ル （ カ ン ボ ジ ア ） 7 7 21.6
5. プ ノ ン ペ ン （ 〃 ） 28 4 32 9 21.6
6. シ ン ガ ポ ー ル （シンガポール） 271 73 344 21.6
7. チ ェ ン マ イ （ タ イ ） 64 11 75 22 21.6
8. プ ー ケ ッ ト （ 〃 ） 10 1 11 3 20.8
9. 新 竹 （ 台 湾 ） 28 6 34 4 21.5
10. 台 北 （ 〃 ） 91 12 103 13 21.5
11. 雲 南 （中華人民共和国） 2 1 3 1 21.11
12. 上 海 浦 東 （ 〃 ） 58 12 70 3 21.6
13. 珠 海 （ 〃 ） 9 3 12 21.5
14. 深 圳 （ 〃 ） 46 5 51 5 21.3
15. 瀋 陽 （ 〃 ） 15 3 18 20.5
16. 成 都 （ 〃 ） 10 4 14 3 21.6
17. 南 京 （ 〃 ） 6 1 7 21.5
18. 寧 波 （ 〃 ） 9 2 11 21.1
19. 香 港 （ 〃 ） 162 6 168 21 21.5
20. 無 錫 （ 〃 ） 24 7 31 21.6
21. カ ト マ ン ズ （ ネ パ ー ル ） 24 6 30 4 21.8
22. セ ブ （ フ ィ リ ピ ン ） 9 3 12 日語 9 21.5
23. ダ ナ ン （ ベ ト ナ ム ） 8 2 10 21.5
24. ホ ー チ ミ ン （ 〃 ） 125 22 147 21.5
25. ペ ナ ン （ マ レ ー シ ア ） 20 6 26 3 21.5
26. ペ ラ （ 〃 ） 12 9 21 21.5
27. ビ エ ン チ ャ ン （ ラ オ ス ） 34 4 38 21.5

28. ア イ オ ワ シ テ ィ （ ア イ オ ワ ） 11 6 17 10 21.5
29. ア イ ダ ホ （ ア イ ダ ホ ） 19 3 22 5 21.6
30. ア ン カ レ ッ ジ （ ア ラ ス カ ） 11 5 16 21.5
31. バ ー ミ ン グ ハ ム （ ア ラ バ マ ） 35 11 46 21.6
32. ハ ン ツ ビ ル （ 〃 ） 84 17 101 21.8
33. ア リ ゾ ナ 学 園 （ ア リ ゾ ナ ） 127 31 158 10 49 日語 8 21.6
34. シ カ ゴ （ イ リ ノ イ ） 367 112 479 43 29 21.5
35. ブルーミントン・ノーマル （ 〃 ） 23 5 28 21.5
36. イ ン デ ィ ア ナ （インディアナ） 205 61 266 27 25 国際15 21.5
37. グレータールイビル（ 〃 ） 17 2 19 2 6 21.5
38. フォートウェイン （ 〃 ） 8 8 2 21.5
39. ブ ル ー ミ ン ト ン （ 〃 ） 10 2 12 21.6
40. 南 イ ン デ ィ ア ナ （ 〃 ） 31 7 38 8 21.6
41. マ デ ィ ソ ン （ウィスコンシン） 32 2 34 12 20.6
42. ウエストバージニア（ウェストバージニア） 15 2 17 6 21.6
43. オ ハ イ オ 西 部 （ オ ハ イ オ ） 68 20 88 5 21.6
44. ク リ ー ブ ラ ン ド （ 〃 ） 54 12 66 3 14 国際15 21.9
45. コ ロ ン バ ス（OH）（ 〃 ） 263 92 355 35 19 21.9
46. ト リ ド （ 〃 ） 35 8 43 4 21.5
47. ポ ー ト ラ ン ド （ オ レ ゴ ン ） 279 90 369 28 30 21.5
48. グロスマン・アカデミー（カリフォルニア） 10 5 15 21.5
49. 三 育 東 西 学 園 （ 〃 ） 92 12 104 11 21.6
50. サ ン デ ィ エ ゴ （ 〃 ） 259 87 346 49 12 21.6
51. サンフランシスコ （ 〃 ） 924 317 1241 107 88 21.9
52. セントラルバレー （ 〃 ） 22 1 23 20.11
53. 西 大 和 学 園 （ 〃 ） 519 104 623 74 21.6
54. ポート・オブ・サクラメント（ 〃 ） 87 11 98 5 32 21.10
55. ロ サ ン ゼ ル ス （ 〃 ） 722 278 1000 69 72 21.7
56. カ ン ザ ス シ テ ィ （ カ ン ザ ス ） 24 6 30 7 日語 3 21.6
57. グ ア ム （ グ ア ム ） 36 10 46 7 日語13 21.5
58. エリザベスタウン （ケンタッキー ） 18 10 28 9 21.11
59. シ ン シ ナ テ ィ （ 〃 ） 137 38 175 11 26 21.7
60. セントラルケンタッキー（ 〃 ） 148 38 186 20 28 21.7
61. ハ ー ト フ ォ ー ド （コネティカット） 39 1 40 13 国際 3 21.6
62. コ ロ ラ ド （ コ ロ ラ ド ） 52 13 65 9 21.5
63. デ ン バ ー （ 〃 ） 63 25 88 13 21.5
64. サ イ パ ン （ サ イ パ ン ） 23 5 28 7 21.5
65. グ リ ー ン ビ ル（サウスカロライナ） 27 12 39 6 21.6
66. サウスカロライナ （ 〃 ） 17 5 22 8 21.11
67. ア ト ラ ン タ （ ジ ョ ー ジ ア ） 237 75 312 22 22 21.6
68. コ ロ ン バ ス（GA）（ 〃 ） 9 5 14 3 21.5
69. オ ー ス チ ン （ テ キ サ ス ） 90 16 106 25 21.5
70. サ ン ア ン ト ニ オ （ 〃 ） 73 23 96 20 21.5
71. ダ ラ ス （ 〃 ） 294 72 366 31 65 国際40 21.5
72. ヒ ュ ー ス ト ン （ 〃 ） 313 63 376 22 26 21.5
73. マ ッ カ ー レ ン （ 〃 ） 3 3 6 21.3

補習授業校
学　校　名 （ 所 在 国・ 州 ） 小学部 中学部 計 高等部 幼稚部 その他 調査年月
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74. イーストテネシー （ テ ネ シ ー  ） 70 15 85 7 21.9
75. 中 部 テ ネ シ ー （ 〃 ） 144 22 166 11 国際 4 21.5
76. メ ン フ ィ ス （ 〃 ） 19 5 24 21.5
77. ニュージャージー（ニュージャージー） 196 73 269 17 31 国際 6 21.5
78. プ リ ン ス ト ン （ 〃 ） 98 22 120 22 36 日語74 21.6
79. ニ ュ ー ヨ ー ク （ニューヨーク） 347 103 450 53 40 21.5
80. ブ ル ッ ク リ ン （ 〃 ） 70 9 79 5 25 21.6
81. ロ チ ェ ス タ ー （ 〃 ） 22 7 29 21.5
82. ラ ス ベ ガ ス （ ネ バ ダ ） 57 19 76 22 日語17 21.6
83. オ マ ハ （ ネ ブ ラ ス カ ） 33 3 36 9 日語12 21.10
84. シ ャ ー ロ ッ ト（ノースカロライナ） 67 21 88 13 18 21.5
85. ロ ー リ ー （ 〃 ） 116 29 145 16 27 21.4
86. ニューポートニュース（ バ ー ジ ニ ア ） 20 5 25 7 国際10 21.6
87. リ ッ チ モ ン ド （ 〃 ） 21 6 27 1 21.5
88. ホ ノ ル ル （ ハ ワ イ ） 368 101 469 107 21.7
89. オ ー ラ ン ド （ フ ロ リ ダ ） 91 34 125 21 21.6
90. ジ ャ ク ソ ン ビ ル （ 〃 ） 28 10 38 14 21.6
91. マ イ ア ミ （ 〃 ） 68 27 95 10 21.11
92. セントラル・ペンシルベニア（ペンシルベニア） 12 0 12 21.5
93. ピ ッ ツ バ ー グ （ 〃 ） 49 14 63 5 18 21.5
94. フィラデルフィア （ 〃 ） 85 26 111 21 28 日語38 21.6
95. ア ー モ ス ト（マサチューセッツ） 15 3 18 3 日語 6 21.5
96. ボ ス ト ン （ 〃 ） 408 124 532 66 60 日語72 21.5
97. グランドラピッズ （ ミ シ ガ ン ） 7 1 8 1 21.6
98. デ ト ロ イ ト （ 〃 ） 480 121 601 35 79 21.6
99. バ ト ル ク リ ー ク （ 〃 ） 31 4 35 3 6 21.5
100. ノースミシシッピー（ ミ シ シ ッ ピ ） 18 6 24 21.5
101. ミ シ シ ッ ピ （ 〃 ） 5 2 7 21.6
102. セ ン ト ル イ ス （ ミ ズ ー リ ） 56 25 81 26 国際51 21.5
103. ミ ネ ア ポ リ ス （ ミ ネ ソ タ ） 66 17 83 11 28 2歳児 6 21.4
104. ミ ネ ソ タ （ 〃 ） 56 16 72 6 43 2歳児 7 21.11
105. ワ シ ン ト ン （メリーランド） 329 127 456 45 38 21.5
106. ユ タ （ ユ タ ） 62 19 81 16 21.6
107. ニ ュ ー オ リ ン ズ （ ル イ ジ ア ナ ） 22 3 25 14 国際11 21.6
108. バ ト ン ル ー ジ ュ （ 〃 ） 8 2 10 2 21.6
109. シ ア ト ル （ ワ シ ン ト ン ） 313 110 423 31 44 21.4
110. エ ド モ ン ト ン （ カ ナ ダ ） 52 20 72 21 21.9
111. オ タ ワ （ 〃 ） 54 13 67 21.5
112. カ ル ガ リ ー （ 〃 ） 71 25 96 21.6
113. カルガリーコミュニティスクール （ 〃 ） 75 8 83 64 19.7
114. ト ロ ン ト （ 〃 ） 260 78 338 33 24 21.5
115. ハ リ フ ァ ッ ク ス （ 〃 ） 20 5 25 21.5
116. バ ン ク ー バ ー （ 〃 ） 108 30 138 18 18 21.3
117. モ ン ト リ オ ー ル （ 〃 ） 77 40 117 21.9

118. キ ト （ エ ク ア ド ル ） 7 6 13 21.6
119. グ ア ヤ キ ル （ 〃 ） 5 10 15 21.6
120. ク リ チ バ （ ブ ラ ジ ル ） 6 4 10 21.6
121. ラ パ ス （ ボ リ ビ ア ） 6 0 6 日語27 20.5
122. グ ア ダ ラ ハ ラ （ メ キ シ コ ） 8 7 15 8 21.6
123. グ ア ナ フ ァ ト （ 〃 ） 24 6 30 21.12
124. ケ レ タ ロ （ 〃 ） 47 10 57 21.6
125. モ ン テ レ ー （ 〃 ） 25 5 30 21.8

126. ア イ ル ラ ン ド （アイルランド） 52 11 63 18 21.5
127. ダ ブ リ ン （ 〃 ） 19 12 31 11 21.5
128. ウ ェ ー ル ズ （ イ ギ リ ス ） 41 15 56 21.6
129. ケ ン ト （ 〃 ） 28 19 47 8 21.6
130. ス コ ッ ト ラ ン ド （ 〃 ） 69 15 84 15 21.6
131. ダ ー ビ ー シ ャ ー （ 〃 ） 44 9 53 8 5 21.10
132. テ ル フ ォ ー ド （ 〃 ） 42 23 65 6 21.5
133. 北東イングランド （ 〃 ） 30 5 35 10 21.6
134. マ ン チ ェ ス タ ー （ 〃 ） 64 17 81 21.6
135. ヨークシャーハンバーサイド（ 〃 ） 33 13 46 9 21.7
136. ロ ン ド ン （ 〃 ） 842 152 994 41 日語117 21.6
137. ト リ ノ （ イ タ リ ア ） 27 6 33 9 21.6
138. フ ィ レ ン ツ ェ （ 〃 ） 55 19 74 20 16 21.6
139. ミ ラ ノ （ 〃 ） 104 34 138 18 15 21.5
140. ロ ー マ （ 〃 ） 56 9 65 10 21.10
141. 子どもの会ウィーン（オーストリア） 28 28 19 21.7
142. ア ム ス テ ル ダ ム （ オ ラ ン ダ ） 172 15 187 27 21.5
143. テ ィ ル ブ ル グ （ 〃 ） 38 8 46 21.6
144. ハーグ・ロッテルダム（ 〃 ） 81 2 83 21.6
145. マ ー ス ト リ ヒ ト （ 〃 ） 23 8 31 21.6

学　校　名 （ 所 在 国・ 州 ） 小学部 中学部 計 高等部 幼稚部 その他 調査年月
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146. ジ ュ ネ ー ブ （ ス イ ス ） 201 48 249 15 68 21.5
147. チ ュ ー リ ッ ヒ （ 〃 ） 124 29 153 8 28 国際 9 21.6
148. ス ト ッ ク ホ ル ム （スウェーデン） 125 25 150 19 21.6
149. ヨ ー テ ボ リ （ 〃 ） 40 40 15 21.6
150. バ ル セ ロ ナ （ ス ペ イ ン ） 88 24 112 20 21.11
151. マ ド リ ッ ド （ 〃 ） 80 20 100 11 26 21.7
152. オ ー フ ス （ デ ン マ ー ク ） 11 1 12 21.8
153. コ ペ ン ハ ー ゲ ン （ 〃 ） 61 18 79 12 21.5
154. カ ー ル ス ル ー エ （ ド イ ツ ） 18 3 21 2 21.6
155. ケ ル ン （ 〃 ） 61 9 70 7 31 国際/日語 6 21.5
156. シュツットガルト （ 〃 ） 177 38 215 32 21.6
157. デュッセルドルフ （ 〃 ） 168 55 223 21.5
158. ド レ ス デ ン （ 〃 ） 23 4 27 21.5
159. ニ ュ ル ン ベ ル グ （ 〃 ） 34 9 43 11 21.5
160. ハ イ デ ル ベ ル ク （ 〃 ） 91 17 108 33 21.6
161. バ イ リ ン ガ ル （ 〃 ） 67 25 92 9 63 日語/文化部外部生44 21.2
162. ハ ン ブ ル グ （ 〃 ） 90 25 115 10 12 21.6
163. フ ラ ン ク フ ル ト （ 〃 ） 203 46 249 30 国専16 21.6
164. ブ レ ー メ ン （ 〃 ） 11 6 17 21.5
165. ベ ル リ ン （ 〃 ） 100 20 120 11 46 保育 5 21.5
166. ベルリン中央学園 （ 〃 ） 169 34 203 12 86 保育24 21.6
167. ボ ン （ 〃 ） 68 26 94 15 9 21.6
168. ミ ュ ン ヘ ン （ 〃 ） 143 37 180 11 9 21.5
169. オ ス ロ （ ノ ル ウ ェ ー ） 41 10 51 21.5
170. ブ ダ ペ ス ト （ ハ ン ガ リ ー ） 45 9 54 21.8
171. ヘ ル シ ン キ （フィンランド） 96 26 122 8 21.6
172. ア ル ザ ス （ フ ラ ン ス ） 32 4 36 18 21.12
173. エ ベ イ ユ （ 〃 ） 67 4 71 66 21.11
174. グ ル ノ ー ブ ル （ 〃 ） 18 0 18 5 21.6
175. コートダジュール （ 〃 ） 34 10 44 14 21.6
176. コ ル マ ー ル （ 〃 ） 30 4 34 8 21.4
177. サンジェルマン・アン・レイ（ 〃 ） 92 37 129 36 23 21.6
178. ジャン・ド・ラ・フォンテーヌ（ 〃 ） 11 41 52 26 21.2
179. デ ィ ジ ョ ン （ 〃 ） 8 2 10 6 21.11
180. ト ゥ ー ル ー ズ （ 〃 ） 22 22 8 21.6
181. ト ゥ レ ー ヌ （ 〃 ） 14 1 15 5 国際 9 21.11
182. ノールパドカレー （ 〃 ） 17 6 23 7 国際/親子30 21.5
183. パ リ （ 〃 ） 141 5 146 20.5
184. ピュイ・ド・ドーム（ 〃 ） 11 1 12 2 日語 2 21.2
185. ボ ル ド ー （ 〃 ） 25 25 21.9
186. マ ル セ イ ユ （ 〃 ） 27 6 33 17 21.4
187. モ ン ペ リ エ （ 〃 ） 17 1 18 7 21.5
188. リ ヨ ン （ 〃 ） 60 13 73 27 21.5
189. リヨン・ジェルラン（ 〃 ） 49 20 69 15 21.6
190. レ ン ヌ （ 〃 ） 24 3 27 7 21.6
191. ソ フ ィ ア （ ブ ル ガ リ ア ） 5 5 20.11
192. ブ ラ ッ セ ル （ ベ ル ギ ー ） 229 43 272 21.6
193. ポ ル ト （ ポ ル ト ガ ル ） 8 1 9 1 21.7
194. リ ス ボ ン （ 〃 ） 25 4 29 3 21.6
195. ル ク セ ン ブ ル グ （ルクセンブルク） 46 12 58 国際 4 21.5
196. サンクトペテルブルグ （ ロ シ ア 連 邦 ） 12 3 15 21.6

197. ア デ レ ー ド （オーストラリア） 97 16 113 54 21.2
198. キ ャ ン ベ ラ （ 〃 ） 59 9 68 21.6
199. クイーンズランド （ 〃 ） 346 87 433 53 21.5
200. ケ ア ン ズ （ 〃 ） 119 27 146 21.5
201. シ ド ニ ー （ 〃 ） 185 62 247 39 21.6
202. ノ ー ス シ ョ ア （ 〃 ） 85 11 96 31 国際11 21.6
203. パ ー ス （ 〃 ） 245 13 258 121 日語/現地校大学受験日語60 21.5
204. メ ル ボ ル ン （ 〃 ） 290 93 383 40 98 21.5
205. メルボルン・サンドリンハム（ 〃 ） 202 38 240 88 VCE3 21.7
206. ニューカレドニア（ニューカレドニア） 15 15 21.6
207. ウ ェ リ ン ト ン（ニュージーランド） 40 9 49 21.6
208. オ ー ク ラ ン ド （ 〃 ） 161 51 212 18 21.5
209. カ ン タ ベ リ ー （ 〃 ） 157 57 214 40 21.6
210. ワ イ タ ケ レ （ 〃 ） 36 36 7 国際 2 21.5
211. パ ラ オ （ パ ラ オ ） 18 4 22 21.6

212. オ マ ー ン （ オ マ ー ン ） 10 3 13 21.8
213. ク ウ ェ ー ト （ ク ウ ェ ー ト ） 7 3 10 21.6
214. ダ ハ ラ ン （サウジアラビア） 4 3 7 21.10
215. イ ス タ ン ブ ル （ ト ル コ ） 38 5 43 5 21.5
216. ア ン マ ン （ ヨ ル ダ ン ） 14 14 21.5

217. カ ン パ ラ （ ウ ガ ン ダ ） 8 1 9 3 21.6

学　校　名 （ 所 在 国・ 州 ） 小学部 中学部 計 高等部 幼稚部 その他 調査年月
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218. ア ク ラ （ ガ ー ナ ） 5 3 8 21.6
219. ア ビ ジ ャ ン （コートジボワール） 5 2 7 21.6
220. ダ カ ー ル （ セ ネ ガ ル ） 6 3 9 21.6
221. ダ レ サ ラ ム （ タ ン ザ ニ ア ） 13 2 15 21.7
222. チ ュ ニ ス （ チ ュ ニ ジ ア ） 7 3 10 21.5
223. ラ バ ト （ モ ロ ッ コ ） 10 1 11 21.6

小 計 19169 5045 24214 1248 3307 特支 0

日本人学校・補習授業校合計 31093 8477 39570 1390 3768 特支58

1. 早 稲 田 渋 谷 シ ン ガ ポ ー ル 校 （ シ ン ガ ポ ー ル ） 325 21.8
2. 如 水 館 バ ン コ ク 高 等 部 （ タ イ ） 37 21.6
3. 西大和学園カリフォルニア校（全日制）（カリフォルニア） 61 21 35 21.6
4. 慶應義塾ニューヨーク学院（高等部）（ ニ ュ ー ヨ ー ク ） 35 271 21.5
5. 帝 京 ロ ン ド ン 学 園 （ イ ギ リ ス ） 30 21.10
6. 立 教 英 国 学 院 （ 〃 ） 8 47 128 21.6
7. ス イ ス 公 文 学 園 高 等 部 （ ス イ ス ） 122 21.5

合 計 69 103 913 35

1. ニ ュ ーヨーク育英学園（全日制）（ニュージャージー） 79 60 20.11
2. 駿 台 ミシガン国際学院（全日制）（ ミ シ ガ ン ） 2 21.2

3. ブ ン ダ ン 補 習 教 室 （ 大 韓 民 国 ） 43 3 10 21.11
4. 上 海 補 習 教 室 （中華人民共和国） 23 2 18.5
5. ア ー バ イ ン 補 習 教 室 （カリフォルニア） 83 9 19.7
6. く じ ら 学 園 補 習 教 室 （ 〃 ） 18 45 21.11
7. 三 育 学 院 サ ン タ ク ラ ラ 校 （ 〃 ） 255 66 65 21.2
8. ひ の き 補 習 教 室 （ 〃 ） 98 12 12 21.8
9. オ ン ラ イ ン 日 本 語 補 習 教 室 （コネティカット） 261 48 21.10
10. キ ッ ズ 国 際 学 園 （ニュージャージー） 53 11 13 21.12
11. ニューヨーク育英学園サタデースクール（NJ校）（ 〃 ） 97 25 12 20 21.6
12. ニューヨーク育英学園サンデースクール （ 〃 ） 38 3 20.11
13. ニューヨーク育英学園サタデースクール（ポートワシントン校）（ ニ ュ ー ヨ ー ク ） 123 27 14 38 21.11
14. ニューヨーク育英学園サタデースクール（マンハッタン校）（ 〃 ） 100 31 30 10.1
15. リ セ・ ケ ネ デ ィ 補 習 教 室 （ 〃 ） 100 9 9 45 21.6
16. 駿 台 ミシガン国際学院（補習校）（ ミ シ ガ ン ） 95 52 23 16 21.2
17. 四 つ 葉 学 院 （ ワ シ ン ト ン ） 78 38 9 11 20.11
18. サ ス カ ツ ー ン 補 習 教 室 （ カ ナ ダ ） 1 1 20.6
19. ビ ク ト リ ア ヘ リ テ ッ ジ 補 習 教 室 （ 〃 ） 67 21 25 34 21.5
20. いろはにほへと日本語教室フィレンツェ （ イ タ リ ア ） 18 6 21.10
21. ミラノ・グローバル・ラーニング・アカデミー（ 〃 ） 3 6 21.6
22. ニーダーザクセン・ハノーバー補習教室 （ ド イ ツ ） 14 5 18.4
23. サンジョセフ校・ノートルダム校 （ フ ラ ン ス ） 28 7 4 4 21.6
24. PACA 国 際 学 校 補 習 教 室 （ 〃 ） 14 10 4 9 21.6
25. JCS 日 本 語 学 校 ダ ン ダ ス 校 （オーストラリア） 21.10
26. シ ド ニ ー 日 曜 補 習 教 室 （ 〃 ） 44 15 28 21.10
27. ブ リ ス ベ ン 日 本 学 園 補 習 教 室 （ 〃 ） 38 14 4 8 21.2
28. ホ ー ン ズ ビ ー 補 習 教 室 （ 〃 ） 58 9 17 21.11

私立在外教育施設

その他（文部科学省の認定校や外務省の援助対象校にはなっていないが、日本語による教育を実施している教育施設）

学　校　名 （ 所 在 国・ 州 ） 小学部 中学部 計 高等部 幼稚部 その他 調査年月

学　　校　　名 （ 所 在 国 ・ 州 ） 小学部 中学部 高等部 幼稚部 調査年月

学　　校　　名 （ 所 在 国 ・ 州 ） 小学部 中学部 高等部 幼稚部 調査年月

＊1、122、212、221は準全日制。
＊ バンガロール(インド）、リトルロック（アーカンソー）、エルパソ（テキサス）、バッファロー（ニューヨーク）、サントドミンゴ（ドミ
ニカ共和国）、テグシガルパ（ホンジュラス）、キエフ（ウクライナ）、アンカラ（トルコ）、アジス・アベバ（エチオピア)の補習授業校
は2021年度休校
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公式キャラクター
にほごん

【
敬
語
編
】

出題：
https://www.nihongokentei.jp

★
「
日
本
語
検
定
」
は
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
検
定
で
す
。
検
定
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

７
級
（
小
学
校
2
年
生
レ
ベ
ル
）

問

一
・
二
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
の
言い

い
方か
た

が
て
い
ね
い
で
し
ょ
う
か
。

番ば
ん

号ご
う

で
答こ
た

え
て
く
だ
さ
い
。

一
【
友と
も

だ
ち
の
家い
え

に
行い

っ
て
、
友
だ
ち
の
お
母か
あ

さ
ん
に
】

①
だ
い
す
け
く
ん
は
、
い
ま
す
か
。

②
だ
い
す
け
く
ん
は
、
い
る
か
な
。

二
【
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
、
じ
こ
し
ょ
う
か
い
を
す
る
と
き
に
】

①
わ
た
し
の
名な

前ま
え

は
、「
さ
と
う
あ
か
り
」
だ
よ
。

②
わ
た
し
の
名
前
は
、「
さ
と
う
あ
か
り
」
で
す
。

６
級
（
小
学
校
4
年
生
レ
ベ
ル
） 

問

一
・
二
の
よ
う
な
と
き
の
て
い
ね
い
な
言
い
方
と
し
て
、
最も
っ
と

も
適て
き

切せ
つ

な
も
の
を
選え
ら

ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一
【
放
送
委
員
が
、
昼
休
み
の
放
送
で
】

①
お
昼
の
放
送
だ
よ
。
は
じ
め
に
、
今き
ょ
う日
の
給き
ゅ
う

食し
ょ
く

の
こ
ん
だ
て
を

言
う
よ
。

②
お
昼
の
放
送
で
す
。
は
じ
め
に
、
今
日
の
給
食
の
こ
ん
だ
て
を

お
知
ら
せ
に
な
り
ま
す
。

③
お
昼
の
放
送
で
す
。
は
じ
め
に
、
今
日
の
給
食
の
こ
ん
だ
て
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
【
と
な
り
の
家
で
子
犬
が
生
ま
れ
た
と
母
親
か
ら
聞
い
て
、
そ
の
家

の
お
ば
さ
ん
に
】

①
お
母
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
犬
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

②
母
が
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
犬
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

③
お
母
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
犬
の
赤
ち
ゃ
ん
が
お
生

ま
れ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

敬語の問題だよ。

日
本
語
検
定

https://www.nihongokentei.jp
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５
級
（
小
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問

一
〜
三
の
─
─
部
分
を
敬け
い

語ご

を
使
っ
て
言
お
う
と
す
る
と
き
に
は
、

ど
の
言
葉
を
使
っ
て
言
え
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
切
な
も
の

を
①
～
③
の
中
か
ら
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。
適
切
な

も
の
が
な
い
場
合
は
、
④
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
同
じ
番
号
を
何
回

使
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一

先
生
が
歴
史
の
勉
強
に
役
に
立
つ
と
言
っ
て
い
た
県
立
歴
史
館
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

二

冬
休
み
に
お
じ
さ
ん
に
東
京
で
会
う
の
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

三

先
生
は
科
学
博
物
館
で
開か
い

催さ
い

中
の
哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

展て
ん

を
見
ま
し
た
か
。

①
ご
覧ら
ん

に
な
る

②
お
っ
し
ゃ
る

③
お
目
に
か
か
る

④
（
適
切
な
も
の
は
な
い
）

答
え
は
52
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
2（
令
和
4
）年
度
第
1
回
日
本
語
検
定（
準
会
場
）─
日
本
語
検
定
委
員
会
主
催

6
月
10
日

（金）
・
11
日

（土）
（
海
外
は
9
日

（木）
・
12
日

（日）
も
実
施
可
）

申
込
期
間
：
3
月
1
日

（火）
～
5
月
13
日

（金）

お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
こ
ち
ら

Email  info@
nihongokentei.jp

U
R
L  https://w

w
w
.nihongokentei.jp

後
援
：
文
部
科
学
省
／
全
国
連
合
小
学
校
長
会
／
全
日
本
中
学
校
長
会
／
全
国
高
等
学
校
長
協
会
／

　
　
　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
／
日
本
商
工
会
議
所
／
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

他

特
別
協
賛
：
読
売
新
聞
社

協
賛
：
時
事
通
信
社
／
東
京
書
籍

４
級
（
中
学
校
卒
業
レ
ベ
ル
）

問
【

】の
よ
う
な
場
面
で
、（

）に
入
る
適
切
な
言
い
方
を

一
つ
選
ん
で
、
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

一
【
推
理
小
説
が
好
き
だ
と
言
う
塾
じ
ゅ
く

の
先
生
に
】

先
生
は
ふ
だ
ん
、
ど
ん
な
作
家
の
本
を
（

）
の
で
す
か
。

［
①
お
読
み
す
る

②
お
読
み
に
な
る

③
お
読
み
に
な
ら

れ
る
］

二
【
文
化
祭
で
配
布
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
冒ぼ
う

頭と
う

に
】

来
年
度
以
降
の
文
化
祭
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
（

）。

［
①
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い

②
ご
協
力
く
だ
さ
い

③
ご
協
力

さ
れ
て
く
だ
さ
い
］

敬
語
の
い
ろ
い
ろ
な
言
い
方
を

身
に
つ
け
よ
う
。

https://www.nihongokentei.jp
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① A　② A
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�ある集いに参加したところ、和紙
で折られた箱に入ったあられが一人
一人に配られた。母親に「どうやっ
て作るの」と箱に興味津々の幼子。
思わず頬が緩んだが、あられがこぼ
れそうでひやひやした。　　　（松）
先日、飲食店で隣り合わせた父子。
聞けば２月に東南アジアへ赴任のご
予定とか。子どもは小学生、お父さ
んもかつての帰国生。早速この仕事
の宣伝をさせてもらった。お役に立
てれば幸い。 （淳）
�メジロが梢を渡り歩き、紅葉が終
わったのに気づく。季節が巡って多
彩な風景を見せてくれるのは嬉しい
こと。今年最後の号の校正も終わり、
また新しい年を迎える。世界各地に
住む皆さん、どうぞよいお年を。（然）
�財団と社団を含めた国内の公益法
人の数は約9,800という。社会に必要
とされながら、国や企業では手が届か
ない仕事が世にはまだまだ多い。公
益財団法人に移行して10年目のJ

わたしたち

OES。
未来を創る道はこれからも続く。（島）

2月号「特集」の予定は…

2022年1月号　No.587
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＜7級＞
一　【正解／①】
友
とも

だちのお母
かあ

さんなど、年が上の人にものをたずねるときには、①の「いますか」のように、てい
ねいに言

い

うひつようがあります。
二　【正解／②】
じこしょうかいをするなど、おおぜいの前

まえ

で話
はな

すときには、②の「『さとう あかり』です」のよう
に、ていねいに言うひつようがあります。
＜６級＞
一　【正解／③】
学校の放送や、大

おお

勢
ぜい

の人の前で話をするような改
あらた

まったときには、ていねいな言い方をする必
ひつ

要
よう

があります。給
きゅう

食
しょく

のこんだてをみんなに伝
つた

えることを、「お知らせします」と謙
けん

譲
じょう

語
ご

を使っ
て言っている、③が適切です。①は、ふだん友

とも

達
だち

に話すような言い方で、不
ふ

適切です。②は、
「お知らせになる」という尊

そん

敬
けい

語
ご

を自分に使っているので、不適切です。
二　【正解／②】
目上の人に自分の親のことを話すときは、「母」や「父」という言い方をしましょう。また、自分の
身内の動作や事がらに、尊敬語を使うのは不適切です。②の「母が言っていたのですが」が適切
です。①や③は、自分の母親を「お母さん」と言っているので、不適切です。また、③のように、
子犬に「お生まれになった」と尊敬語を使う必要はありません。
＜５級＞
一　【正解／②】
役に立つと言ったのは先生なので、「言う」の尊

そん

敬
けい

語
ご

である、②「おっしゃる」を使って、「おっ
しゃって」とするのが適切です。
二　【正解／③】
自分が目上であるおじさんに会うので、「会う」の謙

けん

譲
じょう

語
ご

である、③「お目にかかる」を使うのが
適切です。
三　【正解／①】
見たかどうかをたずねた相手は先生なので、「見る」の尊敬語である、①「ご覧

らん

になる」を使って、
「ご覧になりました（か）」とするのが適切です。
＜４級＞
一　【正解／②】
目上である先生が「読む」ことを、「お～になる」という尊敬表現の形を使って言っている、②「お
読みになる」が適切です。①「お読みする」は、「お～する」という謙

けん

譲
じょう

表現の形を使っているの
で不適切です。③「お読みになられる」は、「お読みになる」にさらに尊敬の助動詞「れる」を付け
た過

か

剰
じょう

敬語で不適切です。
二　【正解／②】
来客などに何かを頼

たの

むときは敬語を使いましょう。問題文の場合、文化祭の来場者がアンケート
に「協力してくれる」ことを、「ご～くださる」という尊敬表現の形を使って言っている、②「ご協
力ください」が適切です。①「ご協力してください」は、「ご～する」という謙譲表現の形を、「協
力する」という相手の行

こう

為
い

について使っているので不適切です。③「ご協力されてください」は、
「ご～する」という謙譲表現の形に、尊敬の助動詞「れる」を付けていて不適切です。

●帰国生はへこたれない
●日本各地からの帰国生我が校紹介

●E-mail  kikanshi@joes.or.jp
● TEL 03-4330-1350／FAX 03-4330-1355　●URL  https://www.joes.or.jp

https://www.joes.or.jp


●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
　理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/



